
第 1期 神戸の冬を支える会

報 告 書

1995年 10月～ 1996年 4月



エンリケ・オルティス (H9 C翡査●メンバー／メキシコ）からのメッセー•ジ

今から 10年前、メキシニで大地宮があ）ましたし

今回の阪神大歪災ょりも死者の数は［まるかに大きく、さまざまな困難が立ち突がつてさましたc

しかし、人々はねばり強く闘い続けまし芯

彼らの岡いを象微する詩を紹介します。

メキシコで被災したマリアおばさんの詩です，

いいえ、私はどこにも行き芸せん。

絶苅に。

彼らは私に約束した。

その還い湯所は天ill!のようなところだと。

でも私はどこにも行かない。

それは、なぜ？

おなたたちには、なせだかわかる？

私はこの町に、子供の項から住んでき芯

町のみんな訊私の額ち、私のことも知っているc

私のことを、みんな「マリアあばさんJと厚ぶ

子供だちは遠くに庁き、

合、私は猫りぼっち。

痣気かちで、よく寝込んでし芸う。

でち町のみんなが愈べ物を運＇ できて、

桑の飲み方合教えてくれる。

私かみんなのマリアあばさんだと知っているから<’

この池を解れてしまっだら、

私は私でなくなるので攻

(「神戸の冬を支える会」第二回準備会；神戸YWCA発遁資料より
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［※「あっちゃん と言う呼び方について

本文中にしばしば「お 9ちゃん」と君う言韮が出てきますが、これは特に

l 野宿をしている人を指す言葉ではありません：関西では日常的に、ある程度

I 年話のいった目上の男性に親しみを込めて「おっちゃん＿と時びかけること
！ があります，夜回りなどで出会った時、名前を知っていれば名前で呼ひ合い
ますが、名前を知らない場合近所のあしさんを「おっちゃん」と呼ぶのと同

し様に「おっちゃん」と呼ひかサているのです＿てすから 野宿している人

＝「おっちゃん lだったり、 ま5っちゃん」＝野布している人たったりする

わけではありません＂もし、そのように固定化された意話で使っているとし

たら、それは差別の君葉になるのたろうと思います．． 「おばちゃん」と言う

言葉についても同梯ですc
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I. はじめに

第1期「神戸の冬を支える会」車務局長 吉岡 基

始めに、現在まで「神戸の冬を支える会J

に対して各方配からのご延解、カンパや物

資による援助やポランティア等、多くの

方々のご協力があったことを感謝いたしま

す。併せて、今まで充分な報告も出来ず、

この報告言も発行が遅れましたことをお詫

びします。 「神戸の冬を支える会」は｀ ＂ 

第2期＂として活動を継績することになり

ました。そこで、 19 9 6年4月までの活

勁を｀第1期”として、-れまでを振り返

ってみたいと思います，

「神戸の冬を支える会」 （以後「支える

会」）は、阪神淡路大窟災から 2回目の冬

を目前にした 19 9 5年の 10月末、 「準

備会」という形でスタートしました。ごの

時期は神戸で「住む家の無い」大勢の人々

が、厳しい冬を迎えようとしていた頃ですc

有志の呼びか［ナに応え I皆で力を合わせて、

この冬を乗り切ろうや」という思いを共有

する者が集まって相談したのが、 「支える

会」の始ま 1)です。こごに集まった人たち

ば、哀災による被災者自身や釜災後から救

援活勁を続Itてきた救援団体、個人、そし

てポランティアたちでした。ここで話し合

われたの1よ「この冬一番しんどいのは誰か」

ということでしたc

いろいろと話し合われた結果、私たちの

最初の共同行勁として「野宿者調査」を始

めること1こなりました，この調査は以前

から救援団体と繋がりのあるテント村や避

難所は餘き、仲糊同士の雄がりも持てず、

行政や市民からも相手にされないまま公圏

や路上で野宿の状態にある人々を対象とし

ました。今までの経験から彼（女）らの冬

が最も厳しく、命にも関わる状況だと感じ

ていたからです，この「野宿者講査jで私

たちが出会った人々はaoo人を越え、

人一人が大変な状態にあることが解りまし

た。

「支える会jの活勁準備が始まって間も

ない 19 9 5年11月14日、中央区内の

ペンチで座ったまま凍死している Sさんが

発見されました。その2週間後の 12月6

日には、神戸市シンボルの一つでもある花

時計の裏で、衰弱死しているYさんが発見

されたのです。＝人とも私たちの友人であ

り、大変なショックを受けました，冬を乗

り切るどころか命を失ってしまう。これが

神戸の I冬」の現実だったのです。

寒さも厳Lくなり、生活も更に辛くなる

年末年始を前に「最低限、命を守るために」

との思いから、寒さからの緊急避難と宿泊

のためのテントを張り、生活・医療相談、

そして炊き出しを始めることにしました。

堪所として公園を選びましたが、緊急避頬

の場所として公園を利用すること 1ま、君災

を経験した神戸では自然なことだったので

す（後に神戸市は不法占拠と言いました

が，，、）。これが「冬の家」と呼ばれる

ようになったテント村です2

r冬の家」では多くの人々と出会い、生
活を共にしてきました＂震災前から野宿を

余儀なくされていた人。室災後に神戸に入

り野宿を余儀なくされた人c 芸災によって

野宿を余儀なくされた人。仮骰住宅1こ入居

しているが、通勤できないほど遠方なので、

仕事のために街中で野宿を余儀なくされて

いる人C もちろんこの中には女性も含まれ

ています。背景lよ様々でも、全員に共通す

るの1ま「野宿1ましたくないが、他1こ方法が

ない」ということでした。

神戸市では、箆災時に「住居」を持って

いなかった人々は意図的に「被災者」とし

て扱われず「ホームレス」という呼び方で
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呼ばれ、崩壊した街中で｀緊急であったは

ずの様々な救援や保護すら受けられずに路

上や公園に放酋されてきました◇災害救助

法が一方的に打ち切られた 19 9 5年8月

以降は、窟災で住居を矢った人々も救援を

打ち切られ｀生活が成り立たなくても r仮
設住宅」に移らない限リ行政からは「住所

不定者」と呼ばれ、最低限必要とされる救

揆や保譲も受けられないまま厳しい冬を迎

えていました，こうした背景の中遠の家」

にば、様々な理由で「住む家を失った人々」

が築まったのですう

f冬の家」では毎晩、宿泊者全員による

話し合いが続けられましたc r何で自分た

ちは野宿せなアカンのか」 「路上での死を

強制される19問たちの＂命＂の百任は幻
r自分たちの命も危ない」 「我々の生活は
誰が保障してくれるのか」 「神戸市はなぜ

我々の存在を認めないのか」。こんな話し

合いの中から、 「神戸市と話し合おう」と

いう意見で全員が一致しました，そして「対

市行勤」の準備が進められ、年明けには干

ントのすぐ隣の市役所lこ通うようlこなった

のです。

神戸市に対する抗譲や申し入れは、野宿

を余儀なくされている「当亭者」自身が行

い、同時に市民lこ訴えるためのピラまきも

しましたが、 「支える会」はあくまでも当

事者の行勁のためのサボート役でしたc e 
うした「当事者」の積極的な行動によって、

神戸市との直接全員交渉が実現したのです。

野宿を強いられている人々の怒りの声と行

勁が、行政を少しだけ動かす結果となりま

した。

結果として神戸市は交渉の冒頭で｀これ

までの市としての対応の悪さについて謝罪

し「皆さんの声は黄重な財産」と述べ、一

人一人の窓見を開く姿勢も見せました，神

戸市「土、この交渉の中で「野宿者」に対す

る施設の改善と、野宿の場（避難場所“生
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活の場）の強制排除lよしないという約束を

したのです。これを受け宿泊者全員で話し

合った結果、「納得はしないが評価はする」

という意見でまとまりました心交渉から＿

週間後．各々の当面の行き先も決まった1

月15日、テント村「冬の家」は宿泊者全

●の手で撤収しました。 「冬の家」を撤収

し、各々の生活の場は分かれても、今後も

"団問」として果まり、話し合っていくこ

とも約束し合いましたc

これを受けて「支える会」では、日席的

に使える「交流と休息の場」の提供 (I日・

中山手救援本部内）と、月に一度の「仲間

の築い」 （話し合いの日）の主催｀行政交

渉の編続、野宿の続く仲間への「夜まわり」

の継続・拡大や｀個々の相談の受9ナ付けな

どを、今後も続けて行くことにしました。

そして少しづつ伸間同士の俎がりを強めな

がら、神戸市の約束した車についてみんな

で整視し｀報告し合うための「場」の提供

を統けていますc

「支える会」は、準備段階の試行錯誤の

中で「話し合っとってもしゃーないl 「と

にかく行動しょうやJという窓見の中で、

とりあえず緊急避難所としての「冬の家」

を作り、ここで多くを学びましに共に生

活した人々に教えられ、押し出されるよう

にして行動し、 「支える会」としての役割

も考えてきましにある窟味で［冬の家」

での出会いと経験とが出発点となり、今後

の活動へと繋がって行くように思いますJ

「冬を乗り切ろうJ 「命を守れJという

当初の目標が、いかに大変で先の遠い目標

であるかを実感させられていますc 季節と

しての［冬Jが過ぎても、まだまだ多くの

人々に 9冬」の状況が続いている今、 r神

戸の冬を支える会lは第2期としての活勤

を始めますc 今後も「支える会9に対する

ご支段ご協力、そしてご参加をお願い致

します。



II. 活動の流れ

神戸市には大きな「寄せ場」がな<'路上生活

者の数は大阪の釜ヶ崎や束京の山谷等に比ぺて圧

倒的に少ない。そのせいか、そういった人々への

取り組みもまた大きなものとはな・えて来なかった U

しかし数は少ないと言っても、路上に生活する

人々は、産菜・経済●迫の矛盾、都市社会のひず

みのlまげ口・しわ寄せとして、神戸市においても

厳然と Lて存在してきたe いや、存在させられ、

見過ごされ、醤き去りにされてきた'

未歯有の都市災害となった兵慮●南部大地●l#、

それ以前に耽り残されていた閲●を明るみに出し、

衆目に触れるものとした。●上生活者に関して言

えば、これまで以上に厳しい状況に追い込まれた

と同時に、彼らの存在への●●の目もまたより広

＜睛かれる事とな吋z。

こうしたことで、路上生活者たちに対する行

[1 9 9 5年］

政・市民の意流・対応がクローズアップされ●●

が深刻化する中で、それまで個々の団体鴫●人レ

ペルで取り組みをしていた者たちを中心に、情報

の交換共通の課題に対する取り組みへの遥帯・

強化の必要性から 19 9 5年10月末に「神戸

の冬を支える●」が誕生したのであふそれは統

ーした一つの組織団体ではなく、言わば寄り合い

所帯であふけれども●いて言うなら、公●ペン

チやビルの軒下にいる人々を見ぬふりでやり過ご

せない者たち、彼らの姿lこ自分の心が●む者たち、

人知れず●散られる李もなく亡くなる人をこれ以

上一人として出したくないと願う者たちの寄り合

い所帯である。

この項では、そうした「神戸の冬を支える会」

第一期の活動 919 95年10月末～ 9 9 9 6年

4月末）を、時間の経過と共に概賂したいn

90月 98日 大阪ミナミ心築楼筋戎椙で空ていた野届労俗者Fさんが三名の序年によって焉上がら木中

にほうり投げられ死亡J 舒宿労働者に対する社会の編兎と差如惇き彫りにされる。

10月氾E 兵箪●破災者浬絡全による市内故災者印J0人対象の忍取りば-六店菜尭表， 2露の哲帯が9撫
奴入jと個答。行改の対応の表ずさが妍たな毀宿者を生みだす「Lくみ」となる。

10月四日神戸の冬（超各）を考える会（仮称）鱚 1同準傭会

午後9時、中山手救援本部（中山手カト）ック教会）にて，始めての●まり。参加： 24名

/9団体（日本甚菩教団兵●●区社会部委員会、釜ヶ嶋キリスト教協笈会神戸YWCA救ほ

センター、き上うとキリスト者よまわりの会、阪神大震災地元NGO●絡●●9 日本バプテス

ト連盟零災現地救援センター、神戸パプテスト教会ちびくろ救援ぐる一ぷ，中山手救援本部）

，経過輯告．震災以降9月まで中山手救援本部が行って来た「夜回り， E回）」を●して見え

た 9路上生活者」たちの現状と環壊が報告され、続いて各現場からの報告。●しい冬を前に

彼ら彼女らの生活が気になる，

19月 5日神戸の各（餞冬）を考える会（仮称）第2'"準欝会

午紋7時から｀中山手救援本部にて。参泊， 20名／12 団体 9 日本•苔教団兵庫教区社会

部委員会、釜ヶ崎キリスト●協友会、神戸YWCA救援センター、全●の夜回，）寄せ場から

生活保護行政を問う連絡会譲阪神大●災地元NGO速絡会議神戸パプテスト教会、ちび

くる救援ぐる一ぷ~中山手救援本部下い手カトリック教会、みのお教会、西神戸 >MCA 、

力‘Jタス神戸地区）

・冬に向けての各グルーブの取り組みの計画や提案。

，神戸市の越年対策を問い合わせ、例年通りの対応が不足と分かれば民生局に対応を申諸出来

るが根拠が必翌との返答ぃ呉体的なデータを持っていない李から、全市的な広がりについて

は難しいものQ 各々が活動している地咳逝辺の実●課査を行う事を憤認手始めに大まか

な数字をつかむための予●的賜否を、 11月末をめどに行う●とするc

"月 14日 三宮市役所横公函花峙粁ベンチで． Sさん死亡（凍死）。
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11月19日神戸の冬（認冬）を考える会（仮称）剪3回頷備会

午後7峙より、中山手救●本部にて。

・強制立ち退き学習：神戸YWCA救援センターからの発阻 9月23日から 1週間神戸の

実態誂●を行ったハピタット困際達合による報告●の要約も紹介" '待●所／避難所｀ぉ

よび仮設住宅あるいは公薗で●らしている人々の多くが●面している生活状況l士、居住の

適切さに関する基本的な国際●●を満たしていない （報告遜より"

•今後の運営；運営翌員会を設老して亭栖を協謙し、その下に吝務局を匿いて貝体的な活動

を行う、冬の間だけでも写従者を●く。

＂基本的な会の所在地．中山手救援本部

•名称． 「神戸の冬を支える会」

・遮堂委貝会のほ成メンパーには、以下の団体等に協力を依頼する●となった。

日本基●●団兵庫教区釜ケ崎キリスト教協友会、神戸YWCA救援センター、全国の夜

回り寄せ場から生活保護行政を問9連絡会藻、●神大ご災地元NGO遍絡会語、日本バプ

テスト速•恒災現地支援センター、神戸バブテスト教会、ちびくろ救援ぐる一ぷ、中山手

救援本部、西神戸YMCA、力リ 5ス神戸地区神戸ワーカーズユニオン、神戸学生青年

センター、兵●●●災者連絡会、翌ミカエル教会関西学院大学釜ヶ綺自王講座、その他

●人数名

"月お日神戸の冬を支える会 策1同運営委員金
午複9時より、中山手枚投本界にて。念加： 2 1名。

＂蘊長 lこ●●茎氏を選出^

・●の基本方針，路上生活者支援か滋難所・テント村・待機所生活老をも含めた支援かのい

ずれに焦点を絞るか論●，結果どちらかに決め箕いことを認め． くしんどい冬を支える）

事が方針、力丑に応じて●，）紐む事を了承。

・組織．代表者の●まりを「蓮堂委員会」とし＂その下に 6名（関西学院大学蚤ヶ埼自主講

●から 1名、兵●果被災者連絡会から 1名、村田、吉●、森安、野々村）の「●務局」を

醤＜亭を確認。●務所lま中山手カトリック教会i日司祭館地下室をお債りする C

12月 2日 神戸の冬を支える金事務局喰

19月4日 塔釘公國でのテン巳生活者に対し、控戸市士木局中部土木華務所公薗緑培係・兵庫区

役所池営播批諜逗名による紺去勧告ピラが殺られていた享を発晃， i資料"頁参照9

12月 58 神戸の冬を支える会事務局会

19月 6日 竺宮南役所横公国花時91対近にてYさん死去（哀弱死）。この明点で足災後の路上

生活者の死者は｀他に5名を常翠

↑9月908 神戸の冬を支える会 寛2位運営委最会
午後9時より、中山手救援本部にて。診加： 2 1名，

・寧務局．苺務局の会譲l・よオーブンにし、拡大世99人会を老いて苓究局をサポートするc

。専従者；森安氏、野々村氏の2名を日き、任期は12月11日～3月末日までとするc

＂越冬活動． 12月90日～2?日は相誤を中心とした活勁で＂軽食のお用意（即席翔⑳⑩食 l" 

99月98日～1月9日は炊き出しに魚点を惹き（雑炊300食l` 相談の中で見えた問●を集

約し解決1こ努めるコテントは、相設用、炊き出し●、宿泊用を建てふ必要物名のリスト

アップ、相該への対応内容 1●原、医療、生活〔保護l、住居、安全、寒さ、 1士項、労働、
アルコールなど1、協力救念医●機●、設名培所、支橿体制と応援の要請、などについて

検討C 予算50万円c

・予算：総額35 0万円の予算案を可決し＂会計実務を大宮氏に依頼＂募金を行う，

＂代表，吉岡 911代表が、代表代行を行う事となるc
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12月11日

12月12日

12月14日

12月158

12月19日

12月幻日

12月21日

12月22日

12月24日

12月25日

12月26日

12月27日

12月28日

12月お日

神戸の冬を支える会

神戸の冬を支える会

事務所開設 越冬についての準鏑闊始。

事務局拡大世話人会

神戸の冬を支える会 第 3回運営委員会

午後7時より、中山手救11本部にて．
・越冬 ；協力蔓請のビラを作り、経済的、人的協力を広く呼び掛ける。 12月20日から炊

き出しと宿泊できるテントを張って集まり、交流の場をメインに仕事•生活（保護） ・健

康専の相談を受けてほし合い、必蔓ならば敢りまとめて神戸市行政に突きつける．医療に

ついては、 JOCSが協力。終了ははっきりさせるのは雌しいが、ポランティアの減少が

予想される 1月8日とし、必妻なら2月、3月にも行う．

• 1 2月4日付け神戸市「撤去／処分通告」への抗繕文の作成．

抗饉書発送 1 2月4日に港町公園テント生活者への「お知らせJとして撤去勧告ビラが

貼られた事に対し、神戸市長に「抗撮及び再発防止の申し入れJ。（資料： 81,82頁参熊）

神戸の冬を支える会・越冬テント（後に「冬の家」と命名）設営

詳繍は、 「IV.支える会としての活動 1. 9冬の家』 J (17 JI(以降）参照。

冬の家；朝、神戸市土木局

公園管理鰈から 4名が怒鳴

り込む．第1アルジェリアテ

ントを設営．

冬の家；神戸市土木局公園

管環課で公園伎用許可を求

'めるが不可。夜 r冬の家家族

会ltl」発足。女性2名宿泊．

冬の家；更生センター所長

来訪．

冬の家；第2アルジェリア

テント増設．
ュ叫屯缶:,<::"":;-:..ー・・ ~ 

冬の家；気温、氷点下．

冬の家；物資テント増設．

神戸の冬を支える会 第 5回運営委員会 ． 
午後7時より、 「冬の家J-(第ニアJレジェリアテント）にて。参加 ：約8名

• 1 2月28日以降の炊き出しについて； r冬の家Jの献立、役割分担の饒整を神戸パフテ
スト教会の加藉氏が行う事とする

• 1月8日以降について；市役所民生局を訪ね、更生センターの現状などを訴えて対応を求

める．女性については婦人相談センターが引き受ける事になったが、越年対策については

調整中で、結果は1月28日までに通違との事． 28日に調整緒集を検討する．

冬の家；神戸市民生局保護課保護係長来沈更生センターの越年対策について説明．

神戸の冬を支える会第6回運営委員会 ・

午後7時より、 「冬の家」物資・炊事テントにて。参加： 1．8名

. 1月8日以降について；緊急運営委員会のIll催 — 

冬の家；早朝、第ニアルジェリアテントにてKさん死亡．
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(1 9 9 6年】

1月 1日 冬の家；雑煮．少しでも寒さを凌ぐため、足湯開始．

1月 2日冬の家；午復、絣つき。

神戸の冬を支える会 第7回運営委員会

午後7時より、 「冬の家J物資テントにて。参加： 12名．

・事務局からテント設営以来の状況輯告

・対市抗謙の回答について

・越年活動の現状と籟告、また1月8日以降について

・行政に何をどのように蔓求するか

・宿泊者の蔓求をどう受け止めるか

1月 3日冬の家；銭湯．

家族会謹

・ 〈話し合いの場を持つことを約東させる〉ために4日朝一醤に神戸市民生局に挨拶する

• 4日夜の家族会饉で前日の聞き取りを整哩し、頁度託し合って、妻求を明濾化する

•上記をもとに世註人会で煮詰める

・テントを撤収するには宿泊と食事の保陣が必妻であるが、更生センターのあり方などに対

する不漏、行きたくない理由などを、直接利用者の口から訴える

拡大世話人会；午後7時より「冬の家J物資テントにて。参加： 10名．

1月 4日 冬の家 ；神戸市民生局訪問．午浚釜ヶ崎越冬実行委員会と労働者との交流餅つき．

1月 5日 冬の家；女性償泊者2名婦人施設へ．

対市交滲；神戸市民土局・土木島・公鴫課と「冬の家』テント搬収1：：ついて交渉するが沃

裂．（対市交渉記録：63頁以峰参罵）

神戸の冬を支える会 第8回運営委員会

午後9時30分より 「冬の家」物資テン 1-前にて。参加： 17名．

・テント撤去について；運営委員会が一方的に決めるのではなく、宿泊者の話し合いの結議

を尊重する

・家旗会議の結綸を膏慮しながら、現場で詰める

・現在は「市側が提稟し、我々が拒否したJ形になっている。こちらにポールがあるので、

投げ返す必妻がある

•更生センター所長とも駐し合う

9月 7日冬の家；終7予定8．こ

のままでは止められない。

1月 8日 対市交渉；神戸市長に

対し、神戸の冬を支える

会・r冬の家」宿泊者一同運
名で妻求書を提出。（資

料： 83頁）

冬の家；ポランティア数

が激減． 「自主運営Jに

切り替え、炊出しも利用

者が主体となって行う．

1月 10日 対市交渉；民生島保復
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課保護係長より 1月

8日妻求に対する回

答．（対市交渉記録：

69頁以降参照）

1月 12日対市交渉； 1月8

日婁求への回答を受

けて、神戸市長宛て

書簡。（資料：85頁参

熊）

1月 13日 冬の家；算ニアル

ジェリアテント撤収．

1月 14日 冬の家；物資及び

女性テント撤収． •l ••• 菖篇凪＇迂臼甑治面逸語
1月15日 冬の家；「冬の家」搬収完了．

9月20日 「冬の家」家族親睦会（後に「仲間の集い」に名称変更）

於：中山手カトリック教会． 「冬の家J利用者が朝から集まり、テントの掃餘や r交流の
場」整備、食事準傭等を行いながら、搬収後の各々の輯告を聞きあう。 更生センター、更

生援1l相訣所、兵庫荘簿の神戸市施設の対応の変化や現状について、また路上に戻った
人々の状況について意見交換．（28~31貫参熊）

拡大世話人会 午後5時より中山手救援本部にて。参加： 13名

1月23日 対市交渉；,2月4日港町公園の撒去勧告に関して

午前10時30分より市役所2階．参加：神戸市（公聰鰈、土木局公園管還繹、民生局

保護課、兵庫区役所まちづくり措道鰈、兵庫区役所地珊揖祉諫）、神戸の冬を支える会．

搬回と謝罪を婁求するも受け入れられず．また撤去に関しては本人の同意無しにはしてい

ないと繰り返す。 1ヶ月の予告期間婁求に対して2迎間くらいと回答．移動を憂求する際

には担当者の部署などを示せとの蔓求！こ対して、 示していると回答。示さない場合には市

の職員と見なさないと伝える．

9月24日 稟寮都／こよる新宿駅西口池下道野富者鯰制檄去

1月25日 拡大世話人会 午後7時より中山手救援本部にて．参加： 11名

1月26日 神戸の冬を支える会 第9回運営委員会

午後7時より、中山手救援本部にて。参加 ：19名．

. 1月23日に行われた 12月4日撒去勧告への抗繕への回答を受けて討繕．

・拡大世話人会よりの提起 これからの活動について．

「冬の家」鰍収後の給めての運営委員会．なぜ1月15日で止めたのかとの意見も出た。

確かに、神戸市の対応が多少は改蕃されたものの、路上に戻った人も少なくない。しかし

現在の力量では、あれが限界． 「おじちゃん」たちに申しわけないと思いつつテントをた

たんだ。また、その様なものがなくても良い状況を生みだしていくための活動も大切だと

感じる。信頼してくれた人たちの信籟に精一杯答えていきたい．

1月28日 神戸の冬を支える会 第10回運営委員会

午後7時より、中山手救援本部にて。参加： 20名

・夜回りの強化 〈聞き取り、問題発掘．緊急対応〉 (32~44頁参照）

・須磨•長田…カリタス神戸
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・兵庫（湮）9,以西）・・神戸パフテスト教会

・兵庫（湊l[l以東）中央（生田191以西）・中山手

毎過金牒日

毎迎水曜E]

午後7時3Q分より

午後9時30分,',

・中央（生田」"以東） ・・SWCS 毎迎土曜日 午後 7時30分より

．炊き出し／毎週水哩、中山手で炊き出しを行うC 共同炊寧の形で作り、共に食べる。天れ

なかった人には夜回りで届けるr 931~32頁苓照）

•中山手の交流部屋の活用／月曙・木暗午前lこ医療相談，木遠午後．交流の日、忌呂毎

月第3土● ；親●会。 [49~42頁巷照9

・施設訪問／兵庫荘，更生センター、更生援護●球所を毎迎訪問し、入所者への間き取りや

聡負との面該を行う C (50~52頁苓熙

2月 4日拡大世話人会

2月 13日 神戸の冬を支える会 第 11回運営委員会

午後7時より～中山手救援本拍lごて。参加 1 3名

・事務局長（吉岡）が3月の第一期終了まで代表を兼務する

・ 「冬の宍」反省会、 9報告窪」作成について

・ 4月以降に関して

2月 19日 「仲間の集い」龍設についての話し合い

2月 19日 更生援苔租鼓房訪届

2月20日 武匡幼沿いMさんの治療に舷して、西宮市福社与務所厚生課へ卒し入れ，

2月 23日 バプテス旦夜固りがハーパーランド競摺てで， 2号225付げの撒丑勧告ピラざ全兒， 9党

料 33頁念照J

2月25巳 「冬の家」反省会 午後9時より、中山手敦援本部にて，念加 1 2名n

3月 3日神戸の冬を支える会 第 12回運営委員会

午後7時より、中山手救援本部にて ●m 1 5名c
・ 「冬d9家」反省全教告

・立ち退きに閏して

・今後の活動に向けて 3月末で今期の活勁99一応終了し4月一杯で活効のまとめを行う予

定だが、その後もなんらかの形で継紐9こしていきたい，連絡会的な●●として霰低月 1菌

集まって意見交換をしつつ、引き9舟き有給●従を選いて活動を親ける，

・域建所揉浪仮設斡縦終了発表に対して／今のところ神戸市は終了通告を撒固する意思9i

全くなく、このまぞでは99宿者が増える事は朗らが支える会からも抗逹申し入れをする，

3月 l9日事務局会

3月 13日 対市交渉； 99戸市長宛て「避難所解消・仮設住宅斡旋終了通知に対する抗● ・申し入れ」。

潰料： aら-s, 念照•

3月 I99日 「仲間の集い」食ぺることについて

神戸の冬を支える会 第 13回運営委員会

午径9時より｀中山手救授本部にて、参加・ 15忌

・ 4月以隣に向けて／各団体で話し合った柏果を報告、協護．

3月26日 神戸の冬を支える会 寛"回運営委負会

午後9時より、中山手枚投本部にてr る加 9 4名c

·今後に向けて・事務局の●●の卦告と話し合い。これまでの活•のまとめと報告0}た 8§
代表代行、専従2名の任期を一9月延長。
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・具体的にやって課題が見えてくる．個別対応は出来ても未僻決の問理、多くの課●が出て

くぶ協同の活動をするにあたっての通絡・調整が不可丸また活動内容の充突も必要。

・具体的な現場から出てきた課題に多様に●与できるようにする 人1簑、生活保隅などいろ

いる出てくる課題を、直接現場を持たない人も共右できるようにしたい学習会や集会、

夜回，）の仕方、生活相談やグルーフワークの仕方の講習などを行いたい，

・社会（自分を含め）を問い、行政に●9かける

3月29日 対市交渉， 「●巽所解消・仮設住宅斡旋終了通知に対する抗禁・ ●し入れ9(5月13臼9

に対する神戸市の回笞~午• 10時30分より、神戸市庁合 98階公肥課会讚室
にて，●加~神戸市（公聴誤、民生局保護課保没係·災害復 lB総務部·災酋復

39 

② 

這9

④ 

偲）

⑮9 
⑦ 

4月 5El 

旧待機所担当）神戸の冬を豆える会（I0名le 

方針の撒回．撤回はしないが、遜難所解消を39行できないし、仮設輯旋も9E規を含めて

担紐する＾
市（区）朧員による逍難老9こ99する●迫、謙がらせ．今咲行き違いがないよう＇こ話し合
うとは答えたが、 99解だと言い39ったc
震災時に神戸で野宿を強いられていた人を破災者として認めよとの要求は、理舷されな

かったe

•9}の被災者に対する差別については「なかった」と断言したが→ 1可の祖拠もない李が明
らかにされな
臼）の被災者への罹災証明の発行については、 「災害救助法によれは~乃出来ない』」と忌~

うのみ，

強制追い立てをしないことは受［ヤ入れられた，

披災者に必要な場所に仮設住宅を連毀すること Iれ拒否された，

Mさんの罹災証朋を袴って兵凜竺役所で地域型仮詮住宅を串し込む. C仮投の蛉岱は3

自で慈わった センタープラザの窓口＾行iがと宮われる＂センタープラザの仮設裕段窓

口へ行くと鳶傭長に止められ． 「ぢ綻はしていない」と言われる。 「こ二では術をしてい

るのか」と皐ねると． 「鑓き演しているだけ，本庁に行けj と言われる，弁切こ蒜が遠う

ので公穀諜に経過を伝え、 3尽27日¢，，し合いでの回答に違反していると抗婿c 魚刻公

聴諜より「区投所の点は閤違っていた！との謝箪センターフラザについても「登禰且

，， 70 供の縫没しがあって対応を誤ったj との弁館があり~生活再筵本船に対：，て 9きら

んと対応するように各区に運給する」と伝えた、との軍

4月20日 「仲間の集い」住むことについて。秀加 1 9名

4月29日 学習会； 「路上生活者の生と神戸市の行政」

午後2時より、キ9戸バフテスト教会にて，講師．野々村滋氏こ
(（9 直人9
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11 I.震災と野宿者

1.救援活動から見えてきたも
の
「Aテントに住んでいるCさんに『向こうのデ

ントの所には救擾物資、届けんでええよ』て言わ

れたんですけど、どうしましょう．J

震災直後より救伍活動を始めて一ヶ月を過ぎ

た頃であろうか。いつものように潤区・中央区の

公園や空き地の選蘊者を巡回訪問しているポラ

ンティアが、訪悶先から帰って来てこう言った。

『ええ、どういうこと？ 向こうのテントって

巳さんのことでしょう。 直噂でもしはったんやろ

か。」 「いえ、どうやらBさんはもともと路上生

活してた人だから、 物資は配らなくていい．ああ

いう人たちと自分たちは違うから、同じように扱

わないでくれとおっしゃるんです。J

返事に困った。もちるん、相談してきたポラン

ティアにではない．私たちの方針は既に決まって

いた． 砿災した人々は、例えどんな生活をしてい

た人であろうとも絶対に区別しない。特に、私

たちのように公園や空き地に車やテン トで選霞

生活を送っている人々に救揖物資を配る活動を

する場合、震災前は野冨者もしくは定住の住まい

がなかったであろう人々との出会いは増えてい

た。皆が余震に怯え｀公的逓謹所でないがために

配詑弁当が得られず、 寒さと空履にまいっていた

時期である。区別する理由など何もなかった．返

事に困ったのは、 「一緒にしないでくれJという

Cさんにどう理鱗してもらうかを考えたからであ

った．こんな大変な時期に差別の問題を懇々と説

明する余裕［まなかった．怒ってCさんに敦橿物資

を届けることをやめるというわけにもいかない。

〈家がない〉 という状況だけを考えれば、この時

期神戸では、 野宿者も一般市民も区別などあろう

はずがなかった． 「とにかく、Cさんが怒り1まつ

ても、うちでは被災した人みなさんに救揖物資を

配りますというしかないね。それより、Bさんが

仲間はずれにならんように気をつけよう。その上

のテントのDさんはeさんのこと、何かと肋けて
くれてはるもん。怯が皆、同じ考えではないはず

ゃ．」

この頃同じような事件が退腱所でも起きてい

たことを後に知った8 野宿らしい風魏の人や罹災

証明をもつていない人、外国人、またその地域に

1 9 9 5年5月27日

神戸斬Ul

住んでいなかった地区の人々に対して、多くは「潤

鯖所から追い出す」 もしくは「弁当をあげない」

という影で豊別されていた。そしてそのほとんど

は｀マスコミなどで籟道される人々の助け合い、

ポランティアの活躍という蔓談の信で、公けにな

ることもなく、水面下で広がっていったのである｀

野宿者に対する社会の根強い差別と韻解は、 阻史

に残るような大災害の中でもしつかりと残り、 璽

廷していた。 特に問題なのは、被災当時、住まい

や住所がないという遭由で櫂災証明が発行しても

らえず、公園などで被災による怪我を受けても、

何ら保韓がないことであった。工事集者の簡易届

泊所が全壌し、 深刻な状況に陥った人々も少なく

ないと聞く．しかし、 Iまとんどの場合、 畏災証0JI

は発行されていない。この〈家がない〉ゆえの苔

別は、時を経て被災者全体の人慣侵害へと発展し

ていった．

救擾活動の一環として巡回訪問をしていく中て

生まれて初めて野匿をしている人々と出会い、言

塁を交わしたポランティアも少なくなかった．体
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躙を●し、全く仕挙が出来ない状態の人、雨をし

099る高架下などに住まいをつくり、●品回収で

生詳をたてている人、緊急箇易宿泊所から風呂0

サ-ビスを受けにくる人、皆ご災という共通項か

ら話題を撲し親しくなっていく中で、その人の

家族や人生が見えてくるようになも今もって 9野

宿をしている人は、自分の怠憐で仕峯をしない人J

というイメージを根強く社会から梱えつけられて

言ったポランチィアはそのイメージが全く根拠

のないものに気づくコ経済役先社会の犠牲9こなっ

た人々、●●環の帯から抜けるに抜けられない

人々に対し、 9皆さん、室たい人生を昔負って必

死に生きていらっしゃるんですね」というのが、

大半のポランティアの感想であった，そして（家

のない）人々への不当な扱いに対し、疑問が膨ら

んでいったc

案じていたように（家のない）人々への差別99、

野宿者のみに 9まとどまらなかった。適当な仮設•

宅がなく、避難所に居統9ナる避●者に対する行政

のあの手この手の追い出し作戦は、耳を疑うよう

なことまで起こっていた。●●所は住所不定の扱

いになるので、生活保護の申語は出来なか0た。

仮設住宅に移れば移ったで、新たな差別が生まれ

てきた，後悔が先に立つ。ああ、もっとふだんか

ら（家のない）人々に対する偏見に対して、隣心

を抱いていれば と神戸の現状に関わるならば、

野●の開●は切っても切り離せない根本灼な課題

となった， 1家がない）ことへの問いが延々と続
く。

社会的弱者という言葉は個人的に[9、あまり好

きな言葉ではないしかし、敢えて言うならば、

緞災●もこの弱者と呼ばれる多くの人々が究分な

保惇もなされず、生活再●への苦渋の道のりを歩

んでいる。自由競●社会のなかでは、生き抜くカ

のない者9ま死ねと言っているのに●しく 被災老

の中でも、野宿者、障害者、宮齢者、 1●所得者`

女性、子どもが皆不安に陥れられているのだ，特

に野●者は、冬に1可人もの方々が野外で亡くなり、
そして仮設住宅では高齢者が次々と孤独死してい

る，地域型の仮設住宅は臆寄者侵先と含いながら、

その作りで9まとでも生活出来ないという。安住の

地がない不安は、独り●らしの野宿者や仮設住宅

生活者をアルコ→叶如竿にさせている口

2 追い立てと排除・差別
支える会が 19 9 5年11月末に発足して 19 

避難序転消の不安は常につきまとっている、行政

の●●針回(9、 「今の社会についていけない者は、

問答熙用で切り捨てる、党●しろj と言っている

ようだ。

昨年9月末に来神した居住の権利を専門にして

いる●際的なNGo`9ヽ ビタット曹インターナシ

ョナ9レ・コアリションの諌登団メンバーは、覇査

報告の中で（このまま、●住に関する人楳侵菩が

続けば、神戸は（家なき人々）の都と1ヒしてしま

うであろう）と警告している。既に仮●住宅から

さまざまな理由で街に出て、路上の暮らしに近い

生活をしている人々も増え始めているc

●逗では 99 93年3月10日（こ「強91立ち退き

に関する決譲）を行い、日本政府を合む53ヶ国

の代表が満●一致で採択していもこれは土地の

●楼9)占●や仮テント居住者、路上生活者にも等

しく適用される●期的な決議である，その文章の

中の一部を抜粋したい＂ （全ての女、男、及び子

どもが、平和と尊●の内に生活出来る安全な場へ

の権利を持つことを耳び明言し） 「強割立ち退告

なる行為は人や家族や●団を無理矢理に家庭やコ

ミュニティーから湮れ去ることによって、ホーム

レス状店を●化させ、住宅と生活条件を劣患にす

るものであると認譴し） 「湛91立ち退きとホーム

レス問題(9、社会的な対立と不平等を尖餃化し、

社会の中で最も貧しく｀社会的経済的環境的政治

的に最も不遇で弱い立場にある人々に対して一様

に影愕するものであることを懸念し」とある。今

同の阪神・淡路大震災で被災し、 （家がない）こ

とで差別された人々、 （家を失った）ことで差別

されている人々が、適当な住居が得られないとす

れば、元いた街に戻ることができないとすれ(9、

自分で決めた所に住む自由がないとすれば、これ

は被災地全体がこの決謙（こ反することになる。「強

制立ち追きを防ぐ究極の浪的斎仔は政府にある）

ことを再硲認し、これは地方の問阻で（まなく、全

国的な課●であることをより強く訴えたいじ

（前a圭子）

9 6年4月末に第 1期の活動を終えるまでの短い
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期間にも、幾つかの追い立てがありました．

① 最初の出来事
結成直後の12月48、兵庫県被災者連絡会か

ら、湊町公園に避難している人のテントに織去を

求める張り紙があった、という知らせがありまし

た．張り紙の文面は「この物件の所有者は、,2 

月99日までにこの物件を公園から撤去してくだ

さいなお撤去されない場合は、神戸市において

搬去し、処分しますのでご承知置きください．住

居が全半壌等でお困りの方は民生局一時使用住宅

係へご相談下さい。 Jと言うものでした。被災者

連絡会が抗濃すると、 「これは9禎災者』に対す
るものではなく、毎年末恒例の『住所不定者』に

対するものだ． Jと答えたとの事．当時の状況（神

戸市は92月20日で選＂所を解消するという非

現実的な方針を打ち出していた）からも｀文面（住

居が全半壊云々）からみても、週闊者を対象にし

ていたのは明らかですが、強く抗籟されて言い遠

れしたのでしょう・。そこには「住所不定者」なら

追い立てても構わない、という意鵡があります．

‘支える会は,2月,5日に「航繕及び再覺訪止

の申し入れ」 （資料： •81~82 頁参lffl）を市長宛l：：
提出しました。 1月になって、交渉を行い、 ・『一

方的な搬去勧告をしない。野宿者の生存権を尊重

し、羞別をなくし、追い出しや檄去をしない．ゃ

むを得ず移動を求める場合、事前に（少なくとも

一ヶ月前に）文書で、移動を求める理•Ell、考えら

れる移動先、移動期日、週絡先その他を明示し、

きめ繹かく相談にのるように」求めました。交渉

は縫績中ですが、従来よりは前進しかけています。

支える会の前史として、震災複の神戸における

幾つかの事例（主として中山手救援本部の夜回り

8回り班が闘わった）を紹介してみます． 9m. 
,.救援活動から見えてきたもの』でも触れてい

るように、震災前から野宿していた人たちは、行

政からも、他の避鑓者からも差別されました。各

避麺所で以前から野宿していた人だと分かると、

追い出されたり、炊き出しの折に 「おっちゃん、

こんなとこ来るとこと違うで」と拒否されたり、

ポランティアが「ルンペンはうちにはおりまへんJ

と自慢したりするような空気がありました．1月

下旬に生田川沿いの追麓所の外でKさんが栄養失

調で亡くなりました。震災時に怪我をされ、非常

に衰弱されていましたが、避譴所の中の食ぺ物も

医療もポランティアの支援活動もKさんには撫縁

でした．中山手救援本部の夜回りが出会って、次

I1 2月4日付湊JIJ公園での搬去勧告ビラ

＇ 姦立i.」2 豆

この細四）所有者は、1 2月198までに

こ呪蜻臼公園から撤去してくださし、

なお、蠍去されない場合は、神戸市において

撤し、処分しますのでご承知おき下さいc

r 櫨•が拿如•”‘-Oや9こ.....v-.,,万,,._
良傘鵬一吟攣綱“......

（零雪..2ー・ 0 ●.,ヘ -：臼皐 卜さし、』---,ム1̀11199.nn,
(O  G Otー・・ 3 • I ”̂-8,..........a-
(C St  t —. t'ti  

平成7年12月4日

神戸市長

の日に病院に行こうと約束したその日のことでし

た．

5月の初めに神戸市は、 r遥譴所鵡査」を行い
ました．市長の松的選謹所を7月末に解消した

いJと言う発言に沿った調査でした。その調査の

マニュアルに付けられた「調査の心得J （取扱注

意としている、外郎に知られてはまずいと息った

のか？）の中に「不遍格者には出ていってもらう

ように指導する。 （ホームレス、櫂災証明のない
~ ~ ~ ~ ~. 

人）」と言う項目がありました（ は筆者） ．

私たちは残念ながら退麒所調査を追跡する力がな

かったので、この躙査によってどれくらい「不遍

格看」が「出て行かされたか」確認できていませ

ん。しかし、野宿している人から、以前はどこそ

この選鰻所にいたがおりづらくて出た、嫌味を言

われて出た、と聞くことはよくありました．

7月10日、市長の言う避謹所解消期限 (7月

末）まで20日程になった頃、 ry小学校避難所
で橿災証明のない人が三人明朝追出され、更生セ

ンターに行かされる」と聞き、 118の早朝、事

情を聞きに駆けつけました。 「おれるものならこ

こにいたいJと言う意息を讀認して、災害対策本

鶉と話し合いをもち、 「行く先等についてT寧I：：
相談に応じる。本人の意患を尊重する。兵糧攻め
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にしない」事を確認しました。しかし、

その結果を本人たちに伝えに行くと、

既に更生センターに行くように説得

された後でした。

直接讀認出来たのはこの 1件だけ

ですが、この時期に多くの選難所で同

樺の事があったと思われます。他の選

鰭者には食事が配られているのに、

「罹災証明がない」人には食事をスト

ップして出て行く事を強婁し、私たち

が抗謙すると〈自立をお願いしただけ

です〉と言える行政の体質には恐ろし

いものを感じます。

そしてこの頃から私たちは、人間は

どこかにいなければならない。ここを

動くには行く先が必妻だ。行く先がな

い人に出て行けということは許せな

い。それは、今野宿している人だけの

問題ではないと、気付き始めました。

最初に選麺所を追い出されたのは、震

災前からの「家のない人」だが、 7月

末には遵輩所にいる人が、やがては仮

設住宅にいる人が、出て行けと言われ

る．野宿している人に降り紐かった事

は、多くの遍議看に起こる事の前触れ

だろう、と考えるようになりました。

8月208に、その事が証明されま

した。数千名の人がまだ遍麺所にいる

セ吋民生局に狂塁n所面該0&A(1⑲5年 4月） Il 
木 leiと訂されろ刀へ“誼0)ぶにり 匹 '.I:!.)

I.虞鵞D圏

4/25吋濃紀酎涙”とおり辺”玲罰簾C丑として、a諏疇叫荘豆蘊
贄知るたな偏々d」滞の一にして外い凍凶・灼m比賢する
OJI賊4/26的匹m
鳳こは、

( I I 辺露昏頃屯~ (-rol/l冨享日宅1こ鳩れる力こ1埠っで1に1こく）

G)今釦べ異aG虞和こいる方で、今i&.・仮配いくつヽのか）
(31魁＂哨〇磯濃（“郎）鵬賓麟・僅覇 9”'にする）

Ul不砥看I<!地で・っていらうよう1峯鼻する（ホームレス、り刃i帳りな1凶

15)い?.;r,J};j直斥い（力そ匹匹＆II碁即、蔚餃` い知りた1事項）

..？月克呪躙印匹1こどういう心匹りそうかのえての出f磁

;.厖＊的力9t

(II悶られた噸出勺で妍裏よく匹していく (I也9当たり 10夕））

(21 2~5人磯で可m行っで9<

〇班の代うまく富11:1!111する． ば内編りこIよりそう1か諜戴ほ当省9こ匹る）

(3)面棟販、言鵞づかいに試の注雹を払う

〇訂：置しく北躙トヽ しえす 履‘：ありがとうござい重した

(4)ある虚トラプlゆ守立されるが．穀とした威で製む

..ト 9プJなUりそう f“91ム 1人で'“•四如する

151 符に、刃を紗＇でる人囀に11•ドAi£鸞する

961 マ｀間書＾9ぷ細は、鱈しいが r濯輝所は歓されて伯に暴をよU•る戴"’“‘9/Iこ

一崎的・”"mWにいていただ＜所だから、ここにおられて1嘩＆Jと町言する．
＂iトラブ／り究8た碕It.悶嚢をeりあげ、渇0が函四逗する

〇冷迅絡汲）

にも関わらず、神戸市長は災害救助法を打切り、

食料供給を中止じ、選饂所を解消したのです。神

戸市はこの時から、学校や公園筆を rIB選麺所J

と呼び、そこで生活している人を（避謂所でない）

学校や公園を不法に占拠しているかのように見倣

し始めました。仮設住宅は足りているから、居残

っているのは我儘だ、好きで公園生活をしている、

と言う非難が浴びせられました。 8月158の最

後の交渉の時にある「おばちゃん」は、自分の月

収は 12万円で交通費は出ないから、チャリ（自

転車）で通える仮設やないと移られへん、と訴え

ていました。ある「おばあちゃんJは、 「このあ

いだ仮設に入った友だちは、一ヶ月目に市の人か

ら 『いつ仮設から出ますか』と言われた．仮設に

は行きたくない」と言っていました．

去されました。村山首相や皇太子が3月58の慰

霊祭に来神する折りのヘリポートが近いためでし

た。この時は本人が強く抗謹し、劉罪させ、幾ら

かの弁済をさせることができました．

また、この物件は道路交通法 ・道路法に違反し

ているから、公園の管理に支陣があるから、 X月

X日までに撤去しなさい。しなければ神戸市が処

分します、と一方的に通告する、撤去の強制も後

を絶ちません．

11月88朝には、 JR三宮駅爾の饉揖下に置

いてあった3名の人の生活用品（毛布、衣類、皮

靴等）が、神戸市のトラックによってゴミとして

持ち去られました。訴えを受けて中山手救憬本部

は、 r生活用品の不当な撤去に関する申し入れJ
をし、撒去された当事者と共に神戸市土木局の祖

当者に事実確認を求めました．市側は、その8そ

の時刻にその場所でゴミの収集はしたが、生活用

品は持って行かなかった、トラックの色が違う｀

生活用品等が本人に無断で一方的に虜棄された

事例は沢山あります。

3月にはメリケンバークで、 Fさんの荷物が撮
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腕章はしていなかった、思い違いでしょう、など

と言って取り合いませんでした。持って行かなか

ったと言える根飢をただすと、職員に聞いたが謹

も「やったJと言わなかったと言うのです。身内

で調ぺて、身内で確認して、相手を否定出来ると

いうのはすごいことです (HIVに関する厚生省

や、オウム報道でのTBSの鵡査と問じです）．

この問題は未解決です．

元町でアルミ缶やダンポールを回収して生計を

立てていたAさんは、口頭で「立ち退け」と言わ

れたのに対してにこを纏れては収入を得られな

くなる．それを襦償出来るのか」と抗織したので

すが、警察に r違法だから撤去せよ」と言う彊り
紙を張られてから急激に元気を撫くし、入院しま

した。そして持病が悪化して、 ニヶ月後に亡くな

りました．病気に関しては素人が言えないlliもあ
りますが、 「警察に言われたら仕方がない、動く

しかない」と移動を受け入れ、ガックリ気窪ちし

② 3月末避難所解消・仮設斡旋終了
1996年2月29日、 神戸市は3月末で市内

の全ての待機所や (IB)選菫所を解清し、仮設住

宅の鯰旋を終了するという方針を覺表しました．

遷鯖所解消とは学校などの待機所で生活している

人や、公園にテントやコンテナハウスを鶏てて暮

らしている人を全て追い出し、学校や公園を空つ

ぽにすると言うことです。出来る訳のない方針で

すが、 このような発表の度に、公園などに住んで

いる人はJll辺の住民から「不法な占拠看Jと見倣
され、宥形無形の圧迫を受けることになります。

仮設住宅の斡旋終了もひどい話です。まだまだ必

婁としている人がいます．県外に避難した人、親

ていた様子にはたまらないものがありまし

た。（これには、追い立てだけでなく、なぜ

もっと早く治療できなかったのかという、医

療に関する問題も含まれます。）

あるガード下で暮らしていたBさんの場

合は、行政のご都合主纏にあっけにとられま

した．震災で学校が壌れたのを機に絨庚合が

行われ、通学路がそのガード下を通る事にな

ったというのが追立ての理由でした。6さん

は震災前年の8月頃までは市内のX区でア

バート生活をしていましたが、秋以降は大阪

で暮らしていたそうです。Y区役所の担当者

は、 X区に住民票があると聞くと、 「櫂災証明を

取って仮設住宅の申蹟をしたらいい．義援金も貰

える」と、勧めるのです。黙っていれば、震災時

に神戸lこいなかったことは分からない、自分で言

うのだからこちらは知らないよ、と本人の貴任で

x区役所を蝙せと言わんばかりでした。一方には、
住民累がないために住んでいたことを証明出来な

くて、野宿を強いられている人が少なくないだけ

に、役所の態度は納得出来ないものでした。

その地、仮設住宅を建てるため、震災で閉鎮し

ていた公共施設を再開するため、崩れた公園の改

修のため、様々な復興・改修を名目にした追い立

てが繰り返されました。仮設の蘊設も、図書館の

葛開も、公園の工事も、必妻でしょう。しかし問

題なのは、行く先がないままにそこで生活してい

る人を追い立てると言うやり方です。その人に遍

した選択肢がなければ、追われた人は別の公園な

どどこかに身を置くしかないのです。

戚や知人を頼って選戴した人等、これから神戸I：：

戻りたい人に道を閉ざすことになります。また`

震災時に神戸で野禰していた人が「被災者Jとし

て遇されないままに仮設鯰旋が終了すれば、仮設

に入るチャンスは永遠に無くなってしまいます．

「神戸の冬を支える会」は3月に市長に対して申

し入れをし（資料参熊）、交渉を持ちました。神

戸市では、既1：：野喜生活を強いられている人だけ

でなく、多くの人が今野宿に追いやられようと し

ています．そうならないように、協力しあうこと

も支える会の課題なのです．

（野々村讀）
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IV. 支える会としての活動

1. 『冬の家』
① 『冬の家』が建つまで
1995年11月148、中央区のベンチに座

ったままSさんが凍死した。

同年12月6日、神戸市役所前花時計の茂みの

中で、 Yさんが死亡。蕨因は衰弱死だった。

rホームレスJという呼び方で、あらゆる差別
的扱いを受けて来た路上生活者の死者は、震災後

わかっているだけでも7名になる。もし 1枚の毛

布があったなら、もし少しでも暖かい食事があっ

たなら、もし彼らの様子に気づき声をかける人が

一人でもいたなら、もし極限状態に陥る前に彼ら

を救いあげる福祉行政があったなら・...

もうこれ以上、路上での死者を出したくな

い！ ！。神戸の冬をなんとかしたい！ ！。

そんな息いから、 1995年11月19日に『神

戸の冬を支える会』が発足した。事務局が中心と

なって越年活動に向けての準鑽を阜速始め、 1 9 

95年12月10日の遍営委員会で次のような越

年活動の骨子が提案．承認された．

「12月208から炊き出しと宿泊できるテ

ントを張り、何が問題なのかを話し合い、仕

事、生活（保護）、健康などの相談をし、神

・戸市に対して突き付けよう。また．更生セン

ターの越年対策の問題も改善させよう。」

① 1995年12月20~1 2月278は

相絞中心で、軽食（湯と即需めん）を用意．

炊き出しは朝 10時と午浚5時の2回．

② 199 5年12月288~1996年 1

月7日は炊き出しに重点を置き、前関に出

た問題を集約して解決に努める。テントは

相談用炊き出し用、宿泊用を蘊てる。同

時に、専従3名の体制、会計予算、事務所

と電9舌の用意、そして必妻な物資の肇保な
ど、とにかく定りだす。

：
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※この瞭点では、釜ヶ崎キリスト教協友奎からの

アドパイスと支桜の甲し出 {JO0万円］が、

圭の活動を走り出させる大きなきっかけになっ

たように忍う．玄た中山手救綬本那から専紀に

なった吉腐氏、野々村氏、森安氏の3名の存在

なしに、 「冬の家1は実現しなかった．

② 1 2月 19日夜、いよいよテントを建てる
土木局公園管珊諫I：：公園の伎用許可を求めたが ら提供を受ける．

受け入れられず。また当初予定していた東遊園地 最小限の物資を運び入れ、その夜3人が泊まり

の北部分は工事用の柵が張り巡らされ、予定の変 込み．翌日朝一蓄に公園管瑶牒に行って公園の許

更を余儀なくされる。検討の結果、 12月 19日 可を申請し、民生局などに活動の鰹旨を示す予定

夜に東遍圏地の冑東の角地にテントを張る。市役 を立てる。

所の寓いビルがすぐ北に見える良い湯所。向こう ところが翌12月20日朝9時過ぎ、土木局公

からもさぞ良く見えることだろう。テントは、「釜 園管環課の4名が、 「これは何だJとすごい剣●

ヶ崎高齢日雇い労働者の仕事と生活を勝ち取る で怒鴫り込んでくる．こちらは、 「なぜテン トが

会」のテントと、 r阪神陣害者解放センターJか 必妻なのか」 「花時計の側で亡くなった2名の方
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③第1朗： 12月20日～27日

の事」「先日来の強討撤去に関する抗繕について」

r更生センターの現状J 「震災後の神戸で野宿者
が受けた差別J 『特に行政が行った避麓所からの

追い出し」の事などを話し、再度交渉の紺果、 (j)

終わる日を約束する、②湯所は公園鰈が憎定する、

という2つの条件が付けられ、 12月21日に回

答することにする．

その間、並行してアルジェリアテントの設営、

お湯の準儀などが行われる．

1 2月208『冬の家』 初めての夜．宿泊者は

スタッフを含めて8名。

※当初のテント改営予定地が擢でfl/Jわれていた朗

には失望したが、店果的にはオーライ。水迄の

蛇口がテン”のすぐ横にあり．配水の面でも便

刹だった事。 トイレが比較的近かった事。テン

卜拡張計函に対応出来る充分な広さがあった事。

駐箪スペースを取れた亭など。これこそ天の意

み。天の声{!). 

, 2月21 8の朝からは、前日の夜に行われた 1 2月258の朝は気温が氷点下になり、うっ

中山手救援本鄭の夜回りでのPRが効いたのか、 すらと●が。その娩の家族会議で「泊まる人が増

炊き出しに30名が集まる．朝はカッブめんとお えて来たがどうするか」を話し合った。 「詰めあ

にぎり。しかしそれだけでは充分と言えず、結局 って寝るか•• •それでは更生揖護相談所と一緒だ」

夜は余ったおにぎりを利用して鑢炊にする．やは 「新しい人は断るか・・・人間としてそれはできな

リカップめんだけでは慶はもたないのだ。 い」。緒果として、テントを増設する事に決めた．

女性が訪ねて来て、急きょ物資とスタッフ用に 1 2月268には第2アルジェリアテントを設

作ったテントを女性用テントにする．夜のミーテ 営（宿泊者34名）。またこの日、民生局保謹鰈

ィングには『冬の家家族会饉』という名が付けら を訪問．神戸市の越年対策について賞す．係長の

れ、泊まる人もスタッフも一緒に、どのように寝 中藤氏、女性の受け入れ場所を用意、他について

床を作るかという事から始まリ、消灯時間、起床 は12月288までに詞整することを約束．

時間、お涵などについて、いろいると1舌し合う． 1 2月278、中藤氏来訪．神戸市の越年対策

決まり事は固定化せず、その都度不謬合があれば の改善点を籍告．

変えて行くように｀とにかく皆で話し ゃ；咄．．．．ゞぷー ・
五ーニし』

合って決めて行く方針を確認する．以

検毎日午後8時より行うことに。

公園讐瑳繹は、民生局の椎薦があれ

ば「伎用を許可しても良い」と言って

来たが、こちらは民生島の下請けをす

るつもりは毛頭ないとクギを爛し、綿

論としては「使用不許可」ながら、期

限までは土木局も撤去は憧制しないこ

とになった。

宿泊者がどんどんと増え、 12月2

2日には第1テントを拡大廷長（宿泊

者20名）．
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※民生局との交沙において．艇点を,.,てたことが

(ifよりも大きかった。しかも市役所のすぐ隣で

ある。 こちらの要戎を放巖できなt ,• これ玄で

のらりくらりと要求なり抗議をかわしてきた民

生房が．肉うからやって来たのだ~ ら。いや、

それ以上に大きかったのが．路上生活をしてい

る当事者たらの声を集められた事だ。閤じ「し

んどさJを味わっている者が、 一人だけでなく

二人三人と寄ってその宮を全面に出せたのが大

きかった。炊き出しにIJl1しては、当初の針繭は

大蝠に変更を糸儀なくされた。 1月2貧だけに．

遍当な軽倉だけでは無硯「これではもたん！J.

それが「おっちゃんJたらの声だっと

※各嬉からたくさんの支援が寄せられた事に大き

な感JIJを覚えた。遠くから駆itつけて来て下さ
った方、野菜を始めさ主ざ玄な倉併を送って下

さった方々、テントを姿るために「らびくろ叡

援ぐるうぶ」ポランティアの若者たちがよく●

いてくれたし、舵災者連絡全からは石滴ストー

プが寄せられた。炊き出しのためのおにぎりを

④第2期： 1 2月28日～1月7日
宿泊者はますます増え、 12月298には40

人を突磁。神戸市の更生センターも 12月308

から 1月7日まで、通常の越年対策日数を倍にし

碑 1J、加薦|
言た一人．件層恢亮ん宮II
U"278.ばみ瀑I;:;q人も入れ3という
状況1項松されか、配生を出た K•流ん
(Sqオ）は．28B天の製に＊甜はした．
しかし．刀呼翻．テット内改；tされました．
k・Mさんがこ・んな人虹を送．t謬れ砂
力‘.—口わかりませんか‘: :.〇冬．ン如辻
茫言を出したくないt扉て釦たな遭，
で仲曜を失．たことに．みんな．ヲョックで

豹けてい生す．匂分のために．そして．伸隠の

にnに．和：：をすI¥`でか．阜令llゴ以るとさ
だと罠い9す．コぶして攘•l)l,，，たまま．亡
ぐあた K・Mさん1J懸念な思いさ．急れ

ないU)Iこも！（ K～”岱喧，

が日作って届ItてFさった方々。妥た、鋼型の ・
ために出かけて来て下さった方々。書き出せば

きりがないが、多くの方々の力が合わさってlif
釆たr冬の家Jだった。
※宿泊者自男の力でテントは動いた．テントを壻

設したク．床にバレットを敷いたりした峠のfぉ

っちゃんJたちの巖は生き生きとしていた． 「自

分たちの手で．自分たちの家を健てるんだ」と

言う熱気があった．皆が各々に「棟認／になり．

誌がこんがらがった事もあったけれど・・・・ 「自

分だけが貧べるわけにはいかないから、皆のた

めに」と、コンピニエンスストアーからもらっ

て来た翔餓切れの貧料を．せっせせっせと迅＇ん

でくれる人もいた．町行く人に「冬の家Jの存

在と意咲の理解を戎めて、宿泊者月クがピラを

配クに出かけた。ところがそのB、袴戸の冬を

支える委事務局の留守番竃結に I贄乏人は言を

くくれ！Jと言う匿名のメッセージが入ってい

た．怒クというよりも、悲しみが心を覆った．

て定員も増やしたものの、 『冬の家』にも毎日4

0人台畿半から多い笥で60名の富泊者。夜の炊

き出しには少なくて60名、多い時には80名を

越えた。神戸市が考えているよりも、はるかに路

上生活者の数は多いのだ。

そんな中で12月29日朝、非常にショッキン

、グな出来事が起こった。 Kさんが、布団に入った

まま亡くなっていたのだ。 Kさんは前日の12月

28日に、 「更生援諷相談所ではゆっくり寝られ

ない」と言ってテントにやって来たのだった。そ

の娩の家簾会議では、 「足の不自由な自分にはト

イレが遠いので、何とか簡易トイレなどの工夫が

出来ないか」と積極的に発言していたKさんだっ

たのに。布団の中で、こぷしを堅く握り締めたま

ま亡くなったKさん。布団の横に置いてあった、

持ち主を失った杖が悲しかった。

「これ以上、路上での死者を出さないためにJ

との願いを持って建てたテントで死者が出た事は、

何ともやり切れない事だった。神戸市は精一杯や

っていると言うが、「あそこではとても寝れない」

とKさんは更生援護相談所を出た．貧しい行政の

対応が生み出した「一人の死」なのである。

1 2月31日、銭湯（風呂券）。夜は、年超そ

ば．
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1996年1月2日、 『団結耕つき』．

1月3日には、9冬の家』撒収後の身の振り方
について、 1111き取り開始．

1月4日、釜ヶ崎との交流『運帯銭つき』．

同日、民生島に年始の挨拶。野宿者の声を聞く

場を持てと妻求．

1月5日、宿泊していた女性2名が中央区の婦

人相該員を通して、婦人相該センターヘ．

同日中羅氏が来訪し、テントの前で1月8日以

降の市の対策を設明．参加看約80名。その後、

市役所にて「民生鳥 ・土木局・広馳鰈」 と交渉の

場を持つも決裂。約30名参加。 (63~69買参照）

『テントにいる人々の命の安全が保譴されるよ

うに誡意ある改善が見られない限り、テントはた

ためない」と言うこちら働の声に対し、 「やれる

だけの事はやっているJと繰り返し、これまでの

施策の不充分さを決して認めようとしない民生局．

r期限の約東は約東．動かせない」と硬直した態
度の土木局。人の言繋が人に逼じない悲しさを覚

える．

※子怒を超える宿泊者，一時は， 更生センクーの

宿泊者数ム•逆転した亭もゞ更生センターから有
名な fぷどjパンJが屈いた玲には．ひ・っくり

したと言クか．笑ってしま9た。逆に、ある「お

. .,ちゃんJが山ヽ）ようなケーキを古稟で袴って

来た酵にば倖で食べきれず、更生センクーに差

し入れに行った事もあったぐ

※ある瞭などは．瀞っ払ってコンピニエンススト

アーの府で座り込んでいた人が、パトカーに乗

せられてfここなら受け入れてくれるとfJIJいて、

ゃ9 て来去した」と来たり、 「市役所の守衛室

から紹介されて来たJと言う人もいて、苦笑八

何だかんだと言われながら、 警察公認．

市投所公認のゲントにな，:,てし史ッてい

たと：．t・・・`

※年末年始／こかitてば．釜べ綺からd)応援
が心炒か‘Jた．交流餅¢入さ大全を俗で妥

しんたこヽ）研も．（和を符、以妍含を思

い出す(/)か． （おッちr・ん］たら(/)厳；1’
紹いていた，安た．年居しゾパ（元気村

提供）やコーI：ーサーピスヽ）愛し入れ（ペ

んぎんベリ餌焙肱） t．ダ体がiJl.t“Jた．．
寿から来てくれた芝崎さんやぽひ‘くろ

救接ぐるぅぷJ）ヽf足湯jで、野）気舟
ちもすっかリリラック入毎H列が出央る：且•9

の人気だった'，

※この頃から家族会舷でヽ）屈し合いで． r井戸端
会録方式Jを用いて当洪者である一人一人の声

が引さ出され．集められるようにな9.jた(/.)t1大

さな力となった，，小さなグルーな分かれ．一

人(/.)‘蛍見も漏らすことなく祇に苔さ出L.模沿

紙／ふ姑り付けていった．f神戸布にぎいたい襄J

f更生援蹟担絞所の“'なところ1など．舒の意

兌が妥とめられ．侑ガ沸9紺なのか．河力ば‘.:i．災
われば良い".,かなど．兵が99な要求が明鉗にな

った〇 皮た． 恩き放りがどれだけ行動ヽ湛和•

なるか．その大切さを感じた．．それらり）声をも

とに． Jガ58に第1回の対市交渉が行われた．．

南塚かり源
今年こそはなんamAaぃ．

．~ ー＿ ＿ ―- ● ― ー ― -～—-
叩 31B..lti:r.1ターか5バツか渇いた
巨人以上人d(9という霞生センターには

紐五臼知レカ‘人，て力う方喰料•か
”`7l)ていうという． テツトのズ曾

に〇けな•ぅォ
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⑤ 『冬の家』みんなの声

1月38~4日に行った『冬の家』宿

泊者36名からの聞き取りについては以

下の通り。（資料； 88貫以降参照）

6割近い人違が、寒い冬の間の寝場所

に r不安や心配Jを抱いているにも拘わ
らず、多くの人たちが更生援護相談所に

は「行かない』と言う．主な珊由として

は、「狭い所に撫理やり寝かされるJ「通

路に寝かされる」 「虫がいるJ 「不潔J

「食ぺ物が悪すぎる」 「職員の対応に差

別的なところがあるJ 「古株がいばつて

いる」など、多くの理由が述ぺられた。

また路上に戻った場合の食生活の心配について

は、次のような芦があった。

「大変心配だ。仕事がない。収入がない。食料

を自分で貫えない．o-ソンなどの期限切れ食品
を夜中や早朝に探すが、ある時とない時がある．

店員によって出してくれない所もあるし、タパコ

を混ぜたり、カギをかけたりして、持って行かせ

ないようにする所もある。少しでも金があれば3

0円でも50円でも持つてバン屋に行き、パンの

耳を貫う。飲み屋の清めの塩をもらって、塩水に

して飲んだこともある．」

「行政へ言いたい事Jとしては、 「民生局の中

藤さんに一度『更生に泊まってみろ』と言いたい」、

「わたしらの意見を汲み上げてくれる所がない」、

r結果が先にもう出てしまっているJと言う瘍烈

⑥ 対市交渉
1月58 寛1回の交渉が、午前に『冬の家』の前

で行われた。民生鳥の中藤、大江、隕部

の3氏に対し、 9冬の家』関係者は70
名。皆の聴き取り調査や、更に家該会謹

9 - . r . ..·~ 
な意見が寄せられたし、 「警察について」は次の

ような非常に差9l的な出来事が範告された。

r警察に対して、恨み、つらみがある。以前若
い者からどつかれた時、通りがかった警察に助け

を求めると、どついた方は5分位で放免されたの

に、どつかれた自分の方は1時間位拉致され、ま

るで前科者のように取り翼ぺられた。 『市民の警

察だ。あんたは市民税払つているのか！ 』と、ま

るでゴミのように扱われた．J

路上生活者に対し、睛として「あの人たちは、

好きで路上にいるのだろう」ということが言われ

るが、一人一人の声を1111いて行く限リ決してそう

ではない。「働きたくて｀うずうずしている」「日

雇いでも良いから、仕事が欲しい。安心出来る施

設を作って欲しい」という患いを持つているのだ

という事が、今回の聞き取りでも胴箪になった。

で出た声を模造紙に大きく貼り出して、

3氏を迎える。市としては「施設も用意

しているし、 食事なども精一杯のことを

している」と繰り返すばかり。こち

ら艶は「これまで、路上での死者を出し

て来た行政の貧しい対応を反省せよ」と

迫ったが、それについては一切の返事が

なかった。

霊2回目は同日午後。今度は 『冬の家』よ

リ30名が市役所に赴いて行った。市側

は、民生局、土木局公園縁地諜、市民公

園諫、広聴鰈が出席．市劃の基本的な姿

勢に「路上生活者の声を聞いて行こうJ

というものが見られず、土木局に至って

は「テント撤収の1月8日の悶限は守つ

てくれ」 r公園の工事をしなければなら
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ない」と、オウム返しに話すばかり。 「路上生活者

が少しでも安心して遍ごせるような対応がなけれ

ば、冬の家はたためない！ 」と6時間余りに及んだ

交渉は決裂した。 (63~69頁参限）

※行政~との交渉が決裂した夜布働の姿募に大きな

失望を拍いた一方で． 「みんなで声を出せたJと

いう満足感と言うか． 「ここ/北/IIJがいる」とい

う心強さを感じた．その続の家族会議では。 「8

日以停テントをどうするかJについてもう一度共

戸嬬会Ill方式で店し合おうと霙案があり、翌6B

の家該妾編で店し合う．その店果．の市に対して

こちらから fこれが改讐されないなら．テントは

たためなりと言う具体的に絞り込んだ憂代を出

す事。②一方で炊き出しの当番など、テントの運

常をぷランティアに鑽らず．宿泊者月夕で摺って

行こうという姿勢が績紹された．

1月8日 約東の鋼霞は切れた。先手を打って蔓求

書を市に撮出。テントの仲間の半分は市

役所へ璽求書を出しに行き、他の者はテ

ントを守りながら、道行く人にピラを配

った。夕方、中藤係長より非公式に中1111

回答あり。 1月108か128に、中藤

係長がテントに来て、喜度回答するとの

こと．

9月9日 スタッつ会議で、中間回答をどのように

受け止めるか、話し合う。更に家族会II
で．吉閾氏を中藤氏に見立てて模擬討檎

をする．

1月10日 9峙に、民生局 ：中藤、^大江、服節、

広馳鰈：鳥形の4氏がテントヘ。まず、

こちらの驀求を饒み上げ、中藤氏が回答．

それを受けて小グルーブに分かれて、回

答への貫間、意見を出し合い、発表．そ

れに中藤氏が答えるという形で遣めた。

（資料： 94頁参照）

同日夜、家族会議で回答を受け入れるか

協議。更なる憂求を提出することに。

それについては、翌日電話で確認する．

心、い
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⑦ 撤収まで： 1月8日～ 15日
この間の行政交渉については、上記を参照．

特記事項としては、運日の家族会議で熱心な討罐

が重ねられた事。・「おっちゃん」たち一人一人の

言葉が形となり、それを共賓出来たのが何よりの

収穫だった。また、炊事や掃餘などのテント運嘗 ・

を福泊者が自主的に祖い合う形が生まれ、特に1

月88以降の炊事はリーダー格として頑張ってく

れた人たちがいたことも特筆したい。

r冬の家で出来た事」を詣し合った1月1o B 
の家族会議では「仲間のために鵬うためにテント

を自分たちでやって来たJ 「蓄で集まって声をあ

げることで、神戸市の越年対繁を改善させ、施設
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の改善を進めることが出来たJと言う声が出され、

「テントは一且区切りをつけるが、行政の改善が

不充分だったら算2弾、 第3弾をやって行こう．

これからが始まりだ。一糟にやって行こう！」と

いうことを譴認した。

その一方で、不充分ながらも神戸市側から施設

改善が提示されたのを受け、 1月11日には篇殷

見学を希望する看が出かけ、即B散名が入所 ［兵

慮荘 •更生センター） ．
1月12日、 r回答を受けて」を罠生局に雇It
る。 （資料 ；85頁参顆）

1月13日より、順次テントの徽収作婁。 1月

1 58完了．

※・来ることならr冬の家lを続けて欲しいとい
ク当事者の声を受けながら、真体的な改欝点を

引さ出すぺく神戸市と交渉を慮ねた。判断のIll
しい屈面だったが、紺果的には最薔ではなかっ

たかと思う。泊まり込みのスクッフの疲れもピ

ークに達していた。 たの家撤収はぷランテ

ィアの膀手ではないか、との声もあった。厳し

い摺嫡であった．しかしその指摘を受けながら

運賞委員会で検討を亙ねる中で．次のr神戸の
冬を支える会」の活動が生まれていったのな

※専征を始め．村田氏のなどの働きなしに．今庖

の 『冬の反lは紐れなり
しかし仰よりも吹撹だったのは、当事者の「お

っちゃんJたちの主体的な活勁が生去れたこと

ではないだろう力t寄ク合い所帯の継しさも是
られたが．今後の可緒性としてg主運営テント
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も決して夢ではないこ↓へを教えてくれぶ

※r冬の家lを撒I/Jlした途嬉／こ．JI(近呵地はエ裏
用のフェンスで1lDまれてし虔った．， そのために．
たの家』の隣でテントを張っていた穿術者II

さんやIくさんが追い出されてし、安った．．

⑧ 『冬の家』のその後••r家族親綾会』から
9冬の家』 最檎の家簾会議で「テントをた
たんだ後、一人一人が元気になるアイデアJ

を話し合った峙に、 「定期的に日を決めて、

中山手で皆で鯰したい」、 「鯛疇会など、奮

で近況を詳し合う場を作ろう」という意見が

出て、 1月208の家簾蠣鴫会を開いた．

各施設に入った人たちからの籍告では、ま

だまだ問題点も指槽された一方で、 「役所言

葉がなくなって、人間の言葉になったJ r職
員の対応は、ケツの穴がこそぱゆいほど賓わ

ったJ 「弱い雨の日でも、 1日中更生に居て

良くなった」「元気にやってます」などの声

が聞かれた．

そして、露月算3土曜日に f仲間の集い』を持
つことを決定．神戸市が約東をきちんと守ってい

るかどうか、各樟設の様子、追い出し／l負制撤去
などをしっかりと監視し、皆で運動を作って行こ
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うという事が確認された。

一方、運営委員会では、更に●さが厳しくなる

時期に向けての対応を協議これまでの夜回＇；（中

山平救援本部／カリタス神戸：に加えて、 2~3

月にはパブテストやYWCAが夜回りに取り組む

ことを決定

また炊き出しの必要性から、毎週水曝日の夕方

に中山手カトリック戦会で炊き出しを行い、それ

を待って夜回りすることや、バプテストなどでは

おにぎり、みそ汁を特って夜回りすることを決め

た。

最後に『冬の印反名会などで出された主な意

見を記す。

◊協力したというよりも、学ばせてもらった。家

族全滋で「おっちゃん」たち一人一人が声を出

して、対市交渉、峨●基盤の実績を作って来たn

組●を継焼させ、市の監視をして行くことが必

要。

◊民生烏の人達9屯当事者である「おっちゃん」

たちが声を出したことに何よりも鷲いたのでは

ないか，

◊スタート時点でぱ獲得目栂など決めていなかっ

たが→ 99宿者向志0ネ？’トワー9、我々とtネ

ットウーク雪路上生活者のことを一緒に考える

ネットワータが生まれt,.
0毎日足を向けた0は、スタッフの●意に引き寄

せられて。冬の家を通して、 ［おっちゃん；た

ちとの関係、コミュニケーションが●かになっ

た（声を掛け合うなど）峯が嬌しい。

◇震災後の神戸だったから出来たという側●があ

る。ポランティアがたくさんいた。被災者連絡

会などからの物●の提供も迅速だった。今後、

日常的な生活の中でその●きをどう根付かせて

行くかが諜●，

◊一部の人たちへの負担が大きかったのでは。後

方支援の●を広げて行くためにも、代報の共有、

アピールが必要2

◊ー峙に生活して、始めてその人の「別な面」が

見れたこ 「相談に乗ってくれる人」という立場

から． 「一緒に生活する仲間」としての立場に

少しはなったのでは冗 8日以降の自主管理の

テ9999、それまでと質的に違っていたものだ

ったn

〇更生援穫柑談所や更生センターに比べて水が漏

るテントで物理的には決して良くなかったのに~

●が●まって来たこと l9、そこに人閤的な関係

というか、何か良いものがあったのかなと思う。

◇いくら行政が施諒を作っても「入れてやふ•

倒を見てやる」という意撤のもとでは、自立し

て行きたい人がはじき出されふ市の下讀けで

はない、 「神戸の冬を支える会」の活動が必要。

今回に限っては「テンいこ替わるものを用意し

ろ」ということで前進して勝ち取ったが、今後

もこれて行くのか検討が必要。

◇準●期間が全く足りなかった。ポランティアが

どれだけ来るのか、とう受け入れる0かも．ほ

とんど手探りの状腹での毎日だったため、来た

ボランティアの中には戸惑った人もいたと思う。

0今後の冬に向けての取り組みで必要なのは寒

さに対する緊急●逍翫話し合われなくてはな

らない事がたくさんある。状況が違う一人一人

に台った拉設がない。●き取りで知った一人一

人の生き椋をどう受H止めて行くかc

◇行政は、交渉団体として（神戸の冬を支える会！

を認知していも今が要求して行くチャンス，

避難所●体など、 99宿させない取り●みが必要．

以上のような意見交●を通して、 「次の冬はテン

トを19らなくても良いように」、通年的な活動を
展開して行く寧、 cぉっちゃんjたちとの●わり
を深めて行く峯、課題を共有し、広く伝え、社会

に●きかけて行く事などを確認した，

（●末参照澄岩）

・で月 5日 第1回対市交渉記緑 (83~oa●)

・ 1月 8巳要求醤 (83臼頁）

・1月10日 第2回対市交渉記録 (6§~80頁）

・ 1 F 1 2日 「回●を受l寸て3 (a5頁）

・冬の家、みんなの声、行政交渉 (89~95頁）

憶 （『長くて短かった27日閏 ～神戸“冬の家”とりあえずの報告～）より）

月 日 曜 炊出L 炊出し 宿泊 ． 要
日 午前1D時 午後5時

11,, l g 火 3 迎苔委5会／問房・物資テント投営

2 0 水 9 0 9, 8 土＊局生生馬と話す／第ーテント投営／炊出し闇始

2 1 木 3 0 s 2 I 1 a ；公固監岨慄訪閥（公国使用不許可：／女性室設定／宗族会開始

-,<-



一旦上色： 
+i. 

3
 
2
 
"I日 >

， 
3 € 

匹
"I火

門
3 7 

. "I水

1-' 
"I木

s g 

4 g 

ss 
4 S 

e e 

←口」竺
3 0 l土

t
 

り
5 1 

5 2 

［ 
9 1 

e a 

冒二ご氏来肪3 e ll k砂更生から来る／中山手屈呂／コーヒーサーピ，ズ（へんぎんへり
窟＇夜 ハトカーが計った人を更生から●れて来と
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42 II壁点<C足忌」問始／サンデー毎日耽材
'"I舒つき／西●委9会

且旦玉：竺ミ．岳坊:.；：烏霊
公99謀と交渉ー決裂／運宮●呉全-

髯

[
9
 

火61
 

一

ド ロ
ド 門

1も l也
1 7 |ホ

納計 切日

平均

三 □ ：オ：
土木局がテント99地に仮囲い

Uぎん、 Kさん立ち退き

；□|3：： 
◇ 「株式会社」神戸市と対面して ◇ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

，，災浚．渋滞のな9涼都からの援助物資ざ中凶 が中山手に涵巻いたぐ私が荘協友全通侶32 釜

手教委に 7詩閤かけて運んだのガ虞芸りで．神戸 ヶ埼9994年度起冬図に載ぜた「震災と99宿労

の 9衷画り」にも閥わるようになる。その裟．遅 働者」という殺告の少し後のことである．

3呵通ったのが3片と4尻 さて．三宮駅で挟災して矢萌したKさもと．そ

そして5和戸．袴戸の抒故や活鉗の閉憲状 の連れ合いNさん夫婿のことコ哀都で昨秋ぐらい

況に風穴を憩けようと夕全困の夜9わり（ハトロ から野宿の生汚。昨厄こ「住所不定，＇というごと

ール）.;寄せ組から生活保護行政を閤う繋いi で避類所を近い出されたのである。夫娯には行政
を企函し．そこに新宿や妍崎の伶閤を始め多くの への不信も当然あり．ゃっと穀近京都市で生活保

地媒からの鋭加も痔られ、全固からの 9薪しい見 穫での生活に移った。しかし．これは禅戸所が責
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任を痔って基本的人椿の俣醸さしていたら（公務 い試み9逗まれているしもそれを羨釦＜憑って

羹は澄法毒守森務があるはず），無かった招該な いる，そして．それが主国の伶閤と強く繋がって

のである。 いくことを麒ってや9ないn

ところで中山手では「仲間の集いjなどの新し

I震災と野宿労偽者jぽ宿を強いられる人たち笞：準友妾通信32釜ヶ埼9994年度超冬ふり）
＂ 稟ー印象とは大返し9
1月19日未問京蔀市は「霊度59ということだっ

たが、私0居室では●の上のヘルメットが蕗ちたぐらい

1ャパイ99れだな」と呂じた橿度で収まった。それが今

回の阪神大震災の第一印●であった。

当且蓋ヶ崎に行くため9こ●きだLた京阪電●に乗っ

て北浜駅 9 では99●。しかし地下鉄も環状線も不逼状•

の99で勤かず。仕方なしに、釜までの街並を●●しな

がら 1時間99ど歩いたc北浜界隈で99窓ガラスが割れて

落ちているピルや●●の入った所も●々見られ、日本橋

の電気店●はほぼ●●●柔。そして見た感じの釜ャ節は

●●だった。

なお●町から安否の確認の雷話9なかなか繋がらなか
ったという）や老人9ラプから神戸の伸間にと多くのカ

ンバが寄せられた．

さて第一印象とは大違い、 1月下旬から西雲市や神戸

市内に●●籾責を運んだり會品雛所まわりや夜まわりの

活●9ご●加してきた。そこには●袴●去0ために膨大な

粉●が宙を訴いアスペストが●乱してへ條贋を蝕み転

落亭●●日麗卦●者に製いかかっている。

そして具体的な事例＝●鋏を●99て、その中で●じた

神戸市民生●社行政の姿99鵞愕であった。それゆえに

9できれば対行●活動には残りたい」との想いが強く生

まれ、京都の夜まわりの9ンバーに了承を●た，

a 生活●潰は最後の●9
京●市での活動は今年 90年を辺えた。行庇の篤菜へ

の不満はまだまだ多い訊それなりの年月奇経てきて今

ー●の不酒99『中●●●町という生活●●滋での夏生
●●に関してであ見かねてより神戸市の 9更生センタ
ー』の●自体捌や●●を羨ましく思っていた。というの

も神戸市立更生センターの●●は合計 17名9神戸市嗚

●である所畏とケースワーガ―.1 2名の「生活指導員」.

嘱託の肴護婦など9で.所内作案も実施されて退所後に

●えていることが伝わっていた．対する京都市中央●●

所99~ ら 0 歳以上の頃託● 9 名＋民間の蓄●● 1 名に京

都市●員の所長がいる、という感じでしかなく、入所"

間も 9臼●度で定員も 30名、 「次の」自立した生活に

はなかなかつながらない、何のための「豆生」氾●であ

ろうか

さて神戸市での実際はどうであったのか。まず歴史に

対する不•強を●省する。 9えばドヤ街で●り場でもあ

る●開地の形成史、中央区で●●が•対的に少なかった

元町向店街と●害の大きかった生日川沿いの地域、●●

・大な長田区などの歴史と行政の放●史。ミナト神戸そ

のものの歴●●々。そのような箆●がほとんどないまま

に時は割まれていっかそLて，今もってそうだ，この

ような歴史、社●謡●は、活勤9ことって最低●●必要な

ことだとあらためて思い知らされふ

次に私の『常哀』では、生活庫99法 i●和滋）は生活
困只に対する「嚢竣の蓉」の筈だった， 9とから，他に方

法がない場合に生活●●法からこぽれ落ちることなど

ないはずであった。そしてこのような認祐99、京都市行

・も当然に記めていた。その裏施内容は往々9こして袢わ

ないとしても c

神芦市で面宜らったのば、医療相談に対ずる次のよう

なケースワーカーの言葉であふ 「住所がなげれば、こ

こでは伺もてきないj ｛うそたろう分

うそではなかった。彼 9女）らは本心て
るふしがあった， 9主活保護手帳（預冊問笞●9』 9こ

れは序生もの監條である9には「保護の実施●●の要●

●●に対する●●の決定実抱の責任を冥揺資任という

が、実氾責任を明確にしておくことは、国民が要●●状

態に●った場合にすみやかに●●をうけられることを

●●するため』と●いてある。市長，多くの場合は●●

●●の●●●●所に●抱責任があり・そして「居●●が

ないか、又は明らかでない要保謹者」では「●●を受l1

ることになった時点における当該要保●●が所在しC

いた●所9である硯在坦を所管する福●●●所に突控責

任がある 9これによる●●を「現在●●●」という9と

・生省は奮っているのである。

ある福祉事務所の所長らしき人99次のようにのたま

わった。 「現在●●●とは、●●埼所で●●費を支給し

ろということかれ

この「読み方」にぱア然。少なくとも9●祉の現場で隠

＜労働者として、国・厚生雀の福祉切り捻ての圧力に抗

して 9要●●●］の人●●薄のために●くぺきでないの

か。それが労●●遵帯ではないのか，それが紺●●9二●

らの労慟者としての権利，減場の労●条件を保厖するこ

とになるのではないのか。

3 神戸市と法外灌猛

神戸市は何をしているのか。そ丸は社会福祉寧棠法に

よる●絹●泊施翌であるぽ生援揖相9絆勾（簡れの更

生センターに併設）を『住居のない人」の相飲●一切0

窓口9こしているだけである。生活困窮の相駿しかり、医

続しかり，他地区への移送しかり。しかしこの施設は生

活保頴法による抱設ではない。つ去り「法外ほ●」でし

かなく、 「正式に］生活●●法「内 lの保膝を受 9十よう

とすれば，更生センターに入所できなければならない，

しかも定員 50名で男性のみ， 50名の枠外に「こ 9まれ

た」人や女性には生活保裟が届かない。女性ば●の f●
人相駁所』にということらしいが、保●●は出ず「法外

挨●」のみでしかない。

また自分で住居を確保しなければ「患宅保頃』も皮め

られないので、金もない生活●窮者は切り活てられてい
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る 入宕生活餃でもしかり、という。 9●王占さえアハ

ートの敷金等を出していいとしているの9二9

更生センター・更生援窪相訣所では男性の祖●にも四苦

；＼苦している訊このような朋定した状況にと~うしたら

且穴を開けら九るだろうか。茫霊祭やレクリエーション、

現場での行政追及淘によって野宿の労也者の団桔の場

とその力を生み出すこと ；舌幼0}池墳約・全国的なつな

がりの強化と行政9)姿籾を変えさせていくこと笙 99こ

まだこれからである

（本田次男ぽ」●労倒者の人権と労祖りを考える念

きょうとキリ9 卜者夜まわりの会））

◇ 「冬の家」に参加して ◇ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

冬の家のテントき逹て終わった お •9 ちゃんたちは生き生きしていた

廼てているときのおっちゃんたちの

行紛力｀笑瀬よかった

真鈴たった

みんなの力でテントができた

一人一人の力が合わさってテン，,ができた

河かキッカケがあればこんな（ご

生き生ぎと

キッカケざ牙

チャンスさえあぷよ

（俎木蒜苛（マイケル） （ちびくろ教控ぐるうふ））

◇ 神戸「冬の家」で考えたこと ◇＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

年思tの項3日、私たちは釜ヶ埼の越冬から
袢戸「冬の宗jにやって莱た，それからわずか 9

ogほどのことであった成家終芸譲での慈し合

いや、その進め方の撻案 (9ークショップ方元も

しくは弁戸婿全壻方式）、アンケーiーの取り9と

め、聞き改りの手伝いなどに病わらがてもらった△

「冬の家」は家族念蔀！こ●徴的なように．自分た

ちのことは自分たちで決めて実行するという形で

やっていた。一人一人が、考えて．声き出し、採

，，を見つげ．沃m.即いていくーと．それをや
ろうとしていた，そのフロセスに私たちは招荷し

たいと怠ったc 語かの声を代弁するのではなく．

宮分の声杏ばすことぐ出すと固時に．人の声もT

早ダこ闇くこと、忽いを共有すること、紆しい想い

を蚕ね合わせること、そうLた理場にいたくて、
毎白通っていた。

ばじめて抒った締．自分たちは付をすればい9,

んだろう．どうコミュニケーンョンをとったらい

いんだろう、という戸版いがあった．出会いは、

殻初は戸慈いと共にである．でも、隣り合って舷

を突き合わせることの緊張感とエネルギーを感じ

ながら．注意刃．集中力．好奇心を拗かせること

で． ちょっとした含葵のやりとりや身娯りの中か

ら．安心感や侶頼感9性まれてくるときはうれし

し1、

私たちが捷案したワークショッフも、 それたけ

で存在することはありえなか •J た、、 「冬の家」（ご

もともとあった類の晃える傍孫性があったからこ

その拭みの！つであった＂ワークショ 9フの進め

方も． f冬の家j を取り巻く状況や窃孫の中から

晃いだしてきたからこそ、 での応に築茫った

人たちが目分たち自身の将茫を左石する経験を

堕接搭ることになったのだと慈うし．その告任を

自ら力凜たそうとすることになったのだと怠うp

←こ 9言う責任とは、英品 Cの表坑を媛用して

そのイメージを搭ることを民してもらうなら斉

任＝respの成((,ty , res加～C+必（ 9.，y=応
答（可能、すなわち応答可能性を閤いていくこと

だと苓の家j との甜わりの中で考えるよう（こな

った＂芸任を果たすという療動力は、この．いろ

んな人ど合って．その涸係の中から一落に薪（．ぃ

項をなしていくという応答可能性に支えられてい

ると息えこうした経験を退して、 「冬の窓（（こ

婁空った人たち（もちろん私たちも含めて），行

故の人閤など、 その場に居合わせた人たちは少し

ずつ変わっていったのだと意うa

9小さな澄ら（を稽み，，ねて 9大きな柚ら」を

精ち取っていく安える芸9の試みに、二れから

も協向して（きたいと窓うJ

億揺点介、門戸隅子（月かlf9)

◇ 神戸の冬を支える会 資中 ◇ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

震災支援で各地を回りました。西宮の段●小学校 後も謀誡的に通わせてもらっているのは、被災者

避難所＇）ーダーの産（チェ）さんとの繋がりで、 にとつては一生社会のしわ寄せがいくからですu

神戸の冬を支える会とも出会いました， 19 9 5 人材は提供でき9丸利用してくださいa

年 12月19日の年這し祭りにて食材提供、コ-- （瓢 "'見）和J(3ン江 （コリア六うンティア

ヒーサーピスなどをさせてもらいましたが、その 協会））

ー



2 仲間の集い
"中間の集い」は、毎月算三土曜日の午槙、中

山手カトリ9ク教会内の交流の部量で行っています。鐸

回、野宿者と私たちを併せて40人ぐらいが自主

的に参加しています．

「仲間の集い」は、東遊園地のテント 「冬の家J

の終了蘊に始まりました。この集いにはぼの家」

の27日間を忘れてはならないという野宿者と私

たちの息いが反映されています．

野雹者の居住権、基本的人権が侵害されている

ということは、差別以外の何ものでもありません．

神戸市の福祉行政が、今まで被差別者の働に立た

ず、むしろ彼らを捨餘してきた綺果と言えます。

私たちはこの差別克鼠のために野宿者達と共に、

野宿者の人間の尊厳を歌り夏す譜麓策と、その法

改正を市行政に賽求して行きたい．そのために主

体者である野富看のどんな小さい妻求も、不可能

◎

◎

◎

 

◎
 

◎

◎

 

◎ 

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

 

◎ 

◎ 

［ある「伶IIIJの集い」磐告から】
今囮は「三畳でも良いから自分の麒屋が欲しいJ

と言う事を．皆で店し合ってみることにする。

A. 玄ず． 「それぞれ自分はどんな所に住みたい

か？」ということを可態性はJII/にして、三つ

の1/1グループに分かれて出し合ってみた。

空いている仮設住宅に住みたい。

アパートに住みたい。

一ヶ所で人間らしい、当たり前の暮らしがし

たい。

住民畳録が出来る様な、小さくて良いから部

●が欲しい。

2~3畳の郎量で良いから欲しい。

アパートを憎りると高いので、まずは仕事を

見つける事が先．

住む所がないから●も探せない、郵●を憎り

たくても最低40万はかかる。

更生橿護相談所は狭く、人が多くて厩れない。

4~5畳の部屋に住みたい．

飩設で良いから安心して眠れる湯所が欲しい。

トイレ、風呂も本当は欲しいが....

押し入れがあれば3畳でも良い．

自由に住める所．

家が一軒、どんな家でもあれば良い。

落ち着いて、足を伸ばしてゆっくり眼れる家

があれば良い．

今の状懇よりも、もうちょっとましな生活が

したい。

夢の様だが、恒室があれば言う事はない。

と患われる婁求も大事にしながら共に取り籠んで

きました．

あのテント「冬の家」の中で家族会を持って野

惰者全員が願いを出し合い、その要求を結集して、

共に度々対市交渉に臨みました。

「仲間の集いJはその時共に燃えた力を忘れず、

これからも野宿者たちが情輯を交換して各々の願

いを出し合い、自分たちの問題を仲間全員の問題

として考え、みんなが一つになることが出来るよ

うに継続していきたい。またこの「仲間の集いJ

を通して私たちは、野宿看の生の声を聞く中で艘

ら・被女らの瘍みを共感し、私たちが上に立つの

ではなく、主体看はあくまで野害看であること、

また被差別看である野宿看の劃lこ立ち、友に反甍

別の声を攀げていくことを真確認していきたいと

患います。 （大竹孵）

◎

◎

◎

 

自分の郎・は欲しくない．

もう少しで自分に家が出来るから、心配して

いない。

更生相駿所に入ろうと患っても、団体生活に

なじめないから、行けない。
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B.以上各々／こ希望を出し合ってみたが。次／二「そ

の自分の肴望を実現してゆくためにどうした

ら良いのか？ 阿が閤題で河故できないの

か？Jを出し合ってみた。

◎ やはり一薔は仕事が必妻．

◎家を憎りるとしても、保証金・保証人が必葺

なので鑓しい。

◎ 住み込みとして入りたい、でもその数も限ら

れているので鰭しい。

◎ 空いた土地に市や国が家を立てて提供してく

れたら良い、そうすれば定●にもつけるし、

住民畳録も可能だし、落ち着けるだろう。

◎ 郎屋が確保出来れば仕事に行ける。そこでア

パー トが見つかるまで安いドヤにでも入る方

法がある (800~900円）．

◎ アパートに住むにはまずお金がいる。お金を

得るにはまず仕事。ドヤにしても、震災でつ

ぶれて霊いので雛珊だと息う。

情交襖

月に一度この様に集う鑽釦＝、お互いに情鑽交

撓カ（1f1来たら良いと言う事で島腐をつくってみた。
女 市が、生活保護を受けている65歳以上の皐

身者のための住居を作ると言っている（未確

認）．

女 生田JII、大倉山で追い出しがあったが、他に

はそのような事はないようだ。更生の夜回り

姓邊蝕蔀へ
釦ぃるみ四へ'
鬱＼＼ヽヽヽ・：9べ”“村杓洛•を配る会9てなl：：や？

攀祇四譴疇；
四i；論轡這-:
！飢譴謬
嗜苫竺弓・

◎ 今より良い所は望めないと思う。

◎ 高齢だから、仕事がない。アパートなんて撫

珊．

◎ 例え借家があっても、収入が安定していない

ので家賃を繕緩して払えないので籟しい。

◎ アパートを債りたくても高齢で、綱気で仕事

がない。

◎ 今のままで良い．

◎ 仮設住宅に入れるように行政に申し入れを

する。

事 安い公営住宅に入りたくても、条併が董しく

て入れない以.i:．一人一人状況は這っても

様々な閤題で住む所が覆実fこならない。住む

檀利が俣障されるはずなのにそうはいかない

環実を曾で儒覇9こしながら．今費も店し合い

を塵緩していこうと鑓認して店し合いは鍵わ

った。

で更生援II相該所へと誘われた。
女 檎爾時期に入り、朧の調子を悪くしている人

が多いので気をつけよう．

女 結核の検診をいつかしたい。慄曇所で鑽料で

検診ができるので今後その事も話し合ってゆ
一、
-っ．

女 仲間同士の情籟交鰻にも一役かえるような斬

聞を、今後作成していきたいと考えている．

ぷteA,"でに卿‘rwmoょ心・
t•いが‘2"c.T，，バソ

3g心"’しこい≫ご

屯屯？？苫扉I.
----ーー一弐

そんなこしあなこと．みんなで

以でも紅‘なが5恕ふ払力＼

＂゚
t•こで？ 怜c汎鳩•)
”ト・，．，9
中山心内
"．．，．‘̀ " ＂. 

『神臼湊で支九る公』：ヽ^・......
的9？砕炉呵；I心•?
”卜％9t叶懲~e
"“》:211-1248
ぃぇぅ：心もう，も'9C`

t;うた ． よしか'o•
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◇ 9仲間の集い』に疹加して ◇＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊キ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
私が搾戸の夜回りに歩加するようになって半年 く、行政の手によって宿泊拐所と食平が亙供され~

が過ぎた。去年の百休みが努げた忠妥妥で家を 痰らばほームレス」享売の沼踪を売ることによ

失った方々へのポランティアをしているという大 って生活をし、茨た市民に痘分たちの席趣をアビ

学の友人に誘われたのが、この活動を始めたきっ ーノ'している。渓京新宿駅の「ホームレス」追い

かけであった。それ表で「ホームレス」の人々に 出し騒動の点をすると~ fせ界一の全汗ちのはず

，，したことがないわけではなかったが、ご災がら

半年以上も経って、経上のテントで生活している

人5お安りにも多いことにショッタを受けた．

しかし実際この活動に倍わってみると、 「ホー

ムレス」の人々の閑謗はご災徒だけの際忍ではな

いことが分かった，ご災ば筋にも踪上生活奇され

ていた人か多く、投らは被災したにもかかわらず、

住居不定という翌応で行政から併の剋度も受ifら

れない。臼苓国斎法では全ての匿民に対して碁本

的人権の単五が定められているはずであふこの

行政による人権の薪視に忍して声ざ上げているの

カ項々の活勤である・ 「ポームレス」の人々がな

ぢ路上生活をするようになったのか、理，，は人そ

れぞれであるう．だがなずそのような生，，をせね

ばならないのか、被らの笞えは決まって一つ•他

に行くぺき導所がないからであるc 諸だって雨や

蕊の凌げる所で暮らしたい、好き好んで路上に禎

ているわけではな9,・ ―佐行政の指祈案務とい

うものはどうなっているのでおろうかU

釜＇災以後~我々は袴戸布の謡紙に対して絡上生

活者のことを院怨として取り上げているわけだが、

9ポームレス」の増ぷというのは今や袴戸や臼本

だけでなく、澄睾 この呑、イ

ングランドを訪れたときに数多くの店

の人々を具かけ、片言の妾話で彼らの翌状を郊る

ことができた．そこでは、ボランティアの手でな

の日本がなんてことをするんだ、信じられない．9

と被らは言った。

ご災函後．人々が共に肋け合い．手を取り合っ

て苦苑を乗り越えてきたことは．記侶に薪しい．

大姿素汚らしいことであった，隣人の大坊さ．沖

院と＃に生きているということが実感岱来たに違

いない．しかし．栽々はこういう伶閤惹識を拝つ

と荷締（ご． 翌忌国根性iという言葉が示す通り．

他人茫受け入れない閉鎖的な品も痔ち舎わ廿てい

るような気がすふ街で「ホームレス」の人を見

かけても．邑分とは怨係ないと息うことはないだ

ろうか．行政の忍度もこれに似ていて． 「お宏え

たちぱ帝民ではない、他閤ではない」と言う考え

があるのかもしれないっ

こんな禄戸市の姿竪にあきらめ姦の「ホームレ

ス」の人々を晃て、 「本当に怠分の活勁が蕗上で

生活する人たちの役に立っているのか」という投

荷ぎ拮ったこともある．しかし．熙々人が気拌ち

の中に窯共に生きている．助け合ってゆこうiと
いう意甜を招ら、それがたくさん菜茨れば、必ず

大きな力とな仏戌果は挙げられるはずである，

実底行政の丸応も灰第に変（としつつあふ将炎

の人々のため、この活動にもっと狩極的に参加し

て．共に助け合える炒朋を培やしてゆきたい．

（岩瓜襟-舷l)

◇ 「神戸の冬を支える会」に参加して ◇＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ • * ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
私にとって「井戸の冬9支える釦のテントを

裁れるきっがけは． 2年前に慈んだある薪防記哀

でした，その内容は、”案を失った拶くの人々が

新宿で埒上生活をしているが．毎年荷人もの人が

亡くなっている。しかもその数は年々増えてお

り、その人々を支えるためにある屈体が毛布やお

fこぎりを配っている”というものでした0 その記

事がずっと心にひっかかっていた私にと 9 て、そ

の様な苺体が榊戸にもあると肋き、ためらわず出

か99衷した。そして．それからのテントでの事は

忘れることができないものとなりました。掠戸市

がテン臼叡立を掟余してぎた際~禅戸の冬を支

える壼 fぉ

っちゃん」たちが市に自らの要戎を伝える為に民

生怠、土木局，公粽諜の人々と語し合いを芍つこ

とになり． 8 0人もの「おっちゃん」たちがその

日の活し合いに委加し笈した。その出来蕊に私は

ある桂の感約を党え安した．今志で・私を含む紺

りの人たちで行政に対してこれ程まじめに南きあ

って生きている人々に出妾ったことがあり笈せん

でした．行改の在り方にガして俎窃はしても、自

ら立ち上がるうとする人たちは初めてでした．宙

らの捲莉を主祭する「おっちゃんjたちの箕袋な

姿ば私に大きな影，，を与えてくれ安しな
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この様な緊張状想が紀（中で「おっちゃんJた

ちから教わったこともあリ去した。絨腐係の仕事

に舷いていたらしい「おっちゃん」からは、良い

靴の晃分け方を教わり去した．鎮さんの屈をして

くれた「おっちゃん」｀港での仕事の屈をして（

れた「おっちゃんJ ・・・・・・・・・ 哀た教わるだけで

なく、チョコレートや缶コーヒー零、色々な物を

頂~（こともあり去した．

紺局、テントは撤収されてし宏い芸したが．そ

の後テントで知り合った人たちが月／こ一度集去り、

鮨で炊き出しをし亀併せて屈し合いの場を拷つI交

流'itJに参加させて贋いてい去たこの「交流妾J

も私lことって大切なひとときです．

哀ず．炊き出し。これは、 rぉっちゃん」たち
と一鯖Iこ野菜や肉を切ったりしながら、色々な事

を教わり哀す。ある「おっちゃん」は、和食の名

人です．奮、料運人だったというだけのことはあ

り．野菜の切り方から舷付け玄で．色々なプロの

枝を教わり去しなかつて自衛麒で自衝官遣の料

壇を炸っていたといぅ rぉっちゃん」は、 2, 3 
0人分の病覆は料壇のうちに入らないと言い茨す。

それは自衝麒膊代は河百人分もの料遷を舞日伊

っていた為で．ご飯をかき出すのにスコップを伎

っていたという話玄でしてくれ去した。宏た．麟

心というものを教えてくれる「おっちゃん」もい

玄した． 「おっちゃん」たちといると得ることが

とても多く、年配の人たちと接する檀念の少ない

私にとって吸収することばかりです。玄た友人た

らといる峙より「おっちゃんJたちといる時の方

ヵ(，0が和み．自然と自分の心が舷かれている様な

3.炊き出し
「冬の家」の搬収後、厳寒期

の夜回りを強化するため、中山

手救援本部以外にも神戸YWC

A救援センター、神戸パブテス

ト教会、カリタス神戸で夜回り

を実施した。

水曜日の夜回りの前に、午後

5時から中山手救援本部の「交

流の部屋J前で「冬の家」と同

じ様に、スタッフと r交流の部屋」利用者の有志、
その他のポランティアが参加して整えられた雑炊

は、寡さの中で特別の温かさを感じるものだった。

午援7時30分には、夜回りの6コースのため保

温ジャーに入れて遍び、出会った人に配食する形

気がし哀す．

次に食事の後の店し合い。これは｀ 「おっち

ゃん」たちが日頃思っている事や晏来事を出し合

ぃ店し合うもので｀過去には新宿の滋制楳除のピ

デオを晃たり．弦剖掠隙に対する抗議を支援した

支える念の吉fiJIさんによる報告事もあり哀した．

屈し合いの中での屈題は、更生緒設の不鏑な点、

例えば筋餃の管覆を任されている人たちの質の悪

さ．倉事、親模．顔紋の数の不足箸数えきれない

租です．そして痛切に感じる事は行政に対する

不僭感です。ただでさえ行政に対して不偉感を招

いている私は． 「おっちゃん」たちを通じてより

一層今の行政というものを怠い知らされる気がし

宏た国民に妻仕すべき公僕である行政の人々は、

薗民への泰仕から租遠い存在の様lご愚われ哀す。

哀た．新宿の弦制捗除のピデオやそれに儲する緩

告は、私がこの芸に参加するきっかけになった新

宿の人々の閤題なのでとても贋咲深いものでした。

その鑽告により、新宿の人々の実態、都の対応．

マスコミの一方的な鰻運の実想等を知ることがで

き京した．

以上の様／こ私はrテントJと「交浣命」を逼じて
色々な事を学ばせて渭いてい衷すが、それを大冽

すると、 「おっちゃん」たちから教わる人生に晨

打ちされた様々な知鎌次f：： 「おっちゃん」たち

を通じて知る大きな社念のひずみではないかと忽

い哀たそして｀これからも学校では学ぺない真

の勉強をさせてもらうため。参加していきたいと

厚ってい茨す。

（佐長輿子）

を取ったが、利用者には好評だった。利用者数を

別表に記した(1996年2月78~3月27 8). 

この炊き出しの反省点は、

1)雑炊以外のものに挑戦できなかった。

2) 5時の時点で美味しい雑炊も、夜回りで

配る時間には水気がなくなりまずくなっ
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ていたので、工夫が必璽（同時に作らな

いなど）．

7~ 

4.夜回り

3)保温ジャーが少し大きかったため、運Ill

に不便を感じた．

70 
60 120言〗

平均 ：出会った人 74名、食数 59貪

（嘉松須庫子）

① 日本パプテスト連盟震災親地救援センター
毎週金曜ヨ［ハーバーランド～JR神戸駅～新開地周辺｝

♦ 夜回りが始まった経過
1月168 9冬の家』 終了綾、拡大世話人会で
2~3月の活動方針が話し合われ、 『寒い冬への

緊急的な対策』を始めとして5つの諜題が確認さ

れた。

その協議の中で、バブテストとしても、とにか

く何かの形で rぉっちゃん」たちと関わりを作っ
ていこうと、 2~3月のニヶ月間、遍9回金曜8

の夜回りを始めることになった．具体的には、中

山手救橿本郎の夜回りでカパー出来ていない地域

（神戸駅から兵庫区）の路上生活者の状況を把罐

♦ 2~3月の活動概況

するため、 2月28（金）の第1回夜回りで、ま

ず兵庫区の公園を調査．その結果、次回よりハー

バーランド～神戸駅闇辺～新1111地にかけての地減

と、兵庫区の御崎公園の夜回りをすることにした．

2~3月の目的は 『寒い冬への緊急的な対賣』

ということが確認されていたので、 「おにぎり 2

懺ゆで卵、インスタントみそ汁Jの貪料品の他、

カイロ、風邪藁、肌用ク リーム、漫布．毛布を用

意して、 必妻ならば手渡すことにした。

ガB 参加者／出委った人 (9-1別AIB/CJ 特記事項

・212 1名／合紆 5名 兵威区の公価を固るも、 I.9とんど出芸え天神戸釈にてが

いつぷれているMさんに会九

• 219 J:J名／合計24名 (3名／I1名／10名） 押戸駅のMさんが先導役を務めてくれる。

• 2/16 8名／合計28名 [2名／13名／13名） 御崎公図のTさんの体が弱っているヽ ）で翌B茫生センク

ーヘ、

•2/23 /3名／合針26名 {8名／ 7名／l1名］ ハーパーランド歩遥橋下に土木局が倣去のチジシをi,．J

て某る。市に抗星

• :JI I 9名／合針37名 l2名/H名／2／名） 高速神戸駅’北口に、おにぎりのことを閲いて1l人が巣史

ふ（移動炊き出しの感）

• ;J/ 8 13名／合lf27名 l乞名／12名／／3名） ハーバーランド歩道橘の人々、南へ移動．，
•J/15 8名／合9f29名 ['tJ名／9名／」4名） メトロ神戸池下の足を痛めている Yさんを屏度茫生セン

クーヘ．

・J/22 18名／合9f34名 [4名／8名/23名J JR高架下(/.JA さんに更生センクーを勧めるが気乗リIJ•

ず．

• 3、/29 ll 名／合lf29名 {•4 名/12名／／3名） 歩辺橋下のみんな凰邪を引いている“Fさん、 40月いた

更生センクーを出て来たとのこと・.,

パプテストとして夜回りをしてみて、少しずつ

だがこの神戸の街で路上生活を余儀なくされてい

る人たちの姿が見えて来たように息う．寒さを避

けて、地下街と地上との階段の踊り場や、駐軍場、

歩道柵の下などで生活をしている人々。体の謂子

を崩しても、病院にかかる術を奪われている人々、
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追い立ての不安をいつも抱えて

いる人々。また、数名のケースに

◆ 4月以降の活動

..... 

●別に関わる中で、神戸市の民生行政、施設の不

充分さも具体的な形で見えて来た．

＊ 辺らゼ

当初は2~3月のニヶ月間という

ことでスタートしたが、季節的な冬が

終わってもこの路上の人々の状況は

決して厳しい 『冬』から何専変化して

いない事がだんだんと分かって来た

ので、引き絨き4月以峰も週1回の夜

回りを艤けることにした。 但し4月か

らは、おにぎりはどうしても必妻な場

合に限り手遣すことにし全体で10 

個のみ用意するようにした。今後、引

き続き仲間を募りながら、時には学詈

会をもって自分たちの共通の諫題を

確認しつつ、息長く地道に夜回り、

這鴫
＇：油如．凜即滋h9…m姐御加細匹ia珈li,・，叫1さ
贔9くだがヽ
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．鍼ぃ＂~．
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心 a血心叩くだ9ヽヽ

蒻西血U
りら 楡 K̀

匹尼C ~’I 

必給怜紐磁叡町 ’̀力49氏ゆ

8回りの活軌をして行きたいと願

っている。

心L"磁紬れぬこ涵如澤嶽墨＼葛淑蕊紐行知べ,.，直

磁 93C929~9180)J占、しい‘”'o.ご幽ヽ 消復し，，9

'“"‘ 
（加藤絨）

♦ Aコース

〔JR神戸駅ーハーバーランド→中ノ島→御崎公園→JR兵庫駅→神戸駅の高架下）

士・ コースで出去う人々の棟子

・Aコースは車で回っている。出会った何人かは、

震災緩野宿をするようになった。

•ある公園に 3 つのシートが張られ、震災浚避顛

所から出た方が住んでいる。それぞれ一人暮ら

しである。 Yさんは、今は日雇いの仕事に行っ

ているが、 「体も翡つてきて老後が心配．健康

保健もなく、風邪をひいても高くて医者に行け

ない。そんな時は、カ トリック教会に来ている

お医者さんに診てもらいたい気になるJと言う。

ネオン輝く夜の観覧皐と対照的である。

• Nさんは公園の魔車の中で寝起きしている．震

災で鯛入したマンションが全壊し、ローンだけ

を払い続けている。Nさんは一人で仕事を続け

ている．

* Aさんの場合
・神戸駅近くのJR高架下にAさん (72オ）が

住んでいる．ハトの糞の直撃を防ぐため何本も

● Bコース

の傘をさして宴ている．薙ちて来たハトの饂を

肋け上げ．元気になるまで布団の中で一緯に寝

ていた。 Aさんは、 この場所が安全で一薔窪ち

着くと言う． Aさんは11を骨折した事があり、
歩きにくいのだ．更生センターに入り治療を受

ける事を勧めるが、なかなか行きたがらない（以

前に行ったことがあり、あまり印象が良くなか

ったのだ） ．それでもだんだん弱って来ると、

更生センターに入ろうかなと思いだしてきた．

4月のある日、荷物が全部撤去され、突然Aさ

んがいなくなった。工事のため追い出されたの

だるうか。その後Aさんとはまだ出会えない．

ナ贔題

・話を聞くだけで良いのだろうか．一番安心出来

て、住み良い所に住む事は出来ないのだろうか。

生活保護は受けられないのだろうか。自問自答

しながらの夜回り。

（岡田有右）

(JR神戸駅前駐輪場ー駅楕内ー駅南の地上部→駅南地下街→パスセンター）

ナコースで出命う人々の様子 回るコースである。

• このコースは主に、 JR神戸駅周辺の地上部を ・出会う方は、テント生活をしておられる方 (1
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名、当初2名l、地上から地下に向かう踪役の

踊り場lこ丑泊まりしている方 (4~8名内女

注1名）、 JR高采下 (1名）、歩追楼下 (9

~8名）、パスセンタ～地上部 (2~3名）と

禄々で、それぞれ●独で行勤している方、央婦

2人で行動する方， 2～3人で行勁している方、

また3~4人で共同生活する方と，路上を生き

抜くための在り裸は異なる，

・共同生活をしている方々を餘いて，だいたい午

役9時過ぎまでバスセンターの地下広場や地下

街にいて、それぞれ吝培所（こ衷られる，

・ 2~3人の伸の良いグiレープ（ま、お瓦い●守番

などをし合って●人と個人の過当な距●を保つ

ておられるようだが、共同生活しているグルー

フではそのグルーブの中で派'.(9）のような

ものが生じ、その派閥に入り切れない方がそこ

にいられなくなるケースも出て来ている。人閤

関係の難しい問題に、鹿の過ぎたかレコールの

問題が絡んでいる，

，それぞれの日雇い仕革の状9兄は、総じて 2~3

日に一度の割合で、仕事そのも0がない寧と各

自の健●状態にもよる。足が漏い、 9が悪い、

高血圧，虚弱体質と人によってさまざまだが、

夜回りを投＜絨けていると皆弱って来ておられ

るように感じる，

·—●所に留まり生活している所9ょ，暖かくなっ

ていくのと同時に異臭を放ち、衛生状態が悪く

なっている樟子。

ナ 撞戸市建設烏・摺疫后よる歩道稿下

のグループ（共周生活者Aさん， Bさ

ん、 Cさん， 0さん）に対する進立て

,,月 23臼の夜回りで，前日 122日）に神戸

市±木局の人が来て、 29日までに立ち退くよ

う●告得を登いていったことを閉<,DさんIま

以前から体我が愚く、更生セン9ーの範●から

センターに入るよう勧められていたc

・ 99戸の冬を支える会で勧告書を分析してみたと

ころ、文即士多少柔らかくなってはいるが、土

木局は「出ていけ」、福祉局9エ「更生●桜相該

所へ＇という、相変わらず選択肢のない不親切

なもの，又、勧告理由として「道路管理上云々」

というのは具1本的ではない C Bさんに闇くとこ
ろによると、歩道桔を百学校の生徒が通るので、

地震でずれてしまった段差を早く●したいとの

事。こう苫われると、謡しも立ち退かざるを得

ない。しかし勧告から退去まで一ヶ月で［よなく

1洞間と,,あまりにも急すぎる。 99戸の冬を支

える会で市に勧告の革突確認をし、不人たちの

意向を確認した上で、 26日午後古lご交渉の申

し入れをした。

2 6日訪ね、 Aさんと話丸 Aさんは●邪気味

の上，腰痛で29日までには移勤9よ●しいらし

ぃ，施設に行くことも奇えているが、雉則lご埠

られることになるので今の暮らしをする方が良

いらしい。 0さんはこのところ姿が見えず、他

の野宿友達のところに移った模様U らさんlな留

守だった，

, 2 9日、土木局9こ929日以降も強制撒去する

な」と申し入れをしたc

, 3月1日の夜回りで，更生センターから入所す

るよう勧めに来たという茎土木局は未だ来て

いない●を確認したn

，3月7日，訪ねてAさんと話し、土木局から 1

0臼からエ寧を始めるので、それまでに立ち退

くよう言われたそうだ。荷初は99戸駅か池の野

宿友達の所 9こ吾くつもりで、●●所は未だ決ま

っていないとのこと。

• 3月9日の夜回りで、 Aさん「9荷物を友達の所

に匿くとのこと，

も月 15日の夜回りで、歩適楼下に心まなく、

荷物やダンポールがきれいに撤去され、フヱン

スには鍵がかかっていた，

, 3月22日、 Aさんと Bさんが9lの歩道橋下に

移動されていることを確認した，

・以後しばらく，歩道橋のエ寧は行われなかった U

ナ謀題
・市の追い立ての理由は主に「道路管理上」が多

いが，それがいかなることなのか説明が足，)な

ぃ，何か他に理由があるのかも知れないつ I, 

かしながら追い立ての勧告から退去まで一遥問

とは、あ伝りにも性急過ぎる。住む場所を替わ

るというのは大唆なことだと思うのだがコ

曹追い立ての際 f更生センターに行け」と言うの

が常●だが、当の更生センターが内部規悼や運

営面、又人間閏係や仕●●への交通等の問題•C

評判が惑く、なかなか行きたがらないて行きた

がらないというより→更生センターに行ったら

肝心の仕●が出来なくなるという深刻な問題が

ある。もっと、どうするかの選択肢が必要u

（森山一弘）
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令 Cコース
:JR神戸駅パスセンター→地下道・塙速神戸→メトロ 99 戸~→新防池：

メコースで出会う人々の様子

．このコースは主に地下●～地下街のコースであ

る

• J R神戸駅パスセンターの地下広場には円形ペ

ンチが置いてあり、堅間から「おっちゃん、お

ばちゃん」たちがくつろぎを求めて集まって来

る。●さを避け、一時を過ごすには恰好の湯所

だ．しかし地下街は夜 10時40分には追い出

され、シャッターが降りる。そのためほとんど

の人たちは、 g時過ぎ位まで地下衛で、ぶらぷら

して●さをしのぎ，後は自分の寝場所へと散つ

て行く．また2~4名の人たちは、地下街と地

上とを結ぶ●段の踊り場に寝場所をこしらえる．

格子のシャッターの場合、例え閉められても、

地下街の温かい空気が上がつて●て多少は寒さ

をしのげるからだ，

•また、地下街はベンチが馘いてある場所以外で

は、しやがんだり、座り込んだり、横になった

りするごとが禁止されている，隧時、ハトロー

ル用の自転車 9＇）に乗ったガ

し＂座り込んでいる「おっちゃん」を見つける

と注意する，それゆえ、おにぎ，）を渡しても、

9ぉっちゃん」たちlま立うて食べざるを得ない．

•今年は 4 月になっても寒さが厳しかったため、

第3過までは地下街の人々の●子に変化はなか

ったのだが、第4迎にl9みんなどこへ行ってし

まったのかと●う99ど．地下街から姿が消えて

しまった。寒さを地下でしのぐ季節は終わり、

それぞれに地上に出て行ったようだ．例えばバ

スセンターの場合、地下の広湯からは99とんど

人影が消え、代わって地上の停留所のペンチに

座っている「おっちゃん」たちの姿が増えた．

* yさんの場合
• Yさんは大阪●成区出身。 66娠．これまで99

とんど●場●らしc 数年前に交通事故で右の骨

盤と大屈角を骨折。歩くのに不自由で｀金展を

入れているため、饗る時の姿笠によってしびれ

や瘍みが来ふ我々が出会った時には、メトロ

神戸の地下街の壁にいつも寄り●かっていた~

湛みがひと＇いということなので、更生センター

に入，)治療を受けることを勧めるが、なかなか

行きたがらない（仲間からあ笙り良いことを閉

いてないとの亭）。それでも足の濯みがひどく

なり、とうとう自分から 9行ってみる」と言い

出した。更生センターと連絡を取り、病院での

検査の結果「稼働不可能」との終断をもらい、

更生センターヘ入れる事になる。ところが最初

の日、泊まった更生投護指数所の印象が最悪t:
ったため（●炊とハンだけで腹がもたない／血

の出るケンカがあった等）、翌6からは更生セ

ンターで瑾られるというのに出てしまうウ 「タ

パコ銭もないし、新開地の方が自由にやれるし、

もっとましな●も食える 9 （コーソンの翔限切

れ食品等）」と本人は言うしその後会う度に足

が病いと言うので、もう一度更生センターにiう

ってみてlまと勧め約束をするが、それ以後バッ

タリと姿が消える口近くの仲間のi舌でば、何か
悪いことをして警察9こ●まったとの寧だが 本

当のところは全く分からなし、

＊類窟
・回っていて、ただ話を閲くだl9で終わってしま

つているような感じがしないてもない,I可のた
めに回っているのか、巨問自答しながらの夜画

り。

・上記の Yさんの場合、●●の出ない更生援複相

談所の問題性を非常に感じた， 「生かさず、死

なさず」の様での施設運営では、食●と医療の

必要がある人を受け入れることは不可能である"

（加藤誠）

② カトリ 9 ク社会活動紳戸センター（中止手救援本部）
この報告●が出る頃は、あの窟災から一年半を

迎える梅雨時のうっとおしい時翔ではないでしょ

うか證災後の悲惨さから一年牛後のうっとおし

さ、これが私たちが過ごして来た月 9だったよう

に思います。

最初の梅雨期は、愛には何とかなるだろうとの

希望があったようでかしかし今年の梅雨期には

先のないのが見えて来℃今後いかにすべきかの

憂いと不安で一杯のような気がします＾

中山手での活動も｀祖災者の苦しみの増加に従
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いますます気の重いものになりつつあるように

感じます．中山手救援本部は、 1996年1月か

ら rヵトリック社会活動神戸センター」と改名し
ました。震災後の救援から、恒常的な取り絹み・

対応への衣讐えであり、長期的対応への心意気と

受けとめることが出来るでしよう。

当センターでの活動は簡単に3つに分けること

ができます．

1.外図人への対応

2. '緯害者' •高齢者への対応

3.路上生活者への対応

ナ外国人への対応

霰災直後は外国から依頼のあった身元・安否確

認や、外国人（特に超過湛在者）への救援を行っ

た。 最近はカ トリック大阪大司緻区・国際協力委

員会と地元NGO外国人救橿ネッ トの一員として、

地道に活動を絨けている。

ナ ‘障害者'•高尉者への対応
避鯖所・待II所での控居老人救援に始まり、現
在では仮設住宅、特に地域型仮設住宅での‘輝害

者 ・高齢者への訪問活動を継絨している．

ナ路上生活者への対応

震災以前から三官近辺で夜回り活動をしていた

グルーブの協力のもとに、震災直後から路上生活

者への支援活動を開始した．単なる物資支援にと

どまらず、夜・昼の訪問を纏籟することで、頴の

見える隕わりを大切にしてきた．赤ちゃん風呂の

延長として、さらに巡回凰呂車の協力で、いわゆ

る＂おっちゃん風呂” （神の湯）が謳生した．参

加していたポランティアの父鑽である匿師の協力

♦ 三宮コース
ナ環状

「なにやってんねんやろ、こいつらJと通行

人がじろじる見たり、柱の陰から我々と路上生

活者の人たちとのやりとりを覗く人がいる。中

には「ポランティア？ ご苦労棟」と声を掛け

てくれる人がいる．そんな三官コースは、三宮

駅周辺の地下街と地上、フラワーロード、花吟

計を経由して、市役所の冑側までを区域として、

徒歩で巡回しています．

このコースでは、平均して 15~18名の路

上生活者と出会いますが、必ず会えるとは限ら

ないという人も合わせると、 40名罰の方々の

で医療相談や生活相談も始まった。目の検査や望

の検査で、老眼鏡や入菌の提供の窓口になれたこ

とも、息い出深い。路上生活者の死を弔い、慰霊

祭で涙を流し、響•秋のピクニックで楽しんだ事、

釜ヶ崎の仲間との交流会寧々、思い出は尽きない．

神戸市による強制撤去・迫い出しや、蒻い仕打ち

に対する「おっちゃん」たちの怒りは、ポランテ

ィアの心をも奮い立たせた。他のグルーフと一緒

に、 「神戸の冬を支える会」に参加出来た事も力

づけられた。この会の「冬の家Jでの「おっちゃ

ん•おばちゃんJ の怒りは、あの神戸市民生局さ

えも動かした。この事を深く心に留めておきたい

ものである。

形は少々違っても、今まで闊わってきた事の多

くは、現在も地道に継絞されている。 6グルーフ

に分かれた露水曜日の夜回り．毎木曜日の医療 ・

生活相餞やおっちゃん風呂などが、その代表的な

ものと言えるだろう．

ナ今後の鰈厘

◎ 神戸市行政の姿勢を、人を大切にする行政

姿勢へ

◎ 神戸市・神戸市民の路上生活者への偏見・

差別意識の克服；その手段と方法

◎ 参加ポランティアの意霙の向上：その手段

と方法

◎ 参加ポランティアの継親と人員増加：その

手段と方法

◎ 路上生活者の交流と仲間意識の向上：その

手段と方法

（村田稔）
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お名前が浮かんできます，その多くは特定の地域

を●場所とし、いくつかのグルーフを形成してお

られますっ昼間は単独あるいは数人で行勤され、

一定の時刻になると戻って来られるようですりそ

の他9ま、決まった達場所を持たないで，その日に

よって荘場所を変える，またはもう少し遅い時間

帯lごコース外の寝場所へ偏られる方が[9とんどで

す。三宮I9辺は、食料の調返はしやすいが、落ち

君いて「住居つ」を損えるの1●難しい所であると

思います。ある場所を宮場所lこしている人たちは今

昼間は通行人の邪魔1こならないように荀物を片づ

けておき、周辺を禍陰したり美化に努めていらっ

しやいます。

また、神戸の中心的地塙のためか、毎回のよう

に初めての方に出会います口特に、大阪や地方か

ら出て来たばかりという方によくお会いLます:

その日眼りの方も多く、その後どこへ移動された

のか1よ気になるところです。

ナ闘鐙点

最初に、コース自体の範囲はそれほど広くない

のですが、その割1こ●上生活者の数は多く、全て

の方に出会う可能性もあり、新しい方と出会う堪

合も多いたれ一人当たりm時問的配分が非●,-

難しい事です，地下街や繁葦出を含むため自転車

や自●●を利用出来ず、徒歩による移勁で時f』が
かか見常に時間を気にしながらの行動となって

います，そのため、ふだんのコースから外れた所

までなかなか移●しにくく、本来はコースの範囲

でありながら回れていない所があったり（時問が

余，）そうな時は国っています）、もっと時問をか

げてお話しないといけないのを速く切り上げてし

まう場合があります。かつて、三官コースの範囲

であった●●●地を生田IIIコースに、センター街

を元町コースに振り分けていただいたのにも関わ

らずです。

二番目に，アルコールの問題があり手すC アル

コールのために●を壊し、止めようと思っていた

人がや間の影響でまた飲み始めたり 鯰上生活者

にアルコール飲料を買い与える人がいることですn

本人はアルコー）しを断ちたくても、 1中間とのつき

あいもあり、なかなか●りきれないようでも

買い与えると言う人は、以前から三宮近辺の至

る所に出没し、自分では路上生活者の相手をして

いるからポランティア活動をしているつもりでお

＇）、また実絲にそう口にしているのですが、一緒

に飲み、 「兄貴Jと呼ばれて良い気になっていま

す。昨年の晩秋に、ある方が入院＇ 転浣治療の

ため故郷9こ帰ったの［な記憶に新しいことで｀この

人のおかげであろうと想われます，最近では、昨

年まで「99を止めるくらいやったら死んだ方がい

い」といっこうにアルコールを減らそうとしなか

った方も今年になってやっと断酒の決意をしたの

に、この人とよく飲んでいるところに出会います，

以前，東追●地のエ章が始まる前、路上生活者を

・めて非常に大きな●会に似た雰囲気になった•

もありました口他人のお金でお酒を買ってもらっ

ている間は良いのですが、今まで我●していたも

のの「どうにでもなれ」と再び飲み出してしまう

と●慢がきかす、そうなってしまえば幸か不幸か

三宮には飲食店や飲み匿も多いため、余り物の食

料品やキープ朔限が過ぎたポトルを手に入れた'）、

ついには生活用品を始末したり、食亭をとらない

で●代にまわすような●にもなりかねません，あ

まり1,じたくはありませんが、夜回りの時に百っ
た毛布や他の物資を仲閤に売り、そのお●で酒を

頁うという人も以前はいたと聞いています。

三宮コースは他のコースの●上生活者と比ぺ、

仕事をしている人の割合が低いコースであると思

われ李す，三宮●辺で99食9ね環逗が容果で，余

程でない限り宜ぺ物にありつけないという学はあ

りません，その日ー臼食ぺるだけならば、収入が

無くともやっていけるのです。迫でも、路上生活

を好んで始めたり、仕事をせずに一日ぷらぷらす

るつも 9)で始めた、という人はいないはずですu

こんな例があります。地方からの出身者で、神

戸なら震災復興関連の仕軍があると思い、テレピ

でよく見た緊●馘三宮に出て来ました，最初は

旅館に泊まっていましたがどこで仕事を慄せば

良いのかも分からないまま、 1さんたんと手持ちの

金も蕪くなってきました。ずっと旅館に泊まるわ

げにもいかず、駅周辺で野宿を始めました，数日

経ったある日、我々よりも先に三宮駅周辺の世話

好きな路上生活者に声を●卜けられ、その人たち09

グルーフのお世話lこなり、日を豆わ、気がついて

みると、いつの間にか食料を調●する琴が出来る

場所と方法を覚え，自分もそのグルーフの一員 l二

なっている、最初の就労意欲はどこへやら、とい

う人がいましたコ良きにつけ惑しきにつけ中9U手
カトリック教会の知名度は抜群で、 「あそこに行

けば生活用品が頁える」 「風呂に入れる」 「交流

の部屋でゆっくり出来る」と聞きつけて、生活拠
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点から非常に近いだけに「利用出来るものは利用

する」式に●なじみになってしまった人もいます．

三宮でするずると深みに［なまつていく方［ま少なく

はないようですn

最後に、ポランティアの粍対数が不足している

涵や連絡の不行き届きにより、同じ人への対応a
仕方の違いなどで路上生活者への不9言感を与えた

りする事があるります，私を始め参加するポラン

令 メリケンパーク・コース

昨年の阪神大震災より 1年と半年が経とうとし

ていますコ私はその大霰災の複、ポランティアと

＇,て中山手カト＇）ック教会内で行っている夜回’’

の手伝いを始めた，震災直詮9ま、道路や設●など

が不究分な中で、他のポランティアの人たちと一

諸に何も分からないまま行勁をしてきました，私

が今主［こ巡回している所は、メリケンハータとそ

09周辺を中心にして、公圏や道路上で生活してい

る 9おっちゃん」たちと色々な形で●し、 「お9

ちゃん」たちが今なぜこんな生活をしているのか、

またしなければならないのか、 「おっちゃん）た

ちと会話している中で一緒に考えています，

メリケンバークの夜回りを 1年以上も統9ナて、

神戸市の行政の不充分な所、また人追的に見ても

許す●の出来ない様々な行動を見てきました。私

たちの生活を保証しているという建前の裏側では、

あまりにも常譴から磁れた、もう一つの●がある

ことに気付きました。

メ J ケンパークは、領災程9お令~りにも●初の禎

壊が大きく、ほとんどの施設や●物が作劾してお

らず、閉扱された状速が約半年位桟きました，そ

の間に、国造2号●よりメリケンハークの中へ多

くの路上生活者の人たち瓜ダンポールハウス等

で生活を始めました，この時期は，どの公園や竺

ぎ地でもピニールシートやテントなどで披災した

人たちがテント生活を Lていた峙期でもありまし

たCメリ，，ンlヽ ークで、多い時には約30人くら

いの路上生活者が生活してましたが、今では神戸

市からのエ峯が始まっており、メリケンパーク内

の90％は工事現場となっていますn 「おっちゃ

ん」たちの休む壌所は必然として少なくなってい

ますコどこの工事も●●同じ状怨て、長い期問勤

いてないようにも見えぽす2

神戸市の大きな特徴は、光るものが大好きであ

るということです。大這災で疇戸の町が大被害を

受けて、未だに復巽の兆しが見えていない状況の

中で、メ '9ケンハークのホートタウーに灯りを、

子ィアが、路上生活者●々人について（路上生活

者は人それぞれに抱えている問●が違うので）と

こまで●わって艮いのか分からない寧や、法ぼ

市の対応等をもっとよく知り経験を19まなくては
いけない苓路上生活者には社会のルールやマ・）•

ーを守るという●を通して社会に認知されるよう

努力してもらう幸、等の問●があると思います。

（松尾功-)

メリケンハークに仮設の遊●地を設け．その遁具

（観覧車）に賑やかな灼り（ネオン）をつ9ナ、早

くも神戸市は復興しましたと苫わんばかりに表向

きだけの、見せかけの復興サインを送っています．

もっと足元を見て下さいポー"ワーの下、船

●き場メリケン9＼ーク内の状態、そして多くの

被災した人たちの心埠全く復●の灯りはついて

いませんC メリケンパークに行くといつも思いま

ず．時が経つにつれてメリケンハーク内が完全に

幣備された時、今生活している「おっちゃん」た

ちの事が本当に気柑かりです。 99戸市9などのよう

な対応をしてくるのでしょうかn

私はメリケンバークを中心に動し、な不当に多

くの捻上生活をされている人たちに出会いました。

私たちの大先翠です．いるんなことを話して、「お

っちゃん」たちと煤わりを持つようになっていつ

も思うのですが、 ［おっちゃん」たちは殆どの人

が人間らしさを持っていまか温かい心、人r9と
しての心のあり方など、優しさをもっている人が

多い軍に気付きました，ふだんの社会生活の中で、

こんな本当に慢しい心を持った人に出会うこと lょ

1中々●しい事ですn

彼らのために、何かお手伝いする苺まないだる

うか。苦しんでいないだろう応寂9，くはないだ

ろうか。毎白の様に思っていますC 自分は家厖も

あり仕事もあるため．自分の空いている時問でし

か「おっちゃん」たちと接する●会がないので本

当に残念なのですが、チャンスさえあれば「おっ

ちゃん」たちともっと深く接し、 「おっちゃん l

たちの悩んでいる●を一緒9ご考え、行動していき

たいと考えています。

話しは変わりますが、夜回りに参加してきた多

くの人たちが、この現状をどれだけ把慢し，cいる
のでしょうか？ ただ単に何度か夜回りに呑加し

て、帰ってしまうだけでは何の進歩もみられ寄せ

んコそれぞれが自分の心で何かを見たり、何かを

得たりしていかなければ、念加している人たちも、
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また夜回り目休も進歩は見られないと思うのです，

多くの人の意見を閏いて、もっと充実した夜回り

令大倉山コース

大倉山コースは、中山手教会を出発して楠谷町

公図→大●山公園ーIB有馬道市場→婦人会館を回
っている，出会う人数は少ない時で 12名、多い

時で20名を超える時がある。

大念山公国l9公園内l2野球場があり、その中に

は仮設住宅が●っていふ 99球場 9仮設住宅）を

囲むようにして公園、中央図書館がある，

去年 (19 9 5年1の3月5月に神戸文化ホー

ルで●災の合同懸菫祭があリ、その時に文化ホー

ル横の大倉山公園にいた人に対して立ち退きが行

われた。理由として，公には言っていないが、こ

の合同慰霊祭に首相・皇太子が参加するので「見

苦しい物9 （この表現が正しいかどうかは舷らな

いが・)」は、排除をするというやり方ではない

かと我々 lよ恩った。大倉山公園内にある中央図書

館は、この営災によってかなりの被害を受けてい

る。 19 9 0年1月24日に、中央固魯館復l日の

工事が始まり，周辺で生活していた人々は追い出

される事になったのである，

このコースは他のコースと違い、中山手救投本

令湊lllコース

袢戸での寄せ場、新●地近くにある●j[9公園と

その周辺を回るこのコースでは、人間社会のあり

とあらゆる問題にぶつかり、巻き込まれてしまう。

現役のa澪い労●者と，高齢・病気などそれぞれ
のわ［ナあって働けない人々に，手配師ややくざも

9●じり、金が動き、男女の糸がもつれ、アルコー

ル依存が拍車をかけるように事件や問題を引き起

こすu

さまざまな利寄関係にがんじがらめになった

人々の抱える相談に、たかが週一度の夜回りでし

か●を合わせない私たちが応じる事に、最初から

無理があるように息える時もあふある人が f湊

"に と茜っていたが、本当

にそう恩うc

震災からしばらくは、災害救助法からもれた

人々に拗汽を届け、医●の道を伝え、サポートす

る事t二ったか、あれから一年半、関わりはより個
人的で、その人の人生を知らなけれ99対処しかね

を統lナていきたいと呑えています，

（栴井一●l

部（現カトリック社会活勁神戸センター）が夜回

りを初めてからすっと関わってきた人が多い， し

かし最近で［よ、新しく已会う人が増えてきていふ

夜回，)をしていると色々な涸●が見えてくる。

例えば、仮設往宅が当たっているが仕＊のために

夫は仮器住宅でなく公園で壱泊まりしている人，

仕事に行きたくても今穿での●労勅や＿アルコーク

ルによって体がポロポロになっている人。裳災’ご

よって今まで勤めていた所が潰れてしまい、白分

は●くことは出来るが＿今まで世話になった親方

が工務店を再開するまで自分は仕事に行かないと

言っていた人がいた．屯齢のために仕峯に行きた

くても行けない、又•訊吏ってくれない0 今まで生

活しでいた所から雛れて暮らしていくことが•

だ！ 施設に入るの Iょ、源だ＇ （中●との酒での

トラプル翌嵩• ・就労・労働・遥い出し・いた

ずら・医療・襦祉、アルコール●存● 1詳，＜，9
91項にて）の問題がかなり大きくなっているJ

（森安 ●氏｝

それとももっと深く●わ 1）、メンタルケア的な活

●まで踏み込んで行くのか。もしそこまでやると

すれば、今の人●では絶対1こ足，）ない、時間がな

ぃ｀知誨もないc

全てのコースに共通しているアルコーiレ依存の

問題一つ取っても何をどうすれば良いのか全く

分からないままに活動を続けている軍に不安lこな

る時があふ

それぞれの間●に●門的な知織と嵯験を持った

ブレーンを1尋て、共に学びながら共通理解の元に

活動が出来るようになればと恩う。また湊川コー

スでは夜回りで会う人数は少なく、日中に出会う

亭の多い路上で苓らす女性たちの問●も、真食11こ

話す時問さえないままに [9とんど手付かずとな

っている，釜ヶ崎や山谷ほどの怪物が9人●＇こ関わ

っているわけではないだけに、路上で●らす一人

一人の存在が際立って目に飛び込んで来る神戸で

は、 「あの人は」という個々への思いが●くのし

る所まで来ているように思えるm かかってくる，

その人の今ある問題だけを解決すれば良いのか、 （溝巳 あきえ）
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令生田Jllコース

夜回，）で匝る範囲は、新神戸駅付近から生田"

沿いの公国、阪急三宮駅から春日の道駅迄の線距

のガード下、そしてそこから南に位匿する全壌と，

市役所の南にある東遊園地です，現在夜回りで 1

2~1 3名の人に出会いますが、生田川コースで

路上生活をしている人 9ま実際にはもう少し多いか

も知れません。コースの範囲は広く、全域を回わ

れていないのが現状だからです。

弘たちの出会う人の中には、気軽に病院＾行[t

ない人が多いです，そのために風邪が何ヶ月も活

らなかったり、すぐ治る●が化膿してしまったり

します。何らかの持病がある人でも、相当悪くな

らなければ痛院に行けませんコ理由の一部は更

生援渡相談所に行くのが嫌だから、病院の対応や

不自由が嫌いだから、お酒が飲めなし＼病状を短

るのが恐い、今いる所を罹れると食べられなくな

る、荷物が気になる、仕事があるからなどです。

仕事をしている人も少なくありません。アルミ

缶やダンポールなどの回収、詈●会社や麗労慟な

どです，住所がないと仕事も●られ、賃金が19か

ったり｀その日の仕事があったりなかったりで、

手元にほ●かしか入りすせん・金が京，、ても仕

峯がきつかったり、人間関係がもとで辞めた人も

いますc

ガード下に住むNさん19、空き缶などを集める

仕●をしています。彼と話しをすると、内容が段々

に大きくなり夢のように発展して行きます。例え

ばNさんは、スチールのコーヒーの空き缶もた<

さん集めています。アルミでも安いのに●の缶が

売れるとは，.えないのですが、 Nさんは「コーヒ

ー会社はこの缶の上部を缶切りで切り取って、コ

ーヒーを入れてから~また蓋をして売るのだコ t'

から、こうして集めているのだ」と言うわけです、

本人は至って夏●目で、話していると思わず笑っ

てしまう楽しさもあります。しかし、いざ徊がも

う少し9,1の良い仕事に就きたいと●う時、社会に

受IがE9まあるでしょうか？ Nさんだけのことで

なく、私たちが出会っている人たちは、内気で、

人が良すぎる人が多いですc 合理主●の社会で、

彼等の人間性がどれ程生かされるのでしょうか？

Kさん夫妻は、需災で家を失いました。三田の

仮設が当りましたが、 Kさんの夜勤、奥さんの早

●バートを考えると、そんなに遠い仮設に移るわ

けにもいかず、新神戸駅の近くにキヤンフ用の干

ントを張って生活しています。

生田川コースには公●で生活をする人が多く、

その一つの生田川公●てぱ5人に出会います。そ

こは桜の季節ともなれ＇，へ花見をする人々で賑わ

い、昼夜を問わず騒々しい宴会が桔きますい 「我

等も＇ j と、毎日（中間同志で飲めば身体に悪く、

飲まなければどうにもない寂しさで心にも悪いよ

うです（と書いているのは、牽者が呑んぺえだか

らです）ー・かなら桜の花も和むことはあるでし

ょうが、生活の場での運日運夜の浮かれ様に、孤

立惑も起こるのでばないでしょうかつ

ナ全体における閻題点

策 1の問題点は、人々があまりにも知らないと

いう＄私は夜回りに参加する以前（活動がある

事すら知らなかったのですが）、路上で生活する

人を憑いと思っていましに触れてはい[tない、

近吝ってはい(tない、と思い込んでいました。ひ

どい話ですが、それが今までの私Cあり、世問一

般であると息います。

私はすぐにそれは儡見であったと知りましたが

まだ知らない●が多いのです。その土で最も大さ

な•は、 （なぜ路上で生活をしているのか9」で

す」それを知り、理解するには、 19々 な手を知ら

なげればならないのかも知れませんn どうして跨

上生活をしなければならなかったのがなぜ、止

められないのか，仕享の亭＂福祉の寧。私の知ら

ないいるいろな圭それを謙虚な気持ちで知る事

によって納得したいまずもっと私が紅り、理柑

する事が大切lこ思えます口なぜならば、私イコー
ル世閤一般が感じる事であるからです。一人一人

の意識が変わって行く事が大切であり，棟々な•

面で対立に終わるのでなく、どのようにしたら理

俎されるかが大切であると思いますC

第2の問●点は、アルコールに依存する人が多

いと言う亭です，それがために喧嘩をし、人間関

係を悪くしたり、●康を様ない、仕●が面19lにな

ったり、しまいに自品臣棄lこなった（）と悪●渭

を繰り返してしまいます。なぜ、呑まな lすればな

らないのか？ なぜ、やめられないのか？ （た

だ、お酒をやめればいいだけなのに」では済まさ

れない問題ですC

（森智子）
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令 元町コース

？迎間に一日だけ中山手でポランティアを始め

て、なんやかんやで一年が経っ応元町アーケー

ドも、 「おっちゃん」たちの人致が滅ったために

元訂＝ースに変わったという出来平が、自分にと

っては一番印象深いことだと思ったc この一年間

で自分が得られたもd>、失ったものがたくさんあ
っ乞ずらずらと書いていきたいと思ったので、

ペンを取った，

元町コースは、はっきり言って肉体的にえらい

（しんどい）でれ自転車というのが弓らかかる

のは理解できます0 自分はもう一年も自転車に乗

り夜回りをして●れてしまった“自転車に乗って

いる時間まだいたい40分くらいですロルート

は地下鉄県庁前→大倉山地下道—•塙町公園ー元町

ァーケード→花隈公●ーJR元町駅一三ノ官セン

ター街ー•中山手というわけで、東西に19広く夜回

りをしている。

しかし、地減が広いわりに、 「おっちゃん」た

ちと出会うのが少ないバいつも必ずいるという「お

っちゃん」たちは、 6人です口だから他のコース

よりも人数の動きが大きいのです，ある時は・'

5人というような状態になる' 'おっちゃん9た

ちに●う人数が少なかった時、自分の心の中では、

嬉しいような●しいような複雑な思いでいっぱい

になる，いつも会っていた「おっちゃん」が、突

然姿を浪してどこかへ行ってしまう事が、今まで

に何度もあった． 「おっちゃん」が仕事に行って

いるのなら安心出来るのですが｀全ての「おっち

ゃん」がそんな理由でいなくなったとは思えない、

夜回りをしている時、今日は会えるという強い思

いを持って自転専に乗っている。

初めての［おっちゃん」に出会うのがごこ最近

多くなった自分としては「こんばんわ、夜回り

しているもんてすjてな惑じで「おっちゃん」た

ちと接してきた，いきなり名前を教えて下さいと、

自分は芦に出せない，ある程度、 2.3回会って

から「おっちゃん」の名前を聞くようにしt•いる

のが現実の状語です。中山手の●はかなり広まっ

ているのか、 「おっちゃん9たちからは、 「ああ，

知っている」という返苓が多いので｀話し易く会

話がはずむので、讀しい限りです，ょく喋る fお

♦ ［交流の日］

日中まわりや夜まわりを通して、たくさんの「お

っちゃん」や rぉばちゃんjたちと知合うことが

っちゃん」と一緒にいたら、あっという間（ご 20 

分ぐらい過ぎてしまった享があったc そんな「お

っちゃん」と別れる〇（ま辛い思いがするけれど、

自分たちを必要としている「おっちゃん」たちが

いるんじゃないかという気持ちで「おやすみなさ

い」と言っている。どこのコースでも同じ思いを

していると思いますが、 「おっちゃん」がお酒を

飲んでいる時が一●気を使ってしまう r 冬の季節

なんか風邪をひいてしまうんしゃないかと心配て

たまらない思いになる。 「おっちゃん」の多く＇土

「大丈夫）と言うげれど、やっはり気になるので、

毛布の一枚を渡した●があった，自分の知ってい

る限りの fぉっちゃん」たちは無寧こ超冬ができ

たので安心している力＼神戸にいる「おっちゃん」

たち全員が大丈夫だったわけではないと思うu.
いからお99を飲むという考えは理解出来る。しか
し、お酒（こ飲まれたらおしまいだと、ある「おっ

ちゃん」を失ってからつくづく思う。どうやった

らお酒を飲まずにいられるかという問頸が、 9お

っちゃん」 1二ち（こ里くのしかかっていると怒う。

昨年、中山手でもア（（コールについての勉強会が

あったltど、 9おっちゃん＇たちが勉 39してくれ

たら一番いいと思う。でも現実は甘くないという

のを浅という（まど自分は体験していると思う。

自分がどこまで「おっちゃん」たちの力（こなっ

てやれるのかという思いが、時々頭の中でぐるぐ

る回・ンている，まだまだ若●者だから仕方がないn

これからもがん（＃って rぉっちゃん」たちの声を
聞いていこうと思いを固めている次；；です口前向

きに［おっちゃん」たちと授していたらいつかカ

になっているんじゃないかという希望を待ってい

る。神戸の「おっちゃん）たちは●しい状態に立

たされているけれと、ポランティアの人々の声で、

国を勤かして少しずつ「おっちゃん」たちの人揉

を認めるとなれば良い，とんでもない理想かもし

れないが、自分にも句らかの責任があるのかもし

れないと忌う。

羅後に、 「おっちゃんjたちとポランティアの人

たちの'•1 に出来上がった●係を大切（こして、こ0

夜回りという活勤を紐げていきたいです，

（原田成規）

比来ましに。彼ら彼女たちとの●わ，,の中で見え

てきたことは、昼間に安心 '_~c 憩える場があった
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らな、寒い時 9こ温かいお茶でも飲めfーらな、仲間

とゆっ（リ器が出来る所、仲問同志でいろいろ情

報交換が出来る所、何か相談出来る所があったら

な、風呂も欲しいな・ ・曹との息いでしたロ

震災以来、中山手救援本部に「おっちゃん」「お

ばちゃん」たちが訪れ始め~いろいろの思いが徐々

に実現していきました， 99 95年10月以降「交

荒の場」が「交流の部匿lとなり今毎日 10数名

の方々が中山手カトリック教会を訪ねるようにな

りましに本を冠んだり、テレごを見1ーり、 9舌を
したり～昼寝をする光●も見られますこ洗湛をす

る人、碁を打つ人、将棋をする人もいます。毎迎

木曜日は、 「交流のa」と呼んでいます。この日
に広医者と者謹婦さんが来て下さり医療相談が

行われ芽す，毎遅 10●名がお世話になってい苓

ず自称美容師、自称理歴師による散髪も行われ

ていますコ毎週 10数名の美男・美女が出天上が

っていますc 巷加ポランティアによる生活祖駿も

行なわれています。訪問者の最高の楽しみは『お

っちゃん●呂」と呼ばれているお風呂で丸毎迎

SO●名の方々が人浴しています。●近では、カ

リタス神戸地区やバフテスト教会の夜回りで出会

った方々も来られています。

9村田稔｝

全「おっちゃん風呂」◇ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 9 9 9 9 * ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 9 
臼本のおちらこちらに温泉が湧き會ぽとんどの ら湯忍，，こ入ってね」，すると「わかっとるわい」

人は嵐用が大好邑中には屎呂が苦手という人も と返つてき9す。その閉、散姜もあ 99吹釈<

い哀す力し なかれ、その辺の理妥店に劣らぬ腕莉の面々，医

9 995年｝丹の大震災でカトリック中山手教 僚栢談は医綜と者護婦が当リ、生活招設のメンパ

命こ救援本蔀ガ＇邑9屯，その中に「夜回り~日回 ーもおり9冗浣濯捜も2台あり、芭由に使って

り組があり9した，，，災莉から野宿していた方、 いただi99す。タオル、朋著、靴下など必要に応

忌＇災後野宿することになった方のためのパトロー じてお分げし9充

ルであり9したがその方々も当然入浴したし，. 凰呂番頭の役には曹一つの結権が恐りますJ ，谷

それが「おっちゃん蕊呂」で曹毎選木，，S午後、 室に去い闊入っている人を呼ぷために、滑温の器

希望される「おっちゃん」たち／こ．蹂かい滋呂で

リフレッシュして預き表ず．

「ああ．良かったわi. この一声が一番堵し,,

で沈服呂培はプレハプの中の2坦程の郎分1ご朕

衣室と浴室があり~浴摺もゆったりしたのが2/II．

シャワーも2つありも一度／こ3人が使えるように

なってい芸す．俎呂を楽しみに集妥った方曹体や

足が憑い方には車でお迎えに行ぎ、全貞控った頃

入浴頌●のくじ,1告をし宏す。午逐1埒から頌／こ

入ってもらい芸す"・ '身体をきれいに洗ってか

③ カリタス大阪・神戸地区夜回り会
1 s a 8年の冬、ある男性から「毛布集めても

らえないか」と言われ、「えっ、毛布なにするの？」

9神戸にもた（さん91宿している人がおるんや。
この●さで凍死するかもしれへん、一枚でも掛け

てあげたいんや」という事がら勺 99戸の夜回りの

第一歩が始まりましにちょうど、カリタス神戸

地区福祉運●会が結成された年のことです。

一人、二人ではとても出来ないことが、カリタ

ス神戸地区の活動の一つに●み込まれ、沢山の

方々のご理解、ご協力｀ご支19によって“夜回り
会＂が誕生しましたへ

釜ヶ崎の夜回 'Jlこ巷加したり、勉強会をしたり~

，，ができにくい人のため（こ曹やむを禄ず浴室ドア

を細く問ける二と、そして一人で入浴9佳堕しい万

の介添えをすることです。しかし蒔にはなっち

ゃん）の体の翼笈を者頭燎さんに知らせておても

らうごともあり京す。 「おっちゃん」の丸くなっ

な脅ばった貨中を診て．祠年か剪荼でば継援9

，，かし、 JI労働（ご堪えて央られたことを忽い曹瘍
み矛怒じ、もっと社妾全体で支えねばとつくづく

忽い荼す。

（凶的秀子）

講師を招いてお話を聞いたり、各躯設を見学し9、

り、福祉事務所を訪ねたり、わからない事だら"

の 夜回り会＂でした。

あの 1月17日0阪神淡路ス歪災の前々日まで、

継緑されていました，

夜回り会の集合基地であったカトリック下り手

教会が全壊し、物費の●庫をお惜りしていたヨハ

ネ陪道院も全●してしまい、交通網の遮断、●加

者の根災などなど・・ 

中山手救援センターがいちはやく手掛けてくだ

さ，）、全国からのポランティアさんと共に破災の

真っただ中から新しい、本格的な“夜回り会＂を
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毀生させ、継続されています。今カリタスキ9戸地

区としてはその一i茜左担い、長田、須●地区を担

当し、毎迎木曜日夜回りをしtいます，案災●後

から去年くらいまでは、 1 4 ~ 1 5名でしたが、
今では5~9名です，

中凶手救投センターからカトリック社会活動19

戸センターに名前が変わっても 7夜回り会＂の活

勤は同じで、夜回＇灯｝後のケアー、医疫・生活 95談、

散戻、入浴などを引き受Itてくださり、運携出来

るのでとても心強くなりました。ただ参加してく

ださる方が少ないので、少し●っています。須磨

浦公●から中山手まで少し遠いので、元気の足り

ない方の送迎や、｛中間の集いなどは誘い合わせた

ら、一緒に行けば巷加出来るという時の車の手記、

あるいぱ末た出会えていない方々の発見、調査の

ための時間と人手の不足などです＝カト~）ック社

会活●センターで、月一国開かれる＂（中間の集し＼・

は「おっちゃん」たちが、自分の気持ちゃ考えを

話せる集いですが、 濯iたい問●［エあ，)宙すが）
とても勉強になりますC 「お9ちゃん」たちの心

が開かれているのが感じられ、ひとりでも多くの

方がこの笙いに参加できたらいいのになあと思い

ます。

（●佐 r言子：

⑭ 神戸YWCA救援センター「路上生活者との腐わりについてJ
阪神·淡路大震災後~神戸 SWCA救援センタ

ーの活動が始まり、問もなく 1年半が過ぎようと

しています。●災酉後からの私たちの活勤は行

政から公的避難所として認められることのなかっ

た公●~テント、また路上に避藷している人々を

中心に、●●区、消区、中央区の地ばで●●して

きましたc

近所の人たちを廂れた匝践の中から引きずり出

している間に避●所［まいっぱいになっていたか

ら~ ~、宝●の中に●●＃棺えている者がいて他

のみんなの迷惑になるといけないし・ ~。●●所

に入ることの出来なかった人たちの多くは→この

ようにして公園やテンにまたは全填家度の中等

の項•所」と認められることのない場所での避

難生活を始めました。私たちはこのように●々で

違う者景を持つ人たちと一緒に、一方的な敷掻．

浅助ではなく勺一人一人顔を見合わせながら、お

互いに信●を築きながらの支援活動を志して来ま

した。それは、時には救99物貸を届けることであ

り、●災証明の手統きの手伝いであったり、京た

今後の生活再建の9月接や、緊急を要するものなども

とても一言で言い切れるものではなかったと思い

ますし

そのような活動が始まり震淡からニヶ月が過ぎ

る頃、私たちは地下歩道にいたKさんに出会いま

したn 当時Kさんは撻尿病を患っており、世●か

らは’ホームレス」という●見の目で見られ，行

政からは「元々家がないから」という理由でKさ

んに対して被●者としての援助は全くありません

でした。このような事情でKさんは充分な医療も

受けられずにいましに市瞭員の間で rホームし
スは追雖所から排除すること」というマニュアル

が出回り、雑誌で路上生活者を中ほする記写が掲

位されていたのも同じ頃だと思います・ ・コ

Kさんはある●情により地下歩道を出て、公醸］

でテント生活をすることになりました，そのとき

Kさんはこう言いました、 「テントを張ればそこ

を住所として生活俣謹が受けられるはず已そう

すれば私も必ず真人間になれます。」

ところが現実は違いました，す9戸市はテントを

住居としては認めず勺 Kさんの生活保護の申請を

拒否するばか＇）か、公●からの立ち退きをも迫っ

てきました， Kさんだ[t！こ限らず高齢、失菜病

気などのほ々な理由で安定した生活が出来ず、本

当に生活保護を必要としている人々のための福祉

制●は今の神戸市ではなされていないのが実状C’

，，，なぜ路上に苓らすことになったのか、なぜ路

上に薔らさなければならないのか．と君う李には

全く視点を世かず、そこに終上生活者が「いる9

と言う寧だけを見ているのではないでしょうか。

テントだから生活保護99申請できない、テント

を正式な住居と見なすことは出来ない、という言

葉は、震災により家を失くして公●に避筵してい

る人たち、つまり「いわゆる晋通の」市民こ対し

ても幾度となく発せられました・ •災をきかっ lt

として活勁を捻めた私たちが、路上生活者との関

係をなぜ●ち切らなかったのか．ということにつ

いてlよ今更述べるまでもないと息います・・ • 

このよう 9こして私たちと路ヒで藩らす人たらと

の関わ・Jが始まりました．昨年冬にl9束＄薗こ問
設された「冬の家jに参加し、 「冬の家」喀了役

には中山手カトリッタ数会．パフテス 9•99戸教会、

刀リタス神戸が定朔的に行って．＇る夜回りにも苓

加することになりました．私たちは2月中●迎土

-~-



曜日にl0~1 5名の人数を3グループで分担し。

詈段のB中での巡回地区、具体的には鄭賀JII・ 石

屋ill周辺、王子公園付近、阪急●日野道駅簡辺な
どの地区を巡回しました。その中で会うことが出

来た人たちは、ほとんどが昼間の巡回では会う こ

とが出来なかった人たちばかりで、小雷の降る中

に毛布も何も持たずに寝ている人や、寝返りをう

てばJII底に落ちて行きそうな場所で寝ている人な

ど、私たちが墨間に見てきた街とは明らかに違う

ものでした...

私たちは地下歩道でKさんに出会い、さらに多

くの路上生活者に出会うことにより、路上生活の

硯状を目の当たりにしてきました。アルコール依

存、樋祉制度、生活保譲、医療闊題・・、このよ

うな問編を解決していくことは非常に困蘊なこと

であり、同時にどれもが私たち人間としての権利

に1111わり、それだげにとどまらず生命そのものに

襲わる問題であることを認識しました。

5.対市交渉
r神戸の冬を支える会Jは、路上生活者たちへ
の具体的な支援・教援と菫行して、叡ら観女らに

対する行政の対応とその貫の改●、また重識の変

革を活動の大きな柱の一つとして行って来た．半

年間に及ぷ救擾活動や一ヶ月近くに及ぶ「冬の家」

でのテント生活は、それはそれで大きな学びの収

穫をもたらしたがその様なものがなくても、観

ら霰女らが安心して暮らして行ける樺な社会を本

来のあるべき姿と膏えるからである。

しかし璽災以前から、現実の行政の対応はそれ

とは糧違いものだった。そして震災以櫨はもっと

露骨な影でそれが行われた。しかも遍●所・祷機

所、あるいは公圃などにテン1-暮らしをする人々、

つまりかつてはいわゆる「一般市民Jであった人々

これらのことは被災地神戸だけに頗られた問題

ではないでしまう。これらの問題を解決していく

ために私たちは、路上で暮らす人たちと一籠にま

だまだ多くのことを学ばなければならないと息い

ます。そして｀被災奮路上生活者などに限らず、

全ての人が人間らしく暮らすことのできる街を築

いていくことを目指していかなければならないと

考えます。

もうすぐ震災から二度目の夏が来ます．B纏に

減つていく震災関連編道に比例するのか、 霞災直

後に溢れかえっていた支援者、ポランティアの数

も大幅に減っていきました。今では通賞活馳や毒

週末の日中巡回活動をするのにも人手不足という

賓り様の私たちですが、復興の信で置き去りにさ

れていく様々な問題にこれからも向き合っていき

たいと息います。どうか、ご支援、ご協力をお願 ．

いいたします．

（杉山 I曇）

もまた11}じ扱いを受けるに至り、私たちはそこに

r市民Jに対する行政の本貫的な姿を見たのであ
る。すなわちそれは r11.I:.生活者』だけに霞られ
ていたのではなく、本来「市民J全体に向けられ

ていたものだった。ただ「市民」 にはそれが上手

に覆われ、見えなくされていた。地震はそういっ

た陽されていたものを襦り動かし、見えるとこる

へと突き上げた。

震災以前に 「鱚上生活者」に対して行われてき

たことが、今震災による r不法占拠者」たちに対
しても行われている。恐らくそれは、今後少しず

っ、縁やかな、あまり目立たない形で、 「今何と

か、一般市民でいられる書Jたちにも及ぶだろう。

そして更に、自分たちもまた市民でありつっ r今
飼とか、市役所●員でいられる看Jたち

にもやがては及ぶに違いない。恐らくこ

のままだと、この街は神戸市長一人だけ

が安心して暮らせる湯所になるに違いな

ぃ．
そういう珊解で、私たち『神戸の冬を

支える会」は、本当の現実を肌身で知っ

ている帷ーの、数少ない証人である r路
上生活者Jたちと共に、市との交渉を籟

けてきた。会の前道の一つでもあるカト

リック中山手救援本部の活動も含めると、

憂菫及び抗繕申し入れを行ったのは、 1
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g 9 5年3月から 19 9 8年3月にかけて全部で

8回である全てを紹介することは出来ず、また

●々の取り組みの項でも取り上げられてもいるの

で詳細は記さないが、 「冬の家」の撒去に絡んで

行われた 199 6 年 1 月 5 日及び~1 0日の交渉に

ついては、テープ起しをした内容を巻末に掲笠し

ているので、●開されたいr 99し言●なので説み

づらい点もあるが、出来るだけその時の雰囲気を

伝えたいのと、袷でこちらが勝手に交渉の内容を

改ざんしたと言われたくないので、修正は必要最

1●●9こ●めたコ

1年間lご8回19多いか少ないか、分からなし¥:

しかし` 9冬の気での交活mtを取っても、そ
れに竺る大変な過程があった，そういった前提が

あって始めて、交渉というものが表面に表れたこ

とはご理解頂きたい。げれども、これは決して勝

利の記録でlかなし‘r91え'"月 10日の交渉でも
獲得出来たものは 1回であった食亭を2回にす

るとか、更生憬謹相談所でも炊き出しをさせると

か、わずかな具体的な葦でしかない。この程度の

事しか出来なかったと言う記緑であふしかしこ

の程度の峯すらも、神戸市を変えるためにこれだ

けの時間と労力を必要としたのだという記録でも

ぁふそしてその「無駄如蹄問の間に何人の

要望・抗巖牢し入れー寛

者たちが●さと飢えに雨え、健康を言し，果ては

命を落としていったことか，

記録を読んでもらえば分かるが行政が一●し

て言わんとしている苓は明らかである， 「お互い

の●みとかについては私たちも充分にわきまえて

お話しするつもりです口皆さんから聞いた藝ぱ貸

●な私の財産だと思っています」と紺めに言いつ

つ、 iたた、やはり集団生活ですから、 ・但1世の方

と問90のある集団生渚をしていただきたいこれ

はルールだと思いますJと変わる。確かにルール

ではある。しかしそれではなぜそのルールが破ら

れていくのか、誰がそうせざるを得ない状況を放

●し続けて来たのか、何も語られていない。いや、

語れないのであ五桔局、あなた方の●は理●し

ている、理解しようと努めていると言いつつ、最

終的にはこちらのことを理解しろ、何も文句を言

わずに与えられるものを黙って受け散れ~と宮う

風にしか●こえてこないr

これと同じ言葉が、待機所や逝薩所、公●での

テント、そして仮設住宅に至るまで●いているの

だと思うリそして恐らく、これから神戸市の都市

計画に基づく指導によって建てられる「恒久住宅」

に「落ち薙く」者たちの所にも、やはりなお同じ

言葉が端き紳けるに遮いない0

1 1 9 95年3月5日メリケンパークで起こった生活用●●の強納徽去に関して

表 ● 「抗藉●し入れ密及び萎望霰」

あて先~神戸港振興協会 笹山幸俊

日付・ 1 9 9 5年 3月24日

交渉者・カトリック大阪大司教区現地救援本部代表 村田毯、 「夜配り”日●り●」代表 宇根節、

吉岡基

交渉相手・神戸●振興協会 長谷Ill

交渉 2回｀中断

2 9住所不定者」に対する生活保韓問題に●して

表 ● 「『住居』がなく今生活●●に陥つている人の生活保訊に関する●し入れ書j

あて先神戸市長笹山幸悛

日付 19 9 5年 5月29巳

交渉者カトリ・，9大阪大司教区中山手救ほ本郎代表 石井望、地域・寄せ場から生活保汲を悶う全

国運絡会9●
交渉相手．公穂• ・民生局保護諜・災害対策本部

交渉 2回、中断

3 1 9 9 5年8月末メリケンパークでの●●1檄去に閥して

あて先．神戸市港湾局新港管理事務所•

交渉相手神戸市港濱局新港管理事務所長

交渉・ 1回

-45-



4 1 9 9 5年 11月8日の JR三宮駅南での強制撤去に閲しC

表 ● 「生活用品の不当な撤去に関する●し入れ」

あて先，神戸市長笹山幸俊

E 付 19 9 5年11月9日

交渉者 カトリック中山手救投本部本部長巧井望

交渉相手・神戸市土木局中部土木姦務所

交渉 2団、中肝

5 9 9 9 5年 19月4日港町公園での強制19去に関して

表 ● 9抗登及び再発防止の申し入れ」

あて先，神戸市長 笹山幸俊

日付 10 9 5年 9 2月12日

交渉者神戸の冬を支える会代表 9伍 哀人

交渉相手 神戸市公●採，土木局、民生筵

交活 1回中断

6 「冬の家」を撤去するに当たって

表題要求箸

あて先，神戸市長 笹山幸俊

日付 10 9 e年1月aa 
交渉者神戸の冬を支える会峯務局長 吉祠 基、 「冬の家」宿泊者一同

交渉相手，神戸市公臆課、土不局、民生烏

交渉 2回一応受諾

＇・'‘_パーランド神戸釈間歩道榛下、立ち退き勧告に関して

話し合いのみ

B 蓋難所解消・飯孟住宅鯰旋終了に関して

表 • ~ f避甦所解消・仮設住宅斡在終了通告に対する抗議・申し入れ」
あて先神戸市長笹山幸俊

日付： 1 9 9 6年 3月13日

交渉者 ・t9戸の冬を支える会事務局長吉岡 基
交渉"回｀中断
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V. 野宿の現実と神戸市の「福祉」行政

1.野宿の現実から
生活．僭患アルコール．高齢者．

①生活

神戸で"宿している方たちの匿かれている状況

は様々ですから、抱えている困●の性買も様々で

ずし、舷決の仕方も多様にならざるを得ません。

勤く体力と仕事があって収入もあるのに、泊ま

る所がなくて野宿になることがあります。今の神

戸では、地震によって日●い労働者の泊まるドヤ

（簡易宿泊所）もたくさん崩壊しました。そのた

め、 ドヤを●し回っても、空いている部●を見つ

けることは極めて困●ですc 元気で●いていて．

お●もあるのに野宿している人もいるのです，

因みに、今の神戸では日●い労●の日給は土木

建設業で 1l. 500円位（釜ヶ●では 13 5 

00円が棠者と労働組合の協定した額ですが、神

戸には日雇い労働者の労鋤組合がないために様々

な不利益があります。●いた賃金がもらえなかっ

たり、残●手当が付かなかったり、労災が●用さ

れない等c これらについては改めて●●したいと

思います），ガードマンで7. s o o~ 9. o o 

0円位でしょうか＂ ドヤは 1●の部屋から3●位

が管通で、一泊80 0円から2. 0 0 0円位，高

けれ[94, 0 0 0円もします。 しかも、空き部屋

はほとんどありません．

ダンポールやアルミ缶などの資源ごみの回収．

粗ごみの中から使えるものをリサイクルするとい

った仕奪をしている方も多いのですが、今神戸で

はダンボール1k gが3円ですから、 10 0 k g 

集めても 300円にしかなりません。どこかに泊

まる宿賃を稼ぐどころが食ぺることも●しい収

入です。しかし、他人の世話になってはいないと

言う誇りを持って暮らして入る方が多い渫に感じ

られます。

体力や磁きたいという意欲はあるが仕●がない

ために収入がなく、 ドヤ代が払えなくて野宿せざ

るをえない場合もあります。最近の傾向として．

顔付け（手配師に認められ、いつも雇つてもらえ

る状態）や直行（寄せ場に行かなくても、仕寧の

現場に直接行くことが認められている 1 の人が•

えてきてQ 寄せ場で仕事にありつくことが●しく

なって来ているようで丸国19日雇い労●市場を

小さくしようとしている、と見ている人もありま

女性，障菩者

す。

過蒻な日●い労●を梧ける問に、労災事故によ

って樺々な●容を持つに至った人や半ば慢性的に

病気を抱え込んだ人も．野宿している方の中に99

少なくありません．

病気や●●が里1ナれば、入院した，）、施設に入

った見年金が出たりという、福祉の対象になり

ます。ところが、変な言い方になりますが．それ

ほど●くない人の場合の受け皿があ，）ません＂現

実には●けないから収入99なし'・しかし．呈癬で

ないので医者は（誼●能力がある）と診断する，

祖祉事務所[9●9tば良いと相手にしない，このよ
うな中で．食べる物を手に入れようとすれば、コ

ンピニエンスストア やスー ーハーマーケット、フ

ァーストフードの店などから出る、期●の切れた

食品で露命をつながなければならない場合も多い

のです。

ある時、 Tさんという方が登弱し切って●●相

諒に釆られました問いてみると、食ぺ物が手に

入らない、長い間わずかなハンの耳しか口にして

いない．とのことでした．乳児用の粉ミルクを飲

んでもらい、ふとあるコンビニエンスストアー

が空いている（いつもそこに●限切れの食ぺ物を

受け取りに行っている人が入院中で、今は誰も欺

りに行っていない）享を思い出し．それを伝えま

した．数日して、 Tさんは元気を回復し始め．ゃ

がて食べられないでいる仲間に食ぺ物を配ったり

するようになりました．一方で9ま、まだ食ぺられ

る物が●●切れとして捨てられるのに抵杭を感じ

る．他方で.,、 Tさんが困っているからと言ってヘ

「あそこに行けば（期限の切れた）良ぺ物が手に

入るよ• Jと宮って良かったのかと考えると、ひ

どい事をしたとも思うのです．

野宿している人が病気や怪我をした時．西●茂

は庄ず本人負担になります．保険に入れない人が

ほとんどですから．金額自己負担になります＂本

人が支払えない場合は、生活保護で芹応するのが

当然です。入院の場合は生活保謹lこなるのですが．

●院の場合が困るのです。更生センターに入所出

来るか．更生援護相談所に毎●泊まらないと医者
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にかかれません~このことは施設に関する報告

950頁）をご覧ください。抱殴で●な思いをした

ことのある人は入所を疸み● ●餐から遠ざかり、

症状を思化させてしまうわけです，

私たちは震災後に活動を始めたので霰災以前の

状況を把握出来ていませんが、野●の形99様々で

す。公圏lこコンハネやブルーシートで小屋を作っ

ている人C キャンブ用のテントで喜らす人。地下

道やガード下などに●台や闇仕切りで自分の空問

を確保する人。駅の側やビルの軒下にダンボール

ハウスを作る人。コンクリートの上にダンボール

を敷き毛布一枚で●る人。冬季[9●くて眠れな

いので夜過し歩き回見寒さの紐んだ昼問どこか

でまどるむ人もいますコ交通のある所では、人通

② 撻康・アルコール
医療の問題については、野宿している場合に何

らかの保険を利用出来る人は皆無と言っても良い

でしょうし、自費で●者にかかれる人もまずあリ

ません。唯一可能なのは•福祉による対応です，

しかし［神戸市の行政jで触れているように、入

院と敦急は対応するが~通院が蓋しいという問題

がありますr

緊急の場合に救急皐を呼ぺ［＃、一応やって●て

病院に運びます，入院の必要な掲合はその時点で

生活保護となり、退院までは保護が続きます（退

院綬の処遇の問題については「野宿を紬り返させ

るシステム」 5253頁参照）コ入院の必妻が●い

と見なされると、応急の姐霞をして帰らされますC

蓑現し切っているところを通行人が見つけて通報

し、敦急車で●院に通ばれたが~点●を一本9T っ

て憬れと言われた，深夜にふだんから血庄の高い

人が物凄い量の鼻血を出して●●●を呼び、かな

り●方の●院に運ばれたが、鼻血が止まるとその

まま帰らされた、と言った例）またくさんあります。

つい先日~指綸が食い込んだため●急車を呼び、

指綸を切ったが指が●死しかけていたので病院9こ

行き治●してもらいました。 「毎日通院しないと

指を失うことになる」と●●lこ苔われましたが~

緬社事務所は住所が●ければ●院の方法はないと

つつばねました（●●碩祉滋人0出す、特別診•

券で診てもらえと言われた),

通院するには、どこかに住所がないと駄目だと

いう。更生センターからの通院が唯一の方法です

が、更生センターは女性は扱い寄せんコ日常的な

●●の道を閉ざしておいて、放っておけないほと~

びどくなったら治讚してやると言うのは、健康な

りが無くなってから●る支度をしなければなりま

せんク

それぞれの選択にはそれぞれの理由があります、

仕寧に行く人は、寄せ場に行きやすいかどうかが

大切ですし、●品回収をする人にとっては●めや

すいかどうかと買ってくれる場所が近いか遠いか

が問●です。食べ物が手に入るか、寝る場所が安

全か、水が手に入るか、 トイレが近いか。 II閻と
一緒にいたい人、一人で過ごしたい人c どこでも

良いわけではないのですっそして、夜は野宿した

として｀昼間をどこでどう過ごすのかも、大きな

問題で丸危害を加えられたり、差別されたり、

追い出されたりしないような場所を見つけるのも

大変なことですn

生活を保荘したやり方とは言えません．

医療を困難にしている大きな要困の一つに、ア

ルコール関連の問題があります．アルコールが大

量に供給され、かつては特別な時の飲み物だった

酒●が、すっかり日常化してしまいました．そ（り

分、アルユールによって肝臆を●くするなどの●

庫●●、人閏腹係や仕哀に支陣を来す閤題、アル

コール依存の問題、アルコール中●の問●など、

アルコールに起因する様々な問題が坦え糀けて~い

ます。医療がうまく 9うかない人の場合、入院中に

呑みたくなって自分で退院してしまって戻れなく

なったとか、呑んで騒いで●制的に連院させられ

たと言ったケースが少な（ありませんn 内●●●

と並行Lてアルコール依存症の治●をしなければ、

内臓の治寮もうまく行かないのですが、そのこと

を真剖に考えている●●機関が殆どないのです。

一方で［士、依存症の症状としての行●を、●儘だ、

自分●手だ、意志が弱い、やめる気がない~人格

に問題がある、とその人のせいにしがちです。仕

方、呑めば悪化するのに寂しいから呑まずにはお

れないのだろうと容認してしまうような対応にも

問題がありますコ更生センターがやっとアルコー

ル問題に取り組み始めましたが今問題を抱えて●

宿している人が依存症を始めとするアルコール摘

運の●問題を●決するには、余，）にも手立てが少

ないと言うのが現状です。

しかし医●以煎lご問題なのは、野●が●●lこ9

くないと言うことです。食事一つ考えても、冬[、

湿かいものが食ぺられないし、夏に時間の経った

ものはほんでいるかもしれない，栄璽は片寄る。

コンク「9ートの上では眠れないほど冷え、あちこ
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ちに不具合が出る。放火されたり、編●されて怪

我をすることもある。あれこれ心配で、安心も、

③ 女性と男女
神戸市では不当にも、福祉享務所[9生活●滋に

関して「住所不定者」は扱わない、と規定してい

ますC ．生授護相談所だけが窓口でもところが、

更生授護相談所は男性のみの旅設ですから．女性

の受け皿がありません。窓災直後に「これはおか

しい」と抗灌すると神戸市は ［女性の路上生活

者はいないから問題はない」と言いましtらしか
し、夜回りや日中国りで幾人もの女性に出合いま

す。 9冬の家」でも●人の方が炊き出しを利用し、
3人の方が宿泊されましに女性が野宿するのは、

男性が99宿するよりずっと危険で、●難です，性
的な危険も多い。身を守るのも難しい。舅なら、

公●の水道で体を洗うことが出来ますが、女性に

は出来ません．●災後の選造所で、女性はプライ

パシーを守れなくて苦しんだと言われます。野宿

していればそれが日常です，それだのに、受け皿

がない。これは行政による「女性●別」ですc 廿

謙に対して神戸市は、売春防止法による婦人●諒

●や婦人椙諒所で対応すると言って対応の努力を

し始めましたし、相談●や施殴尊員の対応 9ま悪く

はありませんでした（「冬の家9や夜回りで出会

って●談に行き、 5人の方が住み込みの仕●につ

"ました）が、や[9り正規の窓口や正規の施設が

必妻です．なぜ、売●防止法なのでしょうかつ

男女が路上で共同生活している場合、謳●はも

っとややこしくなります。何か●●があって●骰

したい場合、傾祉事務所は［住所不定者」は相手

にしない、更生は男性だけで女性は駄目 3 婦人99
談所は女性だけ．結局、匁lれなさい、と言われる．
世●分離をして男は更生1没謀●絞所［こ、女性は

婦人祖談所に行けと言われるのでも当泰者同士

が一樟に●らしたいのに、分かれろと言える頃

祉）の人権感覧を襲います。

高錨者についても、輝宅者についてもそれぞ

れに遍した施設が足りません口●災以前から全国

的に最低レベルだったのに、震災で多くの純設が

崩壊したため、圧倒的な不足状態が続いています。

路上から相談に行げるのば更生援護相珀所だけで

すが、エレベーターのない建物で、薩段を巽降t
なければ相餃愈口に行くことも、毎泊場所に行く

こともできませんc 入所しても．多様な●●を持

安眠もできない。病気にならないほうが不思畢で

はないでしょうかC

った人に対応出来る専門家がいるとは思えません，

しかし受け入れ施設が少ないために、どこかが空

くのを待っしかないわけです。

野宿をしている方達の現状の［まんの一部を垣●

見てみました。私たちが知らない重たい現実を、

日々生さている方たちと通じ合える通●を発見で

きたら良いのですが0

199々 村童）

生活保裏に関して

神戸市[9、昭和37年4月28日付けで親91第

2 1号、 「福祉事務所長委仔規則」という規員）を

定めています，そこに・ 「生活保證法（昭和25 

年法偉第 144号）第 19条第4項により委任す

るもの（住所不定者に関する権限を除く）」と規

定し、ア、●讃又は職●による保護の開始及び変

更に関すること（第"条、 第25条）、イ、

保誤d9停止及び●止に●すること（第26条）以

下ツまで 1日項目にわたって為）記しています，

要するに、生活保護l二●して、櫂祖●務所が仕

●をすも、しかし「住所4ヽ 定有"こ●しては憤祉

●務所は扱わない、と定めているわけです。

他方、神戸市事務分掌規則（昭和33年4月1

5日 攘則●"号）にば●謹●保●●という

項且の (4）に「住所不定者の保繹の決定及び実

施に蘭すること」とあります。実際に[9保譲謙保

護保のもとにある「市立更生授護相匝所」 （「神

戸市の『住所不定者！関運施設の現状参熙）が窓

ロになっています。

この2つの規則によって｀神戸市においては、

住む家のない人は、どこに住んでいても JR灘駅

の側にある「更生援證相談所j以外では相談でき

ないことになっているのです，ある湿祉事務所の

目の前の公園でテント生活をしている人が~遠く

瑶れた更生援護●●＇所まで行かなければならない

ために、治疫ができないままになったりする時に、

激しい怒りを●じてしまいます。

● 生活保護法では、 1生活扶助、 2●育扶助、

3住宅扶販 4医●扶助、 S出度扶助、 6生

業扶助` 7葬祭扶助の 7種類の保護が規定さ

れていますC
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2神戸市の「住所不定者」襲連施設の現状

① 神戸市立更生援護相談所
社会事集法による社会福祉籍設の一

l夏生榎覆籟該所の麟貪。夕貪サンブル

時富泊施設（住所不定者鴫に対する各種

の相談、擾護の他、一泊を嵐位として撫

料で富泊を援供し生活の指導を行う）．

定員は基本的にないが、畳は44枚ある．

それ以上になると通路・隋段の踵り場な

どで寝ることになる．寝具は毛布が一人

3枚で、暖房機具はなし．

食事は基本的には出ないが、「今まで

食事が敢れていない』と相該に来た人に

対してはパンが出される事もある。あく

までも、更生橿謹相該所に泊まりに来た

人全てに渡されるものではない。約60食が準●

されている。

入所出来る時間は夕方5時から翌輯8時までで、

荷物はその度に持って出なければならない． 19 

96年の初讀から、体躙の悪い人・天傾の悪い欝

は更生援謹相談所内にいても良いことになった

（詳しくはlV. 1. 「冬の家」 17~27貫で）．

基本的に更生損II相談所では医叢は受けられな
いが、怜別に②の神戸市立更生センク_,：：来てい

る嘱託匿に診てもらえる事もある。しかし、る＜

な診霧もないままここで医檀への道を1fitこれる

事も多い。風呂は、新頬入所看の汚れがひどい欝

には入所峙に入浴する。逼常は、本人が入浴を希

② 神戸市立更生センター
生活餞護法による保護篤設の更生籍設（身体上

又は糟神上の遷由により養護および補漏を必璽と

する妻保謹者を入所させて保霞する）。完員は5

0名．

入所すると作集がある。この作婁は希望者がや

る事になっている．作婁は内部作彙と外部作集が

ある．内部作婁は例えば菓子を箱に詰めたり、荀

札に針金を通すなど内●のようなものである。外

鄭作婁は公園の掃鯨や草刈りなど．わずかな賃會

が支払われる。作婁とは別に仕事に行く人もいる．

例えば警繭員、銭湯の掃諭事。作集や仕事によっ

て得られた金で、自分の手元に来るのは最大月8

千円で、残りは強綱的に貯金となる．この貯金Ii.

アパートを惜りる時の敷金になるなど、退所疇に

本人に逼却される。 （本来は、生活保霞を受けて

いる時に収入があるとそれに応じて収入が認定さ

望した場合には墨の時間（午後1晦～午後3時ま

で）に相談すると入浴出来る（職員の手が空いて

いる時間でないと入れない）。洗濯機や干し場は

ない．

年末・年始の対策として例年は12月30日か

ら1月4aで、内容として食事は3食．日中いる
事が出来るが、掃除の睛は出なければならない．

中に寝る場所がない瞬は、食事のみで帰される事

もある。

1 9 9 6年の年＊・年始の対策は、 3月中句ま

で炊き出しがあり、毛布も例年より多く伎うこと

ができた． （「冬の家Jの時l：：支える会で神戸市

民生局と話し合ったため）

れ、保護費からいくらか弓1かれる。しかし更生セ

ンターでは金を蓄めてアパートの敷金にするため

に特に認定していない） ．そしてここから｀生活

侵謹や就労｀老人ホ＿ムヘの入所などの移行が予

定されているが、現実には移行できずに待ってい

る人が多く、待ち切れずに退所して路上に戻る人

も少なくない．

更生センターに入所した時点で生活保護が開始

された事になるので、服（生活に必妻な稽度の衣

類） ・食事 (3食）事は現物で支給される。医痘

は嘱託医に診てもらってから、必妻であれば病院

に行き治療を受ける事が出来る（更生センターに

は、嘱託医が週2回、月・木午後2時から午後3

崎まで来て見てもらえるが、対応はあまり良くは

ないと言う声が多い。看讀婦も同様）。通院治療

は、更生センターに入所していなければ受ける事
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ぱできない

風呂は週に3回（火・木・土）午佳4時から午

•5峙半までa 掃腺は朝 5 時から、トイレ・風呂・

踪段・廊下などを、一過間交替で部屋●に受け持

つ。洗濯も部屋毎の順番待ちである。

♦ 更生援譴相談所、更生センターの問闊点
上の2つの施設は3階建ての1つの廷物の中に センターに行こうと思ってもなかなか足が向かな

い （結局、野宿をしている人（住所不定者〕が

●え、両センターで一つの胞設では足りない寧は

明らか）。又、更生援謹相談所ではきちんとした

食挙がなく、掃除の時問になると外に追い出され

ふ

併設されている (3F．更生センター、 2F・入

口及び更生援坦相談所と更生センター共通の事務

所、 1F 更生●護相談所）ので、利用者にとっ

てはかなりややこしくなっている。例えば、 「罪

負に気にいられた人が、上（更生センター）に入

って食事をもらえていると思 •9 ている人もいる）

等．

1 7名の職貝I92つの施設を兼務しており、施

設間の区切りが分かりにくくなっている。低々の

ヶースをケアーしなければならない lまずのケース

ワーカーも、たった一人で更生援護相談所約50 

名・センター約50名の計 100名前後の相談を

受け、ケースを持たなければならないこれでは、

祖諌をしたくて更生投護相談所に行っても、相談

が出来ずに烙って来る寧になる勺 （ケースワーカ

ーが常に事務所に常駐すれば良いが、各病院~抱

設への訪問等に出かける李が多い） c しかし、 1

9 96年5月からやっとケースワーカーが一人増

負され、 2名「こなるとの●である C

更生センターの定貝が一杯の時に入所を杓望し

ていても、更生援護相談所で待機しなければなら

ない（ほとんどが常に定貝一杯でなかなか空くこ

とがない），それが嫌℃更生社護相談所、更生

③ 袢戸市立兵庫荘

この抱設は、住居が無く低所得である単身男子

の有料宿泊施設である〔一泊50 円~二段ペッド

8人部屋） ＾定且は 16 0名だが、現在入所して

いる人数は約70沿入所するに[9所長の面接（か

なり不必要な事をしつこく聞かれる）を受けなけ

ればならない，また面接を通ったとしても、約一

ヶ月間に及ぶ翠負の監視期問がある。●貝の一人

でも不合格を付けると、入所99ダメという厳しい

④ 礫上荘

神戸市の施設ではなく~神戸市社会福祉協益会

が運営している杞設。定員 10 0名、親在の入所

者「よ約so名，この施設の使用目的は兵犀荘と同
じで、入所をする時も所長の面接があるc 違う点

ぱ、一泊 20 0円を取られる毒c 自炊の栢設はな

ぃC 同じく洗濯機も●いてないので、近くのコイ

更生桟護相談所にいて仕事がないために食事を

自分で用意出来ない人は、その日の食半を更生援

謹相談所から支給されるパンだけで過ごさなけれ

9えならないそういった人に対する特別の配厄が

必要ではないだろうか？

更生センターから移行して、アパートを19りて
生活保護を受ltるようになっても、今まで自分で

食事の用意をしたことがないので途方に●れる人

もいる，これも上と同じく自活出来るようになる

ための配慮が必要で［まないだろうか？

その他、更生援護相談所•更生センクーに入所

すると、野宿から団体生活をしなければならない

ことになる，今まで一人で生活をしていた人がい

きなり●体生活をするにはかなりのギャップがあ

ってなかなか他の人と仲良（出来ずに人間関係の

トラブルも多く、戸惑って出てしまう学など（詳

しくは「野宿を繰り返させる社会」）、●●は多

し‘’

ものシ更 9こ、職員の対応がかなりひどいので、入

所が決定しても退所する者がある，

食手は、各自で自炊をするか外食をする~ （ガ

ス台は無99のものと約 10分10円のものとがあ

る),且呂は週2回 9月・木）午後5時から年後

9時まで。仕事で遅くなる人は入れない洗湛槻

99無料のもの3台と、有料のもの 1台があるc

ンランドリーで洗濯をしなげればならない．屁呂

[9毎退 3 回（火·•·土）午後 5 時 3 0分～午後

8時までである（兵庫荘と同じく、仕●で遅くな

る人は入れない） c 識•の対応は、兵庫荘と比べ

るとかなり良いようである。又、入所が決まって

も兵●●のような監筏期間ばない。

-51-



令兵霞荘、直上荘の問題点

兵●荘の入所者 9又は入所希望者）には、建築

土木（日薩い）の労●●もいる。仕事を得るため

に、朝5時には新開地に行って仕宰を探わしか

しその時刻には兵●荘から新開地に行（ための早

朝バスは走っておらず、交通手段がないのである。

施設はあっても、●豆の対応の●さや仕孝に行

くための交通手段が無いために、入所を希望して

も現実にはなかなか行 9ナないのである，

兵庫荘、礎上荘に入所を希望しても、いったん

神戸市民生局や更生援●●赦所を通してしか入所

9面接を受けること）が出来ない（自分で直接施

設に行っても受け付けてくれない）。

3 野宿を繰り返させるシステム

ここでは、一つのことだけを取り上げてみたい。

「家のない人」が、野宿しないで●らせるよう

になる道筋を色々「考える」ことは出来る。し力し

し、現実にはそして特に神戸では、なかなか「実

現Jしない。人が●宿しなければならなくなる要

●も経過も一様で[9ないのだから、●決の仕方屯

一様ではあり得ない。

例えば、日匿い労働をバリバリ出来る人が、た

またまドヤ（●易宿泊所）が●●で泊まれずその

晩だけ野宿したとすれば， ドヤに空きが出来れば

その人99野宿しないで済むc しかし、●を●して

働けなくなった人に［ま、自分の金でドヤ「こ泊まる

という道はない，まして、アパートを惜りて墓ら

すと言うことは出来なし＼，体を●していなくても

自分にあった仕事がない場合，収入を得ることが

できないから野宿せざるをえない。高齢や病気の

ために失案し、収入を失ってアパートや公営住宅

を追い出され、野宿か死かの選択を追られる人も

いるのが、日本の現実なのだ。

ここで考えてみたいの99` ●●生活をしていた

人が、生活保護を受けられたのにまた野宿 9こ逆戻

りする，と言う場合のことである。納得出来ない

のだが、●戸では住所も翌●保険も金もない人が

医療を受けるの99難しい， 9l稿で述ぺているよう

に、更生センターに入所すれば、通院Lて●●を

受けることは出来ふしかし、更生センターが•

な人の場合、治痘を受けられるのは次の2つの場

合に●られるc

① 救●の場合。救急車で運ばれれば、●●を

兵庫荘、滋上荘で仕事に行けなくなり（日●い

の仕事が撫い、●気になる等の理由）、生活が出

来なくなった時に、福祉季務所に行き生活保護の

申請が出来れば良いのだが、福祉孝務所では申計

を受け付けない（住民●を霰くことは出来るが）。

というのは兵庫荘、磯上荘は基本的に●ける人の

ための柁設であり、慟けないということは施設か

らの退所を意味するからであぶと言うことは、

必然的に更生援護相談所に行かなければならない

李になるが、そこでの問題点は先9こ述ぺた通りで

ある口

（森● ●氏）

（野軍→病院→施該ー野痘＞

受ける峯が出来る。但し、これはその時の比

急平当のみ。

② 入院の必要な場合 C 入院した時からは、病

院を住所として生活保護が開姶されるn 問題

なのぱ退院と同時に、生活保●が打ち切られ

ることである~退院時に、更生センターに入

るのを勧められることしあるが、殆どの人は

退院して路上に戻っている n

福祉事務所は、入院中はその人が要裸護者だと

認めていにしかし、●者が入院の必要なしと9l

断したからと言って、●護しなくて良い状態にな

ったと言えるだろうかc 生活保護法の目的は、●

浩,s条の理念に基づいて全ての国民に「●窮の
程度に応じ、必要な保設を行い」 「最低限度の生

活を保障するとともに、その自立を●長すること」

と規定されていふ私たちから見ると「自立と［ふ

自分でやって行けるようになる事」と思えるのだ

が、神戸市lょ［自立＝役所の手を●れる事」と考

えているらしい。

退院した人が、次のSから曰錢の入る日雇い労

慟につく体力があり、仕事があれば、それで荘ら

せるかもしれない。しかし、普通退院した後は9

宅療●の期問があったり、通院期間があったりす

もその間に仕事に戻る●●をし、体力をつけ、

体や生活を慣らして行き、以前の生活に戻ってゆ

く。

野宿していた人の場合、退院と伺峙に生活保•

を打ち切られると、日雇い労●の出来る体力が9よ

[tれば、たちまち途方に●れてしまう。そして、
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野宿生活に戻らざるを得ない，退院●アパートな

どの住居を保証し、体力が回復し生活が訊道に乗

るまでの期間の生活●が保証されれば、 「自立j

して野宿生活lこ●らずにすむことにならないだろ

うかへ軽作業など日給でない職場なら勧くことが

出来る場合、●料日までの生活が保証されていれ

ば、野宿に度りたくなければ戻らずにすむ．しか

し、同の保証もなltれば、仕事内容が自分にあっ

ていると思っても、就労できない。例えば、月初

めに拗き始めて、 25日締めの月末払いなら、一

ヶ月間は無収入になる。飲まず食わずで●くこと

は出来ないから、結局仕事をしないで、コンビニ

エンスストアーなどから出る期限切れの食べ物で

飢をしのいだりすることになってしまう。この悪

循環を断ち切りたい。

同じ孝が、更生センターについても言える。セ

ンターは生活保護法に基づいた更生施設であるか

ら、入所者99要保護状態にあり、生活●助を受け

ているセンターでの共同生活に馴染める人もい

るが、馴l染めなくて出て行く人も少なくない。日ll

染めない人はしばしl太非●されるが、 50 ~ 6 0 
オになって6人部屋で●らし、 24時間営理され

る生活に苦帰を惑じても不思議ではない。飲酒が

原因で退所させられたり、福縣当●や人間●係が

●で自分から退所したりすることもある。施設で

な（アパートならやっていける人もいるのではな

いかロ

更生施設lま、中邸施設的な役割を担っている。

自活出来る人は自活し、アパートで●らせる人ば

居宅保護を受け、施設の合う人は●した施設に移

り、志齢者は各枝の老人ホームヘと移動しなけれ

ば一杯になってしまって｀次に来る人を受け入れ

ることが出来なくなる，しかし従来から神戸で

は福祉施設が充分でないために~センターに入所

してもなかなか先に進まないまして、●災径の

神戸にはセンターから故の受け皿がない。入所●

ぱ●の見えない状懇に希望を失い、路上に戻るコ

せめて、生活保護法に認められている転居● （ア

パートに移る敷金）を出し、アパート生活を始め

られるようにすれば路上に戻る人は少なくなる

だろうと思われる。

野宿したくない人がしなくてすむように、ふだ

んからいろいろな施菜が必要なのは言うまでもな

い。しかし、福祉事務所が一旦要●●状態だと認

めて生活●設を●●していた人を●上l二帰すよう

なあり方は、納得出来るものでばない＂

（野々村羅）
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VL野宿へと追いやる背景

1 野宿へと追いやる背景

① 安心して住む「家」のない現実 そして路上での死

この因で、安心して住む「家」を持てず，ピ9し

の軒下や地下遥、第上や公●等で野宿生活を強い

られている人々が，一体どのくらいおられるので

しようか，東京や大匠といった大都市だけでも，

それぞれ3千人にも及ぷだろうと報告されていま

すが，強念ながら行政も民間救援団体も「家のな

い人々」の実悪や人数すら把握出来ていないので

す。

そして渥災によって阪神間では、新たに「衷の

ない人々」が生み出されました，現在でも多くの

人々が●難所や仮設住宅で、出口の見えない避駐

生活を強いられていますしこうした人々も含める

と、全因では何十万人という人々が劣悪な住環地

② 行政や市民はどう考えているか？

アジアの●々の「貧困』とか、欧米諸国の「ホ

ームレス」といった問●を、まるで他人●のよう

に語っている日本でも、都市部を中心に貧●と野

宿の問●99深刻でず，ところが日本の政府や地方

行政は、この●実を語めようとしないばかりか、

この問題に取り●む当苓者の立ち上がりや、民関

団体の救援活動を「反社会的活動」として●圧の

対象にしているのでず。呈近まで東京の新宿地下

遵にはダンポール小屋で生活し、支えあっている

3 0 0人以上のコミュニティがありましたC 1 9 

96年の2月、宵烏幸夫東京都知●の命令によっ

て、東京●の職員と壱察の●●●合わせて 80 0 

人の暴力による強制抹●があり、コミュニティの

住人や、民間敦桟団体は激しく抵抗したものの'

多くの怪我人と遠祖●を出し、強制●餘は強行さ

れました，この人権侵● 9こ対しては、現在も抗譲

活勁が続けられています，

この問●は単にぼ環坦」や「住宅」の問題だ

けではないでしょうc 住居を失ってしまう、ある

いは持てないという、●●を生み出す背景やシス

テムといった「原因」が問われるぺきです。経済

に苦しんでいるので 9まないでしようか，

安心して眠る堵所すら持てず、路上や公園など

で野宿生活を強いられてい人々は、特に大変ですe

緊急避簑のための宿泊所や充分な施設すら無く、

それぞれが自分の手で子ントやダンポールの小屋

を「住居」として（不法という扱いを受けている

が）作るか、あるいは毛布 1枚で生活せざるを得

ないのです。この光棗は日本のどの祁市でも見ら

れるようになってしまいました0 そしてその数は

年々●えており、路上からの死者も培え統[tてい

ますコ大阪だけで 1年問に50 0人に及ぷ人々 が、

賭上からの究を迎えているのです。このような現

実すら、あまりにも知られていませんe

や産業楕造そして失●の問●。これらに伴う社会

●●制●の不備から来る問題C 日本社会や地域で

様々な整別を受ける「社会的弱者」の問題等々。

日本の「野宿」 1安心して住める住居のない1閥
題を1屈り下げて行けば、この国の社会問題の多く

が浮き彫りになって来る9まずですC ところが日本

では政府や地方行政、そしてほとんどの市民がこ

の閉●を社会問題、人権●●として考えていない

どこるか、 「好きで野宿しとんのや」 「住居が峙

たれへんほど茸乏になるのんは、本人の責任や9

と、当●者本人の問題にすりかえてしまうのです。

今までに住居がない、野宿の生活であるという

だ99で、多くの人々が差別的な槌空を受けて来ま

し迄 19 8 3年には横浜で中学生等によって 9汚

いから」 「おもしろいから」という理由だけで、

二人の「野宿者」が撲殺されたうえ、挙句の果て

にゴミ箱1こ捨てられる’'という悲しい事件が起こ

りました＂このような事件は、残念ながら取在で

も続いているのですい何がそうさせるのか真9l1こ

考えない限り、私たちも駁撃をする側、 「殺す」

側にいるのではないでしようか。

③ 震災前から神戸で「住む家」を痔てなかった人々とその音景

残念ながら塗災前の神戸でも，多くの人々が野 港湾・鉄鯛，造船関運の労●者でした。神戸で荷

宿生活に追い込まれていましにほとんどの人た 投の肉体労●や下諸 9ナの●細工場で●く等、神戸

ちが高齢の単身男性で、以莉は「ミナト神戸jの の恋業を●辺から支えて来た労●者です。 「地方 9
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から神戸へと出稼ぎに来た人を中心に、 19 6 0 

年代から 19 7 0年代にかけて、日本の荏棠構造

の転●やオイルショック、合理化や●掃化などに

よって粽を失った人がぽとんど。いったん失●す

れば酉就昧9な●しく、今●は日本独特のシステム

である日居い労勤者として、臨●安定所を達さな

い非合法な f手配師」や 9紹介業者」を通して再

び港湾であるとか、逹設・土木業界の末端lご吸収

されました。

日●い労働者になると収入も生活も不安定にな

るばかりか、仕亨のある地域に移勁し統けること

もあって一定の住居を持てなくなりますc さら

に家庭の崩●を1半うこともあれば、家庭を持てな

い状態にもなります。忘鈴になったり病気やケガ

をすると肉体労働である日●い労●すら出来な

くな，,、収入は無くなりますC 本来であれば、こ

④ 一人一人との出会いと聴き取りから

「冬の家」で出会い、共に生活した人から●宿へ

と追い込まれた背景を間きました，その中から一

の時点で何らかの保陣があるべきですc

ぷ就労と失業の俣顔については捌項 f裁労と労壺

の腐綴j で、生活の俣競については 9倖戸布の

住所不定者に対する民生・謡松行政」に詳しく

，，告があり去え

このように充分な保l忠のないまま、出口のない

野●生活が玲まり、根いていくのです。神戸に限

らず日本で野宿生活を強いられる人々と、 E●い

労蜀のシステムは深く結び付いています U E扁い

労拗へと押しやられる社会的背景と、日●い労I軌
というシステムと舒労の問●。そして生活に困窮

したときの「最後の●」であるぺき生活保設法の

問題これらも「●宿」を生み出す大きな原因で

はないでしようか。このような状況の中、柔災時

の神戸では女性も含めて約 30 0人が住居を持て

ないまま被災しましたn

部分だけを招介します， （1 9 9 B年 1月現在の

閉き取りから1

令 Aさん（烏取県出身 58歳） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊水＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

1 6オから鉄工所で●きだす，その後大阪府堺 空災時l9逹設会社の寮1こいて被災。寮は一部恨

市の化学工場に勁めるが、 19 5 5年倒産，しば 塩罹災証明の手続きはせず，今もその気はない，

らく日届い労●。神戸に移，)、神戸港で港；弯荷役 C罹災証明をとったとしても一部揉壊であれば、

（フォークリフト）の仕季を 16~1 7年するが ●援金や仮設住宅へ申し込む権利すら無いのが現

仕挙で展を痛める。 19 8 8年に奥さん死亡，＝ 状）

人の実兄も次々と死去。これらを横lこ生活が崩れ 三ヶ月前から野宿，硯在も兵唐区内の公園でテ

ふ持ち家をあったが売却してしまい、生活笠lこ ント生活。時々日戻い労●に出る， 「最近は必死

あてた。 で●く気力もわかへんのですわ・…・。 3

命 Bさん（愛媛県出身 60歳） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

1 95 5年陸上自衛躇入隊勺除隊後運送会社な 李がない。

どに趾め、神戸の川崎造船で日給月給で動く u 1 ご災時l士北区のアパートで被災。一部換頃だっ

9 7 3年第 1次オイルショックで失業9 [ 9 9 4 

年から下語けエ湯で●く. "数年他いたが下請

けのため、仕季が切れることが良くあった。そん

な時には土木の日辰い労1馳をした，

1 9 89年にクモ膜下出血、 1束消神経マヒ（足），
頭から●までパイプが入っている。血圧も面い，

浬康診断の度に仕字を切られに現在も仕●がな

ぃ，森莱安定所にも行っているが自分に出来る仕

たが「家が傾けたわけでもないし・・・」と罹災証明

の手続きもせず、アパートも引き払ったc 惟災証

閉の無いまま仮設住宅を申し込んだこともあった

が、だめだったっ震災後知人宅を転々としたが、

申し訳なくなり公●で野宿。神戸市の戦貝に追い

立てられ、三宮に移●して野宿。落ち落いて住む

場所と仕事が欲しい。現在も三宮駅●辺で軒宿」

♦ Cさん（九州出身 70歳） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

1 6オから九州の炭坑で●いた。ムチャクチャ カをしたのを機に家を出る，以米、全国で日●い

眠しかった＾大変な時代やった， 19 4 9年から

父親が常居いで行っていた尼埼の製●所やガラス

工場などで臼辰い労●をしていたが、父親とケン

労衡をしてきにあの頃はいくらでも仕平があっ

た，今でも仕事さえあれ99行く e 1過商前までli

アスファルト額装の仕李があり、新9月池のドヤ（紺i
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易宿泊所）に泊まっていたが、仕吝が無くなり歴

代が払えず、三宮で野宿。日●いの仕挙そのもの

も少ないが、高齢になると全然声が掛からない。

まだまだ●く気力があるので、ギリギりまで自分

の力でがんばる。が、これからが心配。現在も三

宮駅周辺で野宿。 「仕吝さえあればバリバリやる

で＇」

令 Dさん（鹿児島県出身 49豫） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

1 6オで奈良県のメリヤス会社に集団就粒。巨 てもできない。病院に行けるものなら冶●をして、

分に合わなかったので1年でやめる。その後、限

阜●の製99エ湯に勤め、工場を転々としながらも
製陶工場で釘 20 年●いた~実家が建築の内装の

仕●をしていたのでしばら（実家に保って手伝

っていたが、これも自分に合う仕事では無かった：

1 2~1 3年前から神戸を中心に港浴・建設・土

木の日●い労●を始めだ●塙にも行き、金沢の

原子力●●所の珪設工事も行った，

自分にはこの仕●が性に合つていると思ってし・

るが、なかなか仕事が無い， 5年ほど前から野宿

が始まったn 現在、右の肋骨の痣みで仕章があて

元気になって1士李がしたい，金が無くても病院に

19Itますか？
哀災時、友人等とともにメリケンパークで野宿

していて被災，死ぬかと思った，遥難所や炊き出

しには行かなかっに去年の 11月に三宮の路上

で凍死した Sさんとは6年前からの友達. ,,士苓

も野宿も一緒にした仲間やった.sさんが死んだ
ことが今でも信じられん」

彼は「冬の家jにあ五路上でなくなった仲間

たちの祭理に、毎日手を合わせていたc

♦ Eさん（神戸市出身 6 7歳） ＊ → ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

1 5オから三菱電機神戸支社で●き始める。も ～40オの頃l9仕事もできず遊んでいて：自分の

ともと体が粥く、肝臓と肋膜炎を足い、入社2年 代わりに母親が職安にいき●いていた. ・O'、と
目に三田の●●所に入り、 5年間を涵ごす。その うとう母親にアバートから這い出された。その後

後会社はクピになり、戦安で仕孝を探すがなかな も何度も何度も●安に行って仕事を探すが、なか

か開つからないなんとか白屡いの仕●にいった

りしたが、体がついていかない，そのうちに仕寧

も無くなってしまった， 991崎亘工の下話99で●い
たこともあったが、長くば●かなかった，

爵親と一緒にアパートで●らしていたが、 30 

なか見つからなかった，

結局、新開地のドヤ（筋易宿泊所）で99まりな

がら、 E●い仕事や病院の掃除の仕事などを2~

3年したが、以後まともな仕系にはついておらず、

現在まで元町あたりで野宿。

♦ その他の聞き取りから＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊キ＊ ＊本＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

私たち「9、この5人だけではなく今今までに多 れ"と言われまずこの一人一人の声を、今ま

くの人たちから話を聞いてきましに以前は会社

勤めのサラリーマンだった人。つい最近まで家も

家族もあった人野宿の生活が30年以上も杭い

ている人。震災で住む家を失い仮●住宅に入居し

ているが、週勒できないので街の中に出てきて野

宿している夫●。様々な事情を抱えた女性に出会

うこともあれば、身体に「障客」を持ったまま野

宿をされている人や、アルコール依存庄に苦しむ

人にも出会いました，それぞれに「野●」の伏巴

やそこに追い込まれた昔景l出様々ですU

話をしていて全員に共通することがあります。

それは、好きで野宿しているのでは●いというこ

とですn 今までに 9野宿が好きなんや」という人

に出会ったことがありません。それと＇ころか「野

宿せんでええ方法があるんやったら、教えて（

で私たちは聞こうとしてきたでしようか。●った

ときに相談に行くであろう行政の窓口でも真釘9こ

被（女）らの訴えを聞いてきたのでしようか？

私たちは「住む家のない人々JがA 路上や公●

で生活していることは知っていますc しかし｀何

故そこに追い込まれたのかは知りません，いや知

るうとしないのではないか。それなの9こ「野宿な

んかしとったらあかん」と含っている（思ってい

る）わけです↓

野宿をしなくてもいい、一人一人にあった住●

境が特てるには、どうすれば良いのか路上から

の死者を出さないために1可をしたら良いのか。＜
りあえず、今までの偏見を捨て当平者の叫びや声

を●くことから始めなければと考えています。
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R 禅戸の映自性
前項にあるように「住む家がない）という生活

lこ、自ら望んだわけでもなく、一人一人が様々な

背景を持っていることが判りましに神戸では●

災の前から、すでに住む家のない人々がおられま

したコ彼（女）らに住む家が無い理由や、居住権

や人権も考えられていないままあの需災があっ

たわけです，そして，地控の恐怖と●さの中、今

度＇ま避難所や炊き出しからも追い出されることに

なリました。

理由は「地霰d9ときに住む家が無ければ被客も

●いし，被災者でもない」， 「だから救援をする

必要もない」，要するに「路上に謡れ」というこ

とです。行政（神戸市）は、地震のときに住む家

のなかった人々を「ホームレス）と呼びました。

地震で住む家を失った避難者は［被災者」と呼び、

あきらかな区別 1差別）をしました，現実には、

理由99何であっても路上や公園や公共施設9こ,.

難生活jを余儀なくされている人々すぺてが Iホ

ームレスであり妓災者」ではないでしょうかり 9叶

ームレス」とは何か？末だ9こ●●できませんユ

震災から 9年を過ぎた今、路上や公●や沿●所

での生活を余●なくされている人々は大槃おられ

ますC 仮設住宅の住●棧も悪く、一方で「復興j

を実感している人々との差l9拡がる99かりです，

こうした状況の中、神戸では野宿へと迫いやら

れる人が増え絨けています。今までに闇いてきた

失菓や生活保緯などの社会的な問題と共に、新9し

に「慧災によって』という理由が加わってしまい

ました，これは神戸をはじめとする「被災地」拭

特の問題です」もうこれ以上、苦しむ人を増やさ

なし9為にも、●本的な問題の解決が求められてい

ます。 （吉岡 ●） 

2.就労・労働の問題 「日雇い労働」とは？

私たちが出会ってきた「住む家のない人々」の

多くは、現役か元日●労勤者ですこそしてら 0歳

以上の「高齢者」です。話を聞いていく中で r仕
事さえあれば野宿せんで済むんや」という訴えを

① 日蜃い労，，というシステム
日本には頃●い労働j というシステムがあり

ます．この「日濯い」という言葉すら、初めて●

く人があるかもしれません，「日雇い」とは「日々

雇われる」という意昧で、一日卓位で就臓しては、

同じように一日単位で解雇される。毎日が就軍と

失●の綸り返しという不安定な就労形愈です．こ

れは国として合法的に認めている制度です。しか

② 日雇い労働と労働行政
雑かに日雇い労拗という就労形●を国[9認めて

いまかしかし仕●を紹介すべき諏●安定所tは、
日麿いの仕峯を栢介しない（全国で東京・山谷、

横浜'.の職安だけが、少しだけ雑介業務を行っ

ている）ばかりか、民間の路上手配［違法）を黙

認してしヽますコ全国の臼雇い労慨者は、公的な機

闇からは仕事に行く事が出来ません。多くは 9人

夫出いと呼ばれる「民間jの業者［ほとんどが

暴力●）にピンハネをされながら、やっと仕事に

③ 日本の経済成長と日涵い労働者
「日本の経済成長を、日麗い労●者が●辺から

支えていた」といわれます。次々と生み出される

何度も聞いてきました。仕事・労働と●宿へと追

い込まれる原因'-体どんな関保があるのでしよ

うが多くの人が経験してきた「日雇い労●」と

いうものを理解しながら考えてみたいと思います。

し、この不安定な就労形態があるために、生活の

成り立たない労●者が存在するのも亭●ですu全

●Iこは数10万人ともいわれる日雇い労働者が企

安定した仕零も住居も持てないまま生活をしてい

ます C ●●は仕事が無くなると、そのまま●●へ

と追い込まれます。なぜこんな不安定な就労彩態

を国としても認め、放●しているのでしようかコ

ありついているのでず．公的な●●を通さないた

め．不当に安い賃念労災事併のもみ［ナし、賃金

未払いや纂力事件など、労●者の基本的な権利や

人権すらも宣われています．

要するに回は、日●い労勧者が存在することば

認めても、就労の保証については一切しない．「勝

手にや如という姿努なのです。行政 9こ飲雹され

たまま．日●い労慟者の●しい●史は粧きます．

失業者訊今度［ま日雇い労慟者とな払休む問も

なく●き絨ける。ーはどんな仕事をしてきたので
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しょうか。

日濯い労徴の職種1之、現在ではほとんどが廼

設・土木系となっています。以前 (19も0年代）

には、通送● （港湾の荷役運搬などの肉体労●1
や製造● 9鉄●ゃ造船や工場の打9ltの末端） 0 

求人もあったようです，日●い労働の●種や京人

数は、常にその時代の●請によって変化してきま

した。

日●い労拗者が急●に●えたのば 19 6 0年代

からだといわれます2 この時代は布度経済成長と

産業嘱造の転換朔でもありました。国家の要箪こ

よって、扁村からは●●をやめさセられた農民が、

各地方からは仕●を求める若者が、そして炭録の

閉山を初めとする大量の失業者たちが、仕章を求

めて大都市に流入しましたところが、そのほと

んどが 9常雇い」になれずに「a●い」として吸
収されたのです，この時仕にもっとも労勘力を必

要としたのが、前記の涅設や土木、港溶や製造の

分野でした。特に、 1s 6 4年の東京オリンピ9

クや197  0年の大阪万国博覧会開催へ向けた急

ピ•，チの工事には、大量の労●力が必要とされま

④ 筋単に捨てられる日雇99労働者
1 960年代、 70年代を経て高度経済成長の

政ば引き、オ9ルションクの影●も妥,,.中｀・

後には何の保碑も•く、仕事も家族も家も失った

日雇労●者たちがとり残されました，この時期(1

9 9 0年代の前半）から全●で 999宿者9と路

上からの死者が墳大しています＾こうして政策や

社会状況l二振り回され、大●に勁●された労●者

は、いとも簡単に捨てられましにとこるが•っ

ていた大手建設●などの企業側は、逆に成長して

行ったのです。

1 9 80年代の半 l9には造船~ ●●●界が不撮

に陥り、大規模な合理化を行ってス量の失業者を

出しました。再就職が●しい労慟者は、日●い労

働者として寄せ場に流入。人口l9増えても仕事は

減るl9かりでした。この頃、寄せ場では自殺者が

増えていましたc

1 g a 0年代後竿からのり塞設ラッシュ」 「パ

ブルの時代」には、今度はヨ雇いの求人が●●し

て、空莉の好景気となりました。しかし、高齢の

臼●い労働者には仕事が当たらず~ ●宿と路上で

の死が続きますc

9 9 00年代に入って、パプルの頃の好覺気が

．のように、で雇いへの求人が無くなりました，

今で［ま年齢に●係なく、仕亭が当たりません。こ

しヤし労蘭力の条件として、過醗な肉体労悦の出

来る男性である寧、必要な現場に次々に移動出呆

るように、定住する場も家族も持たない蛍身者で

ある事等が求められましにこの労動力をプール

する場となったのが、東京の「山谷」や大阪の「釜

ヶ崎」を中心とする「寄せ場jさでした，そしてこ

の時●に、寄せ場は巨大化していくのです。

オリンピックや万博のような大きなプロジェク

トだけでなく、並行して整備された新醇練や高速

道路、都市開発等も、日●労働者の労蘭力なくし

ては実現しなかったでしようa

注存奇せ湯」~寄せ場は東京や大阪だけでなく全

国の大都市に硯在も存在しています＂各寄

せ場には狭い地成に 1万人から 3万人の日

雇い労働者が生活し、それぞれ街の様子や

規●は違いますが、共通するのは町じゅう

が●品男性ばかりてあることと~琺棠安定

所が近くにあり曹日払いの安い宿があるこ

とそして日●いの仕事を得るための仕組

みがあることですコ

のように、 E蔑い労●者を敗り巻く環境は常に変
化していま屯そして多くの労9幼者の生活や命さ

えも翌うのです。

商単に首を切れる日●い労●者を利用して、景

気が良ければ•って（藷ける．策気が憑くなれ•9切

り捨てて「企業と常用労拗者」を守る．いつの時

代にも日●い労●者（失●者）は、寄せ場にフー

ルしてあるCで自由に使える。まるで自分たちを

守るための安全弁であるかのように日●い労曲者

を利用して9Eえ太ったのが、建祓業界やそれに張

がる政治家ではないでしょうか。今ではどんな企

案（案界）でも大なり小なり似たような事をして

います．下請け・ハート・アルパイト・人材派遠

．皆さんも●近で惑じる●はありませんかc

必要な時に必要なだけ使う。必要が無くなれ[9
後は筒単に捨てる．まるで物を扱うようにして人

間を便うシステムが、 「e濯い労働」というもの
ではないでしようか．

このような人権を無視したやり方は、日本が佳

略戦争の頃に●●や達設資本と共にアジアの国々

で現地の人々を 9徴用」 「労務者」として強斜労

働を19いた事や． 19●通行によって朝鉗や中国の
人々に強制労尚を強いた峯実を思い起こさせます．
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⑤ 責任はどこに？
野宿へと追いやられる背景を「日雇い労臥」と

いう一面から探ってみましにもちるん、日思い

労闇を一度もしたことも聞いたことも無いまま、

99宿をされている人もいます"―人一人99宿へ追

いやられた背景が達うように、問われる課題も•

単ではないと思います＿

日●い労働も、住む家の持てない大きな原因の

一つではありますが、全てでもありません。しか

し世間では「住む家のない人々」に対して「怠け

者」 「／●く気がない」 「目業自得」あるいは「好

きで野宿をしている」写膀手にレッテルを貼り、

深く知ろうとも考えようともしません， a雇い労
勅の実怨を知る限り、これは明らかに日木社会〇〕

問題です。社会の矛届や問題の責任は、 9ムたちー

人一人にもあるのではないでしようか：

「なんでウシは9隅せなあかんねん，」と言わ

れたら、あなたはどうこたえますか？

（吉岡蕊）
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VI I. 会計報告

1.収支報告 (19 9 5年 12月～ 79 9 6年4月）
［収支の部l
判収入≫刃ンハ 6, 596, 37 I C支出；；人件毀 2, 700. 000 

霊前カン99 47, 69--7 8 ・ 交通• 2 6 8, も90 
合計 6, 6 4"『 oe 苺務翌 5S, 256 

通信蓑 1 B, 5 0 9 

活動宍 2 3 g, g 5 B 

［宕産の部J 什器備品費 276,213 

銀行預金残潟 2, 558, 900 光熱登 1 6 2, 6 1 1 

振込口座残高 2ge, 500 小 計 3, 724, 237 

現金 6 4, 4 3 1 i尋• 次期繰越金 2, 919, 86 3g1 , 
合 計 2,979,83 合計 6, 644, 0 

2 カンパを下さった方々
1 9 9 6年4月志での間に本会をお支え下さった方々を以下に穀告します，なお銀行振り込みで漠字の

不朋な方については、失礼ながらカタカナのままご報告させていただきます．（敬称酪 順不同l

［団体］

釜ヶ崎キリスト教協友会、カトリック大阪大司敬区、カリタス・ジャパン大阪支部神戸地区旅路の匡、

ふるさとの家の労傑者の皆さん、暁光会、カリタス神戸、寿町老人クラプ樅の会、神戸YWCA救1昼セン

ター、神戸の子どもの人●と憶康を考える会｀拝戸修道院、北広島修道院、福岡怪道院、人吉條道院、カ

トリッタ●ヨハネ修道会、和歌山倍愛脩這院、カト＇）ック明石教会揖祉委員会、カトリック下山手教会、

大阪三●カトリック教会、兵厘カトリック教会、明石カトリック●会石志、カトリッタ鈴蘭台教会、堺カ

トリック教去、カトリッタ土逗教会中高生ま中山手のおっちゃん屈呂にポラで来ているカトリック信者

ー同、マリヤ幼稚園日本パフテスト通盟全国育年大会、日本パブテスト連盟震災現地支援センター、 99

戸パプテスト●会、今治パプテスト教会、堺バフテスト教会、日本基●教団阪神大震災救扱センター、日

不●●●即愛饂協全集いの会、日太基督敷団京都教区 9教会と社会）特設委員会、日本基●教団大阪教区

社会部委員会、日本基督●団兵●●区社会部委員会、 E本基●数団神戸北教会ぶどうの会、日本基督散包

加旬l東伝遵阻日本基督教団岡本教会教会学枝、日本基習教回和田山地の塩伝道所、日本●●教団神戸

平安教会、日本基督●団興●●●、阪神大震災の被災者を応けするオホーツクの会、日本基笞教団99岡●

会婦人会、 a本墓●教団神戸教会、ハセチョウ:ジンノカイサタラカイ

［個人J
山内秀子、宇●箪，Iヽ抑伸顕、小柳玲子、山本保、佐々木美津、東昌子、金田恒孝、ウがチワアキュ・
井正道、横山）原一、蒔●●子、 R チネカ、藤田、今井和埠安藤町子、呉文悦、西知子、吉田栄子、池

渕●秀、池渕みすず、マエカワヨウコ、ハリキケイコ｀井上哀井ヒ●、岡田紀之代、大久保末子、谷ロ

渉・鈴子、谷＃ウィリアムス、住村由利子、）Il崎恵美子、山下誠、キヨナガショウジ、イシイタカコ、ヨ

シオカカズエ．シミズマサル、藤原●達（東京浅草●会神父）．野々村隧、野々村翌子、中村，9之助、中

村君子、前田佳子 (99戸YWCA救援センター）．岡村9＄子（●探喚おしやまま隊）、小田とよ子、山本

和子、愛原（神戸北教会）、堵井健作 9神戸教会）、マ＇）オ神父、シノダ（敬和学園高校）、吉賊基

＊尚その他に、食料品、衣類、毛布等をはじめ、メンターム・マッサージ● ・ハンドクリームの試供品を

寄99 して下さつ 9LJ、シチューやカフェオレを山のようにカンパして下さったり~北海道からわざわざ

カポチャや豆を送って下さったり、毎日おにぎりを 10 0●I乍って届けて下さったり 9冬の家）、●て

は冬の家のごみを毎日片付けに来て下さった L、、いろんな方々のいろんなご泣力によってここまでやっ

て来られました。本当に感謝を申し上げます．

9本多香縦、大宮有●／監至 大竹貯加藤誠）
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V 111. 第II期「神戸の冬を支える会」を始めるに当って
第二期「神戸の冬を支える会」代表 村田 稔

前事務局長 吉岡基さんの報告にあった

ょうに、昨年「神戸の冬を支える会」が発

足し、活動を続けて来ました。季節は冬が

去り、響がやってきましたが、半年間の働

きを通して見えて来た事は、多くの人々に

とって、冬に抱え持っていたしんどい事柄

があまりにも変ってないということでした。

春になっても、社会の状態は冬のままだっ

たのです。そしてそのままで、また冬がや

つて来る事への憂いでした。

2月から始まった夜回りを続けて行こ

う。今までに提出した抗議書・申し入れ書

や対市交渉等を整理・再度提出し、交渉を

継続しよう。それで冬までに、神戸での生

活環境をより良くしていこう。このような

決意で、 「神戸の冬を支える会1を継続す

る事になりました。

第11期「神戸の冬を支える会」の活動は、

今年2月以降の活動（水・木・金の夜まわ

り、土・日の地域対応や毎月第3土曜日の

仲間の集いなど）を強化継績することにな

りました。新しい活動としては、学習会を

開き、情報交換や学びの場としたいと計画

しています。一般市民への情報提供の思い

を込めて、ニュースレター（情報紙）も発

行することになりました。夜回り運絡会の

様なものも、出来ればと思っています。対

市交渉を始め会の活動をより活発にするた

めに、事務局体制を拡大強化する事になり

ました。

事務局 ・参加者一同「神戸の冬を支える

会Jの心意気を引継ぎ、頑張って行きます

ので、今後ともご理傾・ご協力下さるよう

お願いいたします。また一人でも、ーグル

ープでも多くのご参加があり｀色々の困難

を抱えてる人々にとって、神戸が住みやす

い街になる事を願っています．

⑲.,こでも-芹＠叡
和 1)冬も史え泣

078-271-72.48 

，思'.'P紐↓
祉今紋憧本翻』

078-.111-3248 

畑・靱・闊；痴↓

/
J9
 

仕刊r
神戸市咲も叩ヴ遍l-:28-1
カトリック祉令敬知
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以資料

1 ハビタット国際連合事実胴歪報告書（要約）

「豊かな国における居住権侵害：阪神大霊災とその後」

ハピタ 9'国際述合 9Hlいは、メキシコ市に本部を屁＜ ！立立の居19樅憫疎団体て、 9勺力団以fo
3日0を迅える非政伯乱様およ⑳抄炉l会レペルで活勁する紐瘤0淫合体である，， lijじは日本政『が伍l

際的に苗っている法的姿務と、世災後の和p,,内外の居住の実溶と，,閏には虻391すること匹て苫ない限た
りがあると判浙l，た．，こ炉1所は］ a H 5年9月23llから 3[9日まで呻戸市りがで行われた字実祠至活
函1こ店づくものてある．

縣広い現地甜社とあらゆるレベルの行政と0冷合さらにぷ邦祝環知9祐裏ハヒタ y トロ院迫合it、

凶際的に栽められた迭切な居仕の栴示」が充分に●至されておらず、できるかぎり逍やかにこの状況を改9
するために行政のあらゆるレベルで多くの舟度がとられなければならないと0鈷論に逹した。特に、ヨ本

致府はし 97 9年[])」 2l n以降、母済的・社会的および文化的逹利1こ団する口際規約に法的に拘京され
ているので、緊急9ここの図依規約の第 11条l項9こ規定されている適切な居住へ9;1全利の完全な享受を今

て'ものに押保する垂裟性を強利したい，

もし、日本国政府があらじるれ」H"J能な手段を用いてこの且的のために必涅 h:' 
戸が1]本における野外生活者の首祁になってしまう"'能性があることを双＜憂屯する0

さらにHI Cは、痰災唆8か月以上fこ9 た今、布9万人という被災者がロ面している居住および生活条
件に関しても深く憂慮しているc{l様所 3ぼ｀所、および仮設住宅あるいは公園て荘らしている人々＂）多
くが匠在している生活状況は、居生の適切さに関する足本的な国際甚洋を充たしていないc 木報告古にお

いては、特に、住居所に住み挽ける●利〇保証がないこと、 1主宅に関する改策決定過程に開かれた住民,,

苓加がほとんどないこと、そして仮設'f翌印炉加多くに見受：tられる問坦点と低い水学に怒念を示しと．．
販低瓦ハピタット国際辿合は以下のことを9940悦々な行政9付，．，，＇火百庁、呉、市）に勧告する，

⑬ ｝尼災前に仕んでいた地攻や障人のなかに戻ることを希望する被災者全てに、その他利を確保する

こと，

9bl仮設住宅に住み公営住宅に入居をすることを希望している今て99役災者に家臣が支払えるような

適切でかつ市0中心から造（99れていない酎に公営住宅を供給することをi印 さ

らに一般的に、国際人極法の卜で9翌められているような、住むに近した、羽●の沼められる他仝
な住店を提供すること，

（り訳災者0強制立ち退きを行わず、あるいはそれを黙慈せず，敗府に課された店91虎に関する義務

を完全に荘亘すること，

（d)住民側0代表と行政仇同人●からなる｛和枠明坦を含む霞災復輿09為の苛問委艮会を設陸し、対活

と民l的な政策決定を促itし、可能なかきり迅速な方法で全てのものに適切な居住切9利，"完仝
な実親を確保すること。

〔e)仕民の要求を反映させるようなぷ法で、 1l楳biと似設住宅の生活居住深況を改酋寸 a,
を早急に淫じ、住民が受け人れ得る水準9こひきあげること．、

(f 9全ての被災者に増●された追切な水準の硝噴を支cl，うことn 共に劣は、な約1遠，；に起区lする哀災
後外併により死亡した人々99家族、家且が鋲った診所により解禾されてし乏った人々には、 9韓i

された洒切な水年の補償が文払われるべさである，なぜならばこれらは行政の酒切江介入により

防きえたものであるからである，栢災者に対する但務の救済、低利fビし付9J9沼9葱きれなけ本

ばならない。

ば）特に女性が必吸とすること、および女社0j惟示しを考怠に入れ、すべての女性が平勺な投いを受け

る位利を59全に享受できるよう拌俣すること。このなかには女性が家の中で安全であること、ふ’
庭内あるいはその池3刃●力にさらさわす、完全な公止さと四厳を狩って投われることか含まれる，9
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9h）必要ときれる特別措召9こより、居住の権和洲月なわれやすい人々の粒利の共現を保凡する-と

特に子供、女性、身，，的 ギ＃袖的煕宙者｀民疫的少数考歴史釦こ必別されてきた人々よよC9六

ームレス0梱到をr岱先させなければならな，_
(, 9すべてり〕市民と、その他99合法的な尼仕者に、足まった仕所を欠いていてし、人索の問追として

允分な福祉＂授助を捉供すること。

(,I経済的・社会0)および文化的栢元」（こ凹する凸澄規的により課されている法的汲税、とくに第 19 

条 l'，に関する法的蕊務を諏衷9ご履行すること そして芝災後の立法、改笛および；国が国際規

粘の現定（こ硲実に—一致するようにすることn

ぼ）匡迩的経済的・社会的およも咬’生対毎利に関する委貝会に、可能なかぎり平い時町に提自期限か

e)、91盃に遅れている日木政用の報告さを話出すること、、

(9 1人俗に，面する亨U9なかに、適切な居住（こぼする栢利を明J宦な人椛として含むように日木国屯法を

條止する eとを与胞すること，．
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2 対市交渉記録

の 19 9 6年 1月5旦
● 「冬の家」テントで

民生局保護● ： 3名 ／ 冬の家閏係者，約90名

ぶ今冬の行致の越乞対茶について

神戸市としてばできる限りのことをしてをた

つも Jである， 12月30日～ 1月8日●まで 1
0 0名泊まれるようにした。具体的にはマットを

舷いたり、食事はハン、ラーメンなどを用意した
リ、病院の世話をした、親族のもとに帰る人の世

話もした。また、ほかの施設と●●しながら対応

した。

※心 9B9こ冬の和1終わったら、それ以綽はどう
なるのか9

体詞の悪い方は相設を受け、更生セ9ターもし

くは病院で対応すふ仕事をされている方は兵庫

荘へと＇れだけいけるかわからないが、対応して

いきたい。

ぷ兵渾荘から 5~8年約. '画で絶ち切られてし

まった，

9名前を）苔っていただけたら私の方を通じて
話をさせてもらう。合ぱ杖沢が変わっているので

現在のことで考えたい，

ぷ （今年）はつきり切られた。

今の状況で苗l●したい，時間どおり 9暑れないと

いうことなどがあれば私の方で誂竪したい，

ぷ掠錢出来るのはどこかきっちりしてほしい，

※要生センターの原口は~かリ●いているぽント内

に想られた刹翔者の声｝かどごまで本当なのか，

妾け止め方は個人で遠うが、今苔えるのはマッ

トを敷く、新しい毛布を●員でつめている。一度

利用して自分の目で磁かめてほしい。

※寒くて瑶れない。 8日からどうすれば良いのか，

，，を飲んだ人~汚れた人~便所は臭い、 涅生セン

ターヘは；行きたくならどうにか出来ないのがコ

お99の事など，●いている人には兵●荘に入っ
てもらう，余裕があるので罰翌心い毛汗の数

についても用意している，ぼ房も雄しいがマット、

ホカロンを用意していふ

米 i30オ以上の人が仕辛の出来る所を探して欲しい，

靭約地でも仕“がないe市が類安を作って叩"

公度の播除でも民いから。

※（更生センターの9俎丘医，短釦娼， g立ても
らいたいの9―戎租たから享門でないと言われた，保

箪嬉からは「おっちゃふ壱咽だjと含われた，で

も今緑的症な0（ふその絣は9●と言われた，醤託
医は紐yにならない。
女99人は看穫婦さんなので、その辺9二ついいま

ある程●の判断は出来ると思っているので、その

都度判断していきたい，

※去年の暮れ，中山手は＂ の人

にお淫ダにな？てか→＇マン（の仕＄が）九分九歴

決安っていたoi,！輝不足ってgぅだげて餅られ
な現場で紺いてから学えてぽしかった，どうにか

ならないだろう9,'

ぷ更生センター＇に沿表ると思の臼でも午荊 8時に過

所しなければならないのか，

宿足施設なので掃除、洗99がある，体割が悪い
年などがあれば言っていただけたら良い，

忍足1のB、寒いのに 9B中外にいないといげない¢
か。

定期9がこ仕事があるなら兵庫荘がある，
更辻 函に無料宿泊施投がある。 2、

3臨が治●を必要としている人の更三を回るた

め、内外の仕事をしてもらう.,の冬ならク＇，ヌ

マス会、餅つきなどレタリエーションをした。兵
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・荘は 1B 5 0＂、ペット一つ、お●呂がある，

この中で利用する人がいればこちらでお世話す

る。過上荘は市の直営ではないが、 1日20 0円＝

利用するのなら直接、または更生援渡相誤所＾ー

度行ってほしい．

※薪忌9地のセンターが（地度で）僭袋しだu 悩のは

遠いので早く鰈ててくれないだろうが

※5 099、 '"円というのは現釜でなければなら

ないのか．

当座持ち合わせがなげれば言ってください．

※仰名でもなのか．

大きな声では百えないが、名煎を言ってくださ

ぃ．
※どのように格談すればいいか0が

a日に行くのなら名前を言ってくださいc紹介
が欲しいのなら民生局の方に電話をしてくださ

ぃc そうすがま兵●荘に連絡をとら Lてもらう，
※テントをagにたたむ予定だが仕事があればいい

がなかったらどうしたらよいのか．

8 9でなくても、明日にでも更生センターに行

ってもらったらいい．

※このテントにも案内があること。貼り絣告どう料

断しているのか。 （竪生センターに）行きやすい材

料を序意して欲しい。

※一人も行く人がいないのではないか

●さに勁して[9毛布、マットを●●しているc

その他については●別に相誌して「9しい。出来る
だげの事はしているので一度行ってほしい。

※ 毛布のことなどはどうなるのだろうか。

マットも●籟していきたい＾毛布もその時々に

よって●●したい。

ぷ呈if入れ人数は0

更生センターとで対応出来るだげのものにつ

いて対応していさたいこここにいる 40人ぐらい。

※その供69人についてほどうしてい〈つもりなのか。

その他の 2~ 3名については対応していくつ
もり。

※実際的には50~6 9 名~ 9 0名はいふなぜ岩

行きたがらないのか。貼約梃に貼った通りの事。

相紐所から99離れる人もいるので、ある祖度鵡

竪の幅を作ってある。民生局［ま対応出烹る●制を

とっているr

※泊去ったことがあるが・逼路はWCの入り口、 9 

続泊9ってもらえばわかる。
なるほどと思ってほしい。●まってもいないの

なら●の役にも立たなLヽこ

令●路で●るということはしていない。

※この覆滋まった峙｛こしらみをもらった2

9月と 12月に入れ●えをした。陽の方からう

っったということは●るので'新ぃ←ぢは汚れて

いたらユニットパスに入り、●●えをしてもらうへ

♦ 市役所で

沢以莉「がきで泣為で襲ている人がいもと苫った。

それについては令どう窓つているのか。

現実にはそういう人はごく一部 U

※痔厖も行く0i＿かかるし、歩くと痣れて任澤がで

きないコ 92月10日に行ったら告所ぱあるのに●

段でEろと百われたい
必達約でな<'ぬくもりのある話ざしてほし 99,

※中には「好きで」という人かいると宮ったが 9ぉ
どりは9ょリひどいからと百う事で行〈人もいる6
で・その一函だけで言わないでほし 9,

※紺きたいけど仕事がないこ笈翠が出ないなら~岳

がなかったらどうしたらやっていけるのか，もうジ

し希蛍のある品をしてほしいい

9●生センターに99白まって頂いた方に998日

以降は 1臼1まと百う事でお●いしたい

が結を思いていたら「あんたら外より更生（センタ

-,がいいだろう」と感じがする，今のキャハを倅

は~していって人を靖やすというやり方ではなく曹人

が住める澤填、厨えられる限界を考えてぼし,,,

亡くなった方はお気の●だと思が入って来た

人がいたら會 6人のところに 9人宦るというやJ

方ではなか 9たばずC

※確誌してから言ってぽ9い。

※殺したんだ。

今、目の前にいる方にはそう言う●のないよう

にしていきたい，当面は体制を竪えてと宮う事で

T承してほしい。兵庫荘に行くなら名前がぽし＂心
※基本的に起年を綬続していくのか。兵庫荘に移9

た人の侶遥を懸きたい。

具体的には 12月30日～ 1月8日という事、

マット等は継紐、人数もある程度訓●したい。

※倉事についてはc

1日3食ではない。来た方には何とか食事をと

ってもらう。これが神戸市の方では限界があふ

※今3食出ていてもごこに来る人がいる。更生ゼ9

クーから紹介されて来た人もいる,cちらの紹介ア
るには荷らかの事傍ヵ9あった，

※令までどうだったがこれからどうするか、と言

う決意を開かせてほしいu

皆さんの意見99●●だっ9Cc震災で施＄が悧れ

たりしてやれる●囲というの99●羅であったa皆

さんの意見を現実的に伎える●翌等を侵って●

員の努力によって仕事をしていきたいと思って

いる，皆さんの理解を得ながら●整をはかって、

できる限りのことをしていきたいn

お答え出来ない面もあるが， ・’u

※これからもお互い頑張っていぎたい，

※瘍みが伝わって来ないa 記 1訳を聞ざたくないJ

愈見をふまえて現実的に出来る方棠をとって

いきた［＼頑張りたい， 99、たちなりに頑張ってい
るつ 9ムなりにa

民生局保護課・土木局公●緑地課・市民公国諜・公聴課／冬の寄閏係者[i30名
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公~状況について

民 1 2月25日から 9月8日まで炊き出しをして

いること99知っている勺
公土木局が出向いて●をしている。 12月ao e 
にテント設営を確認。事前9こ閉いていなかった。公

國9二仮翌工作物を達てる填合は許可がいる●9こっ

いて説明をしし話を伺った。路上生活●の状況をそ

の際に伺ったコとは言うもの0許可はできないし

かし、死者がいる状況を考えればそれを●け止めて

いるc寮●●地の改●工事を行っていふ国のお金

を使っており、●●内にやらなければならないそ

う言う寧を総合 L、1月7日までは認められないが

強制●除9よしないが、 1月7日までの約費を守っ

てもらわね9えならない口霞災後の公薗9l用について

は、早急に平常化させたいC お互い●れる●●99、
お互い醤りましょう cそこで妥協点を出しましょう。

民 1月20臼過ざlこ炊き出しをするという事［ま聞

いていたが宿泊は開いていなかつに 12月30 

日から 1月8日訓まで 10 0人程戻の受91入れで

越年を民生局でする事は~ 1 2月20日頃に1司った。
1月8日以降については、千ントに今おられる万9ニ

ついては旭設において対応が可能である'

冬 冬の家を建てた背景 lこば、この●空で路上に生

活をする人がいると言う●である。これまでに市役

所近くで亡くなってきている。その他にも霊災後多

くの方が亡くなっている，なぜ、この冷な事が起き

ているのかそこで哨志が集まって、 3月末まで冬

を越える ,,筈を中る玉勤を Lてい行こうと-ちて天

える会ができた'テントを.てた C （冬の衆の活動

餅告ぱ占略〉市の越年対策がきっちりしていればこ

れほどまでには増えなかった，．生センターについ

てはテントで紹介している。その中で続けていかね

ばならない現状となった。999民生局の対棗が不作で

あった＂我々の声を聞い℃具体的な策を●えてい

かね9柔テントはたためない口②亡くなった人がいも

Kさんはもともと更生センターからテントに来た，

Kさんにとってテントは住めなかったべの事を神

戸市はどう受け止めているのか』中間の死を市9よど

う受99止めているのか。わしも死ぬかもしれないコ
どうして野宿しているか~市の方は●っているのか，

本町公薗にまだ人が住んでいる。なんでわしらはと

かされるか'

市・本町公●9よ、緊急避難の場として宴を失った方々

が災害救助法のもと、連てられた，仮設住宅の方へ

移っていただ＜，本町公●9こついて、仮数工作物の

浬投については止めて頂きたいと申し怯えている。

私的に作られた公園での仮設工99物は認めない．

冬・民生局9な仮設を建てる。 1 2月20 日以降~土

木局はセンターを見に行ってどうでしたか。自分は

そこで●らせると思いますか， 1月8日でセンター

の越年は終わる，テントもたため。これでは妥●出

来ない。更生センターも一生●命頑張っていふ公

●で住むのは達浩かも知れないが、そこで●らさね

ばならない人の事を考えてくれ，更生センターにつ

いて行った人の話を聞いてくれおそこではとても

じゃないけと暮らせない↑寒いもっと何とかして

ほしい。もの寸＇ごく権力的な「もの言い」を粽員が

するr 汚い毛布しか与えられず暴言を吐かれた U

民・今更生センターでは毛布を取り苔え，マットを

散いていふ人によって使えるものを選へるように

積んである年末で、切り替えの時期でたまたま汚

かっ応● 9こついては問りに述惑をかけないように

してぽしいと伝えている。寝る爆所についても工夫

してあり、霊事について9ま●夕2回。夕方9よ温かし9

物を出すようにしていふ朝はバン、夕はラーメ 9 、

米等を出-ていふ

冬 一つのスヘースにぎゅうぎゅうに釜めるのは人

間9]扱いではない＂更生センターは外よりひどいと
言う事ではない0かとても人間扱いされていると

は思えないc更に人間一人一人0事を考えたケアを

Lてlましいc

民：信別状9R9ニ泊つて対応すると言うのぱその●；」

である，病39の人9こついては憫院でケアをすふ更
生センター、その他の施設を栢介する＂こう言った

個人に対するケアはしているr

冬，食べるのに●っている人のケアはしているのか。

民~震災以後、いろんな人の状況に応じて、それを

超えるものについては他市とも協力していふ今あ

る施設をフルに活用するしか出哭ない更生センタ

ーについてもその施殺の中でエ史をしていく。

冬 これは綽麗事ではないのか。今までセンタ弓ニ

入る前,-,昭で待裟させた事はあるのでばないかr

民 その人の状品を見●めるためにそう言う事をし

た事もあふ

冬 今までどうだったのかをさちっと反省してほし

し‘c
民・センターでは利用者の理紺を得て e 

冬： ●段て●ろと百われて断って，ラーメンだけを

もらって帰された人がいふ

民 スベースがあるのにそう言う事が起きたと含

う事が硫認出央ない。そ0様な現実lごついてはu

冬 センターの対応が遅くてこちらは蛤めた。それ

以腿、改善されてきにマットもざりぎりになって

入った。

民，マットは 購入の閉題であの時点では苫えなか

った。マットは 30日に入った，

冬，それ以前の状ほで●が行くか止むを得ずテン

トを建てしあっと言う閏；ニテントが一杯9こなった，

センターみたいに詰めるわけにはいかない，そこで

テントを●やした。それも一杯になった，更生セン

夕ーと子ントを比ぺてどうか，

民 今の状況は、お互いに複強っているc

冬 テントは 2食しか出 Lてないが、 3倉出してい

る夏生センターに9白まっている人がこちらに来て

いるコ

民 テントからセンターに来ている人もいるコ

冬；湿かい食事だけでも●喜んでいる。

民：正月だ 9ナは、 ，aンターでも温かいものを出そう
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としている，正月以後も個々に合わせて考えふ

冬 あの錢栴げ 卜）から消設に行げない状況も

ある，

民 個人の考え方だ．マットも●やしていふマッ

トについては●●いから入れ9二
冬 去年はマットなしでも過ごせたのか。

民 マットについては対象者の声を聞いて必要と惑

して入れた＾かつ辛債が登ったので入れに住みづ

らくするつもりはない＾今の状態 9オ徐々に改●され

ている＂センタ・-,ごマットは 70枚入っている」対

応が遅いと思われるかもしれないが。

冬 更生1豆謹●装所と更生センターは違うかセン
ターは3食、相談所は 1食，行政としての対応か

民 センクーについては越年をやっている＂その他

の箇所とも関係を作り、そして 30人、と 0人がホ

ンとしてやって来た。以前から更生センターについ

ても自立支援のため改笞していふ相諌所 9二ついて

も、マット、毛布など寝呉については改めた＂幽段

に霰かす事もスベースの関係であった n

冬．詰めても入れなかったと言う享実もあると思い

ます。いろんな公●でセンターに来いと呼びかけた

時、どうだったのか" 1 2月の初めn

民．泊まってもらえる状況で、泊まって頂きたいと

思います。居住空間がなく、●め込んで来た● lよ良

いと 9ま思っていない。

冬 1 2月上旬、センターが受け入れる状惑でもな

いの］こ．行］9行けと苔い、公歯9こ生んでいる人を排

除しようといる。これについてはどう弓，．ている江

かコ

民：センターから他の施設に移って9月くのと、新し

い人を受け入れるのとを並行して行9ていふ

外で●ているのは●●に且くないので、センターに

．援に来て下さいと言っている。

冬：市の対応に心を惑じないロ

民 今寝泊まりしている人については、一●艮い場

所を苫えている。淫●が生じているかも知れない。

冬 今、テントにいる 40人が全員行ったら'・

民 相談所のスヘースを●めて、センターにも入れ

ふ相談所の方で●いている人には兵庫荘を利用し

てもらう，

冬 不充分だという反省がないと改善に繋がらない．

何もかも 9お年寄99など〕をひとつの所へぶち込ん

で、一人ずつの対処をしていないので、伺のための

事か●らない．

民・確かにそうだが． E0オを超える方は一旦更生

センターに入れて、後に兵庫荘に入ってもらも病

気を直してから出て行ってもらう．お年寄りでも、

一旦入ってもらって老人ホームを侍ってもらう．

冬：今までそれが不充分だがら、こうして話をして

いふ中藤さんは死んだ人が出てもー音も判らない．

異体的な話には滋まない．信頼出来ない．・申し訳

ありません」で9よ済まされない、本当に努力してい

たらこんな●は起こらないい新閲地でもあふこれ

以上．死ぬ人を●やしたくない．「死」の状況にあ

っても、巨年には皆行かない，変わらないといけな

い。今までの●を反省し、心を込めてこれからd9事

を考えてぽしい，話が進まない， 9翌かった」から

閲9hが船まる。中薩さんd)芦う努力は今までもあっ

たが、今ここにいる人 9が行きたくない、根本的に変

えないとコ

民 施註の調箆を計る亭で、その問題をどうにかし

たい^
冬 どうしたらテントをたためるのか．

民 更生と兵慮荘で対応しているn

冬 あなたの言う施設には岩泊まりたくない。病99
0方だけフォローするのか。高齢で困る人も u’ふ
晋通の者[9病弱でなくてもご99ぶ9食ぺる。少なく

とも鮨のない人の紙ぐらい保●してぽしい。皆全 9ナ

ている訳じゃない。仕事が●いらだ。顛の中で怠け

者と思っているんちゃう冗

民 一人ずつ話を聞きたい．更生でc 自活出来る人

に[9してもらう、

冬 だから祖本にあるの[9、その更生に行きたくな
ぃ~ 1日1食しかない0にnカップラーメンで河日

暮らせるが？。病弱にするのか？ nその後に面'，lを

みるのか？。

民 食事の●では 8日まで面倒みます。

冬 8日以降9まどうするのかc

民・兵澤荘に行きたい人もいふ病弱の万やお乞寄

'の人は更生センターで●倒見れますコ

冬・そこに行サば本当に良ければ良いが、何も変わ

ヘ丁99な99“ 

民・鵡竪した上で話を eまず。 8日以憐、屈別に対

応します，病気の人にも七の対応、仕事についても

各々対応します。

冬 ケースワーカーが一人で対応するのか逆なの

では。訪ねる事も出来るので"・

民 兵庫荘についてぱ私が（中●9が行っても良い

冬~更生センターを良くする事は考えないのか。 1

●部分の中身を人間が住み易くするような考えは

ないのか。

民 スペースの問●、暖房の問遅があふ食寧 9こっ

いても温かいものを交えつつ、 3食は無理なのも＼

ンやラーメンを交える人数については増やせるn

冬 要するに変わらないのですね＂テント＇なたため

ないなあ、たたんでも他に行く所が出来るまでてカ

も金も持ってるでしょう、神戸市lおそんなに貧し

いのか。 9●房効かして、ピルを達てて、マンターで

はカイロか'

民 火の気がたっと困ふ餞気〇；容璧もある。

各 もともと~ ●房がつけれないように作ってるん

でしょう n大体、役所が綺麗な所 9ェ甘しい人も作っ

ている，外から配線弓loば・3てやれば・ :更生の

所へ民生島が移るとすれば配緑引くでしょう。,,

ロで9士事しますかい要はどんな気持ちでやるかと言

う裏なんで~ 99房なしで1可年も過ごさせるのかc

民 防火の面もあります。

冬 このビルが、これだけ旺かいやる気ある＇すと・,
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どうするのか●らないのへ設計図9せようか？
中●さんが累かったと思ってると思っていたが、今

ぱそうでないみたい』9くらもテントを達てる絃味

じゃない炊き出しもしんどい。最低食ぺられて

ちゃんと寝泊まり出来る所があれば、テント止めた

ぃ．テントをお貸しして運営してもらっても良い、

市が責任を持って。 1食しかないのにたためない．

民 沌投間の祖●した結果は．今お99しした通り。
a a以隣の事も躙整を［まかりたい．テントの方で、
仕事を再開する人は兵庫荘の方に来てほしい・食べ

物の事も●別で相拙したい．これで神戸市が努力し

ていないと苫うならしょうがないが．神戸市も少し

ずつ改善して行きたいし、いろんな勤務の訓●もあ

る．温かなほ度も充分蹄まえたい．禎解のある芦•
があれば●まえたい。 1月8日以降については、お

話した状態でお願いしたい．いろんな状況の中から

出て来たものだと言う亭を推察してほしい．

冬： a臼に出て行けと言う事ですか。本町の人たち

は良いのか．

民 口●で含ってます。

冬 公園は街になってるや伍

民 1月8日までの●限でお約束しています．

冬．行き先をちゃんと作ってぽしい•あれば行くと

言う事だ．中●さん．合言った●は信用したいが、

今までの事何も反省していない,-‘努力されたかも

知れないが、施設あっても行きたくない状況がわり

ながら、変えようとせず、調整しますじゃ悟用でき

な「ヽ．

民 更生センターについては、 99●の面は変わって
来ていふこのまま努力したい．赳年の問●Iな少し

ずつ改良して行きたい。今の現実としてぱ出来る範

囲、嗜一杯やっている．

冬・一人の人が生きて行ける、最低限の事はすぐ＇こ

やらないといけない．袷々にじゃidI年かかるか解ら
ない．生活保護のずっと下のレベルの●も考えられ

ないと苫う事ですよ。殆どの人に生活保謹を適用し

て欲しい．何とか今を凌ぐ最低限の●をお願いして

います．その最低限にも及ばない．中藤さんは 1食

で毎日過ごせるのか，靡目に対して対応の悪さを注

意するぐらい出来ないのか．

• ・対人の仕●なので戎めて行きたいと思います。
冬：申し訳ないと思わないのか．中藤さんが「すみ

ません」と百うだけで少し気が•れる．センターで

は物の言い存が、人閉扱いじゃない．そこを考えて

ほしい．センターの人に官ってほしい。センター’ご

行'1行けと言われても。

民．そう言う寧がないように考えているし、●まえ

さえてもらいます．

冬 それても沼らないのですね話し合っても．一

番の前提となる反省がない．それを記めてお互いや

って行くのだ．それ以．の所で詰まっている．どこ

が•ったのか、反省しているのか．そこが●詰まっ

ても 19頼したい L、怒鳴りたいが．●し合いにし
て努力している。官いたい事がいっぱいある。しか

し、信朋できない•このままの状品でテントをたた
めというのなら納得出来ませ伍煎茶な●を言って

ますか＂舟低限の話をしている もっと言う事はあ

る」返事がないなら苗ばらばらになれない，宿泊出

来ないのならテ 9 卜を維持する池ない~更生センタ

ー「二「金がないから行けない』となると自分で期限

切れのものを含ぺるしかない，それぐらいセンター

の飯は不足していふそのぐらい考えられないのか。

「テントをたたむとしたら」 0聞き取り

センターに喜んで行く人 U人

仕方ない 3人

行くかも ，人

外で宛る、その他

冬 その他は他の全●です。

民 更生セ99ーで対応したいコ

冬 センターの職員に司情する,c,,な大変な苺を
センターに任せてしまう民生烏に責99がある』可で
もかんでもセンターじゃ違うだるう,,時から中•

さんの意見は全く変わっていない国か交えること

はありますか。忙しい砕闇を裂いているのにm

民 ●実的な話をした．昔さんの意見を今後のモの

としてどうなっていく 0虹意見を開かせてI員いた，

冬・個人的な双見は 9。

民・今の答えで理解してぽしい，

冬 こっちの言うことは理鯰してくれないの力や行

政のしたいことだけしたいのが置の上にマットを

●いた6は、胸を揉って言えることがそれが神戸

市の限●なのか“そんな蛇しい二とが約埒するしヒ

うな返半を出さないから時間が廷びている，

土： 8 日にたたむのが前柱で約床です n

冬 工事はいつからか U 出てFけと言ってから何E

たってるのか勺

土 今｀もうかかっていふ l99●がある」フェンス
の中など。

冬.出て行かされて、フェンス9長っただ 9小やんか、

曰にち教えてください。

土： 9 0月28日に決まっTュ公園ば●んでいぶ

段差もあふ眼●にやつて行く。水遺貸●気なと/U

冬 彼は工事する言って、フェンス99っただけなの
ぱ呵で 9C

土・業者がやっている， S月29日までにやって 9.

まいたい、お金もないので C テントを括っている所

も湛んでいる。見た目には解らないけれどもc

冬 990)99捐地あります 9"
土 それはこちらでは対応できません

冬 こ0299し合いの中でテントたためとよく言えま
すねq 今姐x況の中でなぜそう言えふ役所と皆さ
んとの愈見をかみ合わセるのが大切。民生さんの言

い分を認めるのか．．どっしてここに詞席しているの

かさんざん今の19況を括-てきて、テントをたた
めと言える0か，

市・皆さんの意見もあるが、現在民生弓も暉張って

いる。裁翌から入っていけば良いと悲う。

土・平行線で：よ仕様がない。
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冬，平行椋なのは認澁がない，伺99メんだら気が済

むのかずぐにやる亨は何なのか、

土 話し合いをし、妥協，を見つけたいと思うから

ここに来ていふ

民，皆さんのご意見9ま聞かせて頂いた，ゃ9しる高は

精一杯やりまず＂やっ＇ている事についても歩みとし

て・

各 中藤さんは女性｛の野哨者）について福祉●務

所[1伝えると言っていたが

忌 それについては運格し、●人相慈センターで扱

うように言った，

冬 区っている時に 中藤さんの様に抽象9りに苫わ
れても1云わらない，

公 今言った●が行政の全てです。これ以益につい

ては， 1月8巳、もう死者は出ないと懇います

冬代替ねを出せ，

公 民生についてばするべき事は出来ていふ

民 年のいかれている人についてはセンクーで対応

する口

冬，女性二人の●9こついても民生はほ用出来ないか

ら言ったんや」

民 年末年姶については役所で扱う，それ以後でも

婦人柑絞●が扱い、帰人相談セ 9ターで見極めるし

1月8日以降の対応は仕革をされている万は兵庫

荘に入ってもらう逗座の使用料 9二ついても判断す

る，身体が元気でない"'よセンターで対応する C 9t 
まる人は更生9以●相蔀所で泊まってもら9，食半に
ついてはラー9ンなど出す“数が噌えても更生岳謹

荏徐所と兵庫荘で対応可能。

冬 あ0)テントはどうしてもたたまないといけない

のか C 2月いっはいまでは，

土 出来ません。

冬 ●●者に対する民生ば

民，嵩齢者を年齢では区切っていないコその方の状

況を見て判断すふ例えば 70オでもきちんと仕事

をしていてしんどそうな人にはきらんと対応e 月

に入ってもらうことを考えふ仕事をしているかど

うかが一つの基準になふ

冬 テントに入っている人は・，．を繰り返すが、

そうではなくて雛が行っても受け入九てもらえる

ょうに Lてほしいn
民 兵庫荘の運賞については考えていきます，

冬 盆と●れと死んでから来たんで［ま坊さんと一緒

ゃ。ポランティアが一緒やから今日も会ったんと違

うのか，公固を工事するからどいてくれと言うが、

いつまで9こつても工事を始めない，フェンス999・9.
ててほったらかしやないか，市役所の哀●：よ公園で

●ている人をしろっと見て帰って行く。みかけだけ

フェンスを99っている、フェンス張るだけや9たら

1日で出来る。

土 だましたわけではないコ工事には段取りがある U

菓者が決まったから掘 9)始めるOOO庫から出ないと

神戸汗も公園工事が出来ない。 3月29日までに絡

わらさないといけない。工事もあと一9月で頑99ら

ないといけない。 1月8己9ごテントをたたむ，

冬つぶずのか，

土 そうでなければつぶす。 1月8日にテントをた

たむという約束がある， 1月8日までには999l'，館
はしないとしたが~ 1月8日までということだから

だr

冬 年末年始、全然紐告出来なかったc 話し合う三

も出来なかった c そこで 1月8日にたため、祢去応

工 民三局が迎99所と Lて認めた●には認められる
が、約束があるから、やはり 1B 8日にはこだわ9

た'・'C
冬 民生忌の姿翌 9ま~

民 お年寄,,、病弱者ぱセンター,I士＄の比来る人

ぱ兵●荘，そうでない人は無91宿泊所、 1食までは
99障する，高齢かどうかについては総合的にキl●す
ふ兵●荘9こついて七トイしなど改善していふや

っている事はある。

冬 テントをたたんで以降、テントと同じような吠

況を保●せよ。

民 個月99状況に応じて考えふ自己努力をして面か

なければならない。階段をパー子ションで区切って

泊まって頂く場合もあぶ

冬 センターで●た零があるのか＂今巳、民生局か

ら聞いた事は 1月8巳に確認しなければならない。

民 年9ち、最短の話9，合いがこれだ。明日、あさつ
て移って頂lTる方は移ふ当初は9欠き出し、 0白まる

鳩所も出来るとした」これが最短だ.,月 S日まで

に移っ T 頂 9”れば鈷•ですへお問い会わマトがあれ 9北

いつでも利用出来ふ

冬 民主局がもうちょっと待ってくれと言•,たらテ

ントを張れるのか~

市 いつまでもと百う訳にはいかないr

冬 県●がこちらに連れて来たケースもあぶ民生

のOKが出れば良いのか C

土 それについては1可とも言えない。お約吏ぱ1月
S Eまでである，少なくともエ●に入らねばならな

い。一応、 1月q日は予定する。

冬~テントに住んでいる人の行き先をまず考えよう。

もし残ったら。

民，今、泊まっている方については●々のケースに

応じて対応する。合、泊まっている人は全て受け入

れる事が出来ふテントからセンター~所には全て

入れる，

冬 当然、その施設のキャパシティーがあるから、

侶々の状況に応じても やっていけないからコ今ま

でセンターは 12月30日5時から 9月3日まで

と言う 9犬況だった'"月 30日から 1月8日の追

い出しが今年テントに合わせて対応を民生島よし

ているのではないか，土木局もちょっと考えろ口芝

の立場やったらどうするんや，役所の努力を否定し

ているのやったら、そうではないと言う事を言おう

としていふ

民 今までも市役所に相談に来た人を車で~更生 9 こ

運れて行った事もある。
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冬'更生センタ-ょ，"テ''卜の方力q良いから皆来て
いるんや。

足・ 1月8日に兵●荘に入るのは速やかに出采ふ

取り敢えず、まず名前を90らせて頂＜ u向こ弓での

．臭等を用意すも更生についてはいつでも見に行

って下さい~ 1月8日から泊ずれるようにする 3 そ

れ以外については10 0%9よ出来ない個々の状況

に応じて対応すふ

冬 兵潰荘まではどうやって行くのやu 他にも生活

が変わる0には時闇がかかるのや。対応は明日から

かn

民 今、 9囮次行く人は罰●出来る禄にすも 8日に
は体甜99之●えふ今の話の中で、いらいらな届別の

判り振りが出来るので、 8日に謂●します，名前そ

知ったら、また病院の方など8日までのその仕●9太

こちらがします，

冬・自99あります？

民 今日、屯日で考えて 8日で頭整考える。

冬 8日過ぎる人は'

民 今、面当な状況を知らせたら、現実的なキヽ99ヽ
で判断します、

冬・は9らないがら話をするので、 20名がテント

が長いと苫ったらそうなる09岱

民・それはできない。

冬~今~入っている人との訓●が時閉かかるで L ょ

ぅc その問、〒ントがなければどうするのか。

民・ 1 0 0％一人一人の患う様には出来ない。

冬 烹生セノター L と~U9 くらい生さが出来る0かコ

民・ 1 0数ふ

冬：それ以外は99●柑該所c 岨烹も食●もない，惰
報●供もしていない」●決するまでテント●いとこ

（2） 1 9 9 6年 1月10日

う3 人の命よりも約束か大阪では殺人行政たよ。

民 8臼以降のごとはわかりません． e巳以●のこ

とは検討します。

冬・土日返上してテントに来たら。正月、充分休ん

だ＂自分たちが他別の，,ースを閲かないとだめだ．

民． 8日に兵●荘の方を閲かせて下さい，蔓生セン

ターヘ行って下さいn

冬．先知9になることはないんですね。

弐 希望と憐別相球は遵う n

冬 皆、個別状況は悪い・ •れと 1 E2食の食事で
求●失詞だc 令のない人は「死ね」と言っているの

か．つらい状況に枕る人？海Iの病気もないと思う¢
か．自分たちが充分聴き取りをLろ。問冦の解決が

出来て次の日にちだるう。問•の解決が先．．いの命
は関係な L なのか．公函をきれいにするだけが仕•

なのか。「講●」は何の莉整が同席して何も変わ

らないし

市 99時命で紅整してある峯は苦って．今巳の寧ぱ

考えます。

冬 8日まで、 5 /e/9 /8日と也るので笞えli

待とう、

冬'冬の家関係老

民'民生局
公~公聴謀

土土木忌

市 民／公／土いずれか

「所J ・更生伍液杞談ホ

「センター」 ・夏生センター

「テント」 冬の家テント

公99課 1 名、民生局保護課~ 3名 ／ 冬の家関係者， 45名

場所 「冬の窯」テント

：凡例 公=19戸市、冬＝冬の家腿係者：

冬，わざわざ足を運んで下さったという寧で紅迎L
たいと恩います，とりあえず自己紹介をして頂

きたいと思います，

• • • • 9 • 9 • 

冬 ごこに集まっている人たちと、冬の家に.らか

の形で来られた方，炊き出しだ 9ナに来られた万、

ここに居たけれども各々の場所に行った方、今仕

寧に出ている方、冬の家には来なかったけれども

搾戸市にいて野宿せざるを得ない方、そういった

仲●たちむ代表して我々がここにいると言う事で

皆さん良いですね，

〔承認得る9
1月8日●9での予定で冬の家をやってまい 9)

ました~宿泊者で毎晩話し合いをしてきて、 「こ
のテントをたたんでしまったらどこに行1ャばいい

ねん」という意見がほとんどでしたしそういう実

状があります。言いたい事は山ほどあるけれと'~

-es-

取り豹えずこのテントをたたむに当たりそれに代

わるものをとー多くは語りません、要求をまとめ

たものを 9月4日に文●で出させてもらい、 "' 

戸市と95日に話し合いをさせて9月きました。 H
れどもその内容でぱ納得がいかないという者た

ちがこのテントに残って，粕得のい（返●が9ら
えるまでは、命と生活 9こ●わる事だからこれをた

たむ圧にはいかない。そういう意志で改めてこの

テントを自治運営しながら，各々が協カッ合いな

がら自分たちのために、またここにいない9中間Tニ
ちのために 納得のいく笞えが欲しいと，ヽう訳で

残っている，これに●●はありませんか， （承認）

神戸布の方から要求の答えを出しているとの事

ですが、私たちb屯］を●求したかをあらためて硫

認させて頂きたいと思います，

（宿 96者の米沢氏が要求書•胚9

Cこれから 9神戸市の回答をお受けします，この場



は、民生局の苫う名を皆が臣く理娯するものとし

て設けました，不明な点があったら誤解のない憬

にするために礎認をさせて頂きたいと思います．

公 先日以来こういう話し合いの培を通しまして、

私たちの苔葉や表現で酋さんを19つけた辛があっ
たら、 9いたちの至らなかった点だと思いま立こ
うしてお互いに話している9Rですから、お互いの

99みとかについては私たちも充分にわきまえてお
話Lするつもりです。吉さんから聞いた亭は負里
な私の財産たと思っています，市としても、努力

謂芸をするのは行政ですから当然の事だと思いま

す．その中で今できる名と、いろんな問垣があっ

て今すぐには対しい事があるというのは、皆さん

方にもお分かり匡きたいと思います．皆さんのお

話を閲きまして．神戸市としては、今まで考えて

きた窃は桧々にやらせて頂きたいと思います．た

だこうして．皆さんがここで子ント生活をしてい

るという現実があります＂それを路まえて、ごれ

から改●を図りたい寧を話したいと思います。今

やっている事、今からやっていく事が当面する問

●だと思いまず．まずその辺りをお話ししたいと

思います，ょらしいですか［異穫無Lの承訪9.
音さんのお声で多かった、またあそこの方に紙

を9晨って頂いた、その中で言われて来たのは．更
生扱護相談所の亨だと思います。そムの者えなので

すが、更生援裟楼検所というのは今非常に訳から

近い場所にあり至して~これは周リの住民の方々

の理解も得つつあります．利用された方はお分か

りになると思うのですが、地壌の中に99け込んで

いく等~いろんな面で努力していますu 年末とか

寒い時期になりますと充分に寝るスベースがない，

こ9しが現実です。私が考えますのは、 99め込むと
いうのではなしに、今安心して眠れるスヘースと

いうのをどうにかして確保したいと思っています，

そのためには中の工事を、これもただ単にそうし

たいと言うだけでなく現実的に考えていきたいと

思います．但し、今ここで荘泊まりされている方

がいます．ェ問の問題とかがあります．現実に捨

討しているから言うのですが、ペッドを乗せたら

良いという●ではないのです。安全性の問題とか

消防の問題とかいろんな問題があります，安心出

来る状演をというと~今日●日という 9Rにはいき

ません，具体的に、安全な方法、安全なスペース

を誼保出来る方法を考えてやっていきたいと思い

ます,/!、兵庫荘の事です，この間も言いました

が、当座の現金の持ち合わせがない方については

相談 Lて頂いて結橋です，基本的にそこを利月し
ている訳ですから、 91金が必要な訳ですから．兵
膚荘に移られる方々は、折角の根会ですから、そ

れについても私の方に名を知らせて下さって栢揖

です。兵庫荘の方でも布団の問題と b直

かがあります，それ＇こついても●々に敗り●えの

話とか、 トイレも利用しやすいよう去年から改装

しています。いろんな面で設備が充分ではないと

一

いう●はあるかも分かりませんが~今取り敢えず

安心して●れるスヘースの問題とか寝塁の問題、

他の放備の問題もありますが、出来る●について

はやっていきたいと思います，皆さんの1中間が亡

くなられた事について、皆さん方の身直に居られ

る方が亡くなられている京で、 9Aもこういう場で

活さんとお会いしている訳です，皆さんの』，，の9
みを、私は感しないといけないと思います~，こう

して舌さんと琵しをさせてもらっている中でも苗

己んを懐つけるような●があれは~、それはまた私

が考え直さねばならないと庶います，皆さんと“’

るいるな所で接している訳ですから 哲さん方C

心を今後私の仕＄の原点、この話し合いの原点こ

いう立を踏まえて、私は仕事をしていきたいと9
います，これは正直な話です，

呉体的にこの冬をどうするのかという事があU

ます，皆さんの一番の不安もその点だと思います，

いろんな意昧で、年末から年始にかげて穿生仕證

相談所に冶まっている方に、いろんな状況を個99
で全てお1司いしま Lたc 例えば皆さんがここにい

らっしやる様に、更生接●相談所にいらっしゃる

方にも各々●情があります，ですからその方の翡

Slの革●も充分に考えてしないと，昔さん方の紺

●たけではないという●は、先ほどからお話・こあ

る樟に、他の方もいらっしゃるという事と一緒や

と思います。

そんな中で~まず●寧の問題です，こういう食

．ではは事が出来なかった、朝日また元気で●河

張ろうという気持ちにばなられへん、と苔う声も

聞きました， 9月S日に神戸市の方も年末69怜別

対策が一区切,,という●なのですが 現実に 1月

8 日以降 9ごついても~思●の方では、炊きピ L で

すね，ラーメンの炊き出しとか缶詰を添えるとか，

雑炊とか，口には、土曜・日 9艮とかはカッフラー

メンと缶苗の問題とか靡•の対応の問題がありま

す，そういうg昧で充分ではないかも分かりませ
んけれども、温かい物を出す，またラーメンだけ

でなく缶99 とかを添えていく~そういう●で99

'二ついては対応していきたいと思います，そうい

う影で皆さんに食ぺて頂きたいと思います，割宜

については~宿泊呑0皆さんにハンを宜ぺて頁き

たいと思います，ですから、皆さんがおっしやっ

ている食半の問垣で、これやったら因るんや、と

いう●をお閏きしましたc 寒い間 1月 2月につい

ては、こうし、 神戸市も駒員も含めて炊き

出しとかと言えば、こちらのボランティアの方々

と同しような形になるかと思いますつ．．の方も

頑張りたい神戸市の方としましても非常に●し

い状況ですr ですから、私たちも今まで通り0仕

事をしていたら、市民の方とか神戸市全体叩．＂

は出来ないと思いますC ，ムどもの出来る事は~磁

員の一人一人が今まで以上の仕事をしていく~ま

たいろんな意味で、おさんに笞えて仕事をしてい

＜ ~それが基本だと思いまも●しい状況ですが~



私も葎員も頑99 りたい~柁設の●良も頑39 りたい，

また、兵庫荘の院員についても、 9ムの方から何回

か店し合いをさせてもらいましたc そして、舌さ

んが利用し昂い栢設を求のるのは当然の単だと思

います＂それについては皆さんの立場を理解して

いく，それ9まお互いの事だと思いまれただ、や

9まり某団生活ですから、もさん方が他の方から迷

惑をかけられたくないのと閻棟、他の方と訓和あ

る●団生忌をして99きたいこれは9レールだと懇
います，それをわきまえた上でお互いに尊望して

仲良くやっていきたい C 19良く慈らしていきたい。
そういうふうな施数として運雹していきたい， I木
●が●くて更生センターに入る待褪の方について

は．食•の面とかは何とかしたいとしていた訳で

すが、年末から年始にかなリ調整しました＂他の

施設、例えば老人ホームに入られる方もいらっし

ゃ，、ますし~いろんな方がいます，各々が安心出

来るような場所に代わって頂いたつもりです＂こ

こには近さんと同様の立場の人もいますし、仕•

を●糀してる方もいる訳ですから、杖泣に応じて

訊整を計りながら、待●されている方々について

は、更生センターに入所されている方と同じ様な

氾で安心して●て"そして居て頂<l9りぱ店l
荏な処遇をさせて頂く寧を考えています，これに

ついてぱ現実にそういう形で，この中で更生セン

夕ーに入られる方，病弱で入る方 また更生●●

相談所で侍●される方，いろいらと分かれると思

います”.生セ．ぶ一「つ~って頂 9 方で待諜され

る方についても、岡じ様な形にさせてもらいまし

た口今日でも明日でも結●です， 9辰次行って頂い

て結構でわ施設の方にもそういう哀で話をさせ

て頂いています，そのために、やはり●穎相談所

に宿泊されている方々についても炊き出しをさせ

て碩いていますコただ、啄房の亭て 私として

も何とか改普したい問●ですが、先ほと否いまし

た様にスベースの問題ですね、それに閲してはエ

．の問題防災上の問題等があります」窟設には

毛布がありまも炊•の事がありますから~これ
は命 9ご関わる問題で丸安全な●居を考えるとな

ると~これはかなりの防災面、工事面の登用の問

●l二もなって来ます。寒いからあそこへ行けと言

われて来たけれどここも寒いやないかと言われる

と辛いけれども、ある程度余裕のある毛布を用意

'ていますコ●いと感じられた方々についてはそ

の毛布を使って頂いています，ですから~賤房の

問題9ェスベーースと同じ様に工事の問題に関わって

来ます，今日明日という訳にはいきません，です

が、これについても具体的に考えてやっていきた

いと思います。●い時難に食事、そして再る時に

●くない様にしたいのですが、根本的に工事をす

ると今泊まれる人数の制限をする事なってくる，

これについては私の方で呉体的に取り組んでいき

ます~ ●なる言葉ではないでず p ここでお話しし

た事は、私が異体的に取り柑んでいくとし＼う事で

やっていきたいと息います，これで昔さんがこち

ら 9テント｝から安心して（施設へ）移れるかど
うか、気持ちとして 10 0ハーセントと思って繭

けるかと苫われたら、 9ムも確信はないです」禅t
市の方として今出来る●、現実に出来るという享

を今位やっていくと、段●的に緊急度の志いも 09

から対応していくのであって 9eから●員の方に

理解を得ました 皆さんが安心して移れる楳に私

の方も躙差したつもり‘Cすし、喋●の理解も得ま

し払いるいろ●豆な意見を頂●しまし応行政

としてこの場で、現実にこうしてますよ、やりま

すょという卓、後すぐこは出来ない事もあるんで

すという事を、充分に淀足な笞えにはならないか

も知れませんが、こういう堵で話し合った●を踏

まえ， 9ムどもの接している方 9冬）の立場を理解
しながら、その痛みもまた感じながら仕半をして

いくという事を、私の姿勢としていきたいと想い

ますこという事で私の方からの税明を終えますコ

冬要求につし口 全てまとめて中藤

さんの方からお話しがあったと思います，中藤さ

んが今言われた●9こついて、 9し訳ないですが，
メモをとっている者がおりますので、間き逃した

亭等をもう一●●認させて頂いて，黄問なり意見

なりを出させて99きたいのですがそれでよろしい
ですか、 （承認9

（各グループで検討9
冬 ●言に対しての事ですわ。 999砂 1個では、岩
として［が含呈したようなしないよそな ，足99昼

でカッフラーメンの中身の方奇苦えてやふそこ

のところを1司とか聞きたいです。
冬，食事の方をもう一度説明して頂けますか。

公：兵沐的に苔いますと，月●日とホ●日は雑炊り；

炊き出しを夕食としたい。後，火・水・木も、そ

うですわ、ラーメン等の炊きいしど野菜や缶9者を

入れるという点に99かい形で出したいと思ってい
まず土● ・日瞳は、●●も毎日ずっとその様に

は出来ませんので、カッフラーメ 9 と缶詰に、こ

れも湿かい形でと恩つています。宿9B施設ですの
で、朝と夕食について！ま、今年中に出来る精一杯

の事だという事でお願いしたいと思うんですし

冬~朝のハンの分最はどれくらい？

公・今のプドウハンをお出ししたいと思います。例

えば多くの方がいらっしゃる時も翔愈していまナ＿

塞い閲という事で泊まられる方には夕言もという

事をさせて頂＂ヽていますので、その五ご理解頂き

たいと思うんです＿

冬 朝は一人にプドウハン 1偲ですねn

9公同意9
冬：飲み拘とかはない？

公 飲み物とがお茶とかについては、ホ 9 卜で用意

したいと思います。

冬~今の話ば更生センターの二降、三●の話で,,

ょう＂今の話［ふ令まで Lた謬のない話しでしょ

ぅし娩'"時から朝の 9時半までに出されて今ま
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でハン 1位だったでしょう c パンはSO慨しか用

をしてないんでしょうて人数がオーパーした場合

は~ハンをもらえない人が今まで一杯だったんで

すよ。あそこの地下の定員は 43人か 45人でし

ょう，それが登ら枚9こ9人も 10人も哀ているで

しょうが。そしたらヌ 8 0人から 10 0人

近い人間が寝ているでしょう。

公 更生99●相談所一階9こ沼まっている方は 30人

までいっていないです

冬 それは昼間だけの●て Lょうヘ一旦出されたで
しょうが．

公 そういう＄ではなく・ ・ ・ ~ 

冬 昼間も●れるんですか？

公 宿油施哀ですので、やはり●とかは n

冬 それは必要な訳でしょう。いままで0199がそう

いう訳「こいかなかったでしょうが，

公 1月8日までですので、今泊まつている方につ

いては今の食●の事を笞えさせて頂いたつもりで

九寒い問こういう夕食〇炊き出しと朝のハンと

お茶を、●い間は出させて誤くとコ

冬 9兵●荘の面接について）兵，，荘の方へ和Tと
言うげど、面接に行ってもややこしい事 9まかりで U

仕●にあぶれたら~お前~仕事に行くと言って、

呵で昼●●ているのかという寧を言う。

公 打たくは、兵●荘0万には前に m 

冬 はい行きました~ 5年前に行きましたc それが

未だに改●していないのですよ，

公~その辺［ 私の＋・'」 Lしてもエ年から兵

●荘の方と話をさせてもらいまッたこその森菜

団の生活という●で、お五いに慎詞を訪ってやっ

ていかなくてはならないと昔さん了解していると

は思うのですが、 TJ 中でね、 96〉

痛みといいますか、また人の心を●つける事のな

い様にという●で話しさせてもらってます。また

利用しやすい柁設という事で昔さんに生活して項

くという事にしたいと思いますから。面9妾の寧で
そういう行き違いのない怜に、栢匝もくり返し席

員と話し合いをしまし9こ，以前より印●は違うと

いう粍 9こ私は考えているんですが，．．〇方で出

来る事で努力したい皆さんの立場・状況を●解

してやっていきたいと思います，

冬 小'，-フで話し合った寧を先に、偕人の発言9ま

後9ご、

冬 我々の要求に対して具体的に述ぺて頂きたいn

公 例えば、更却祖•蔀所ですか寒い間、閉え

ば今考えていますのは体関の悪い方ですが、昼間

衷て頂いて結●ですc そういう風な今〇冬〇状況

ですので、例えば市の日とか君の日とかあると思

います。そういう日には昼間もいて頂いて結渭だ

という形で今取り祖んでいますe 全体の●竪を計

りながら進めていかなくてばならない大きな問題

もあり~一つの事を旦体的にという 0はなかなで

すねF 例えば食●の事、職員の対応の問題とかは

9ムとほ員といろんな話しをした上で｛恥ている訳

ですから，皆さんの気持ちも充分愁じながちゃっ

てい〈し、又、皆さん09遵かれている状9Rについ

てもいろんな見方があるのもこれも現実だと恩い

ますu こういうものをきちんと99まえながらやっ

ていく、出来る事についてはやっていく、という

樺貝の城愈という0は感していきたいと思うんで

す。

冬 更生センターの地下の方のね~寒いときぱ，そ
布佃枚でも惜りられるんですかコ勝手に捗って自

いんですか。

公 更生援護祖談所0)一臨の部分ですけれどね、 9

則的には 9人4枚という事になっていると思い吉

す，寒いと●しられる方は~体訊によって進いが

あると思います，ですから毛布のストックを沼〈

様にしています。寒いと惑じられる方については~

その毛布を伎って頂いて紀構ですn

冬~彼が言いたいのは、人がたくさん来セら毛布が

足りなくなるのではないかと，例えば 1 人が~自

分が寒いといっ•(＋枚散れるのか、本当 9二曖かく

なるまで毛布を使えるのかといっ睾9こついて •ag

しているのです，

公 各々の方が寒いと感じないような彩で、数が角

陸大にあるという寧ではないのです［ずれども，皆

さん方が不自虫のないような形で毛布の方は用意

させて頂きたいと思いますc

各 皆さん（グループ9がここで話したの吝ここで
私がまとめて代弁しますと 今日の話し合いは、

非常に` 99卜で前内きな姿劾がおる。その●し，＝艮

体的な事を、とくに寒さの点について。 「出泉そ

だけ」ではなしに~いつやってくれるかという事
が皆の覆望かと思います，それを先ず言いますと~

ここで出た話は、艮体的に進展したのは、食享が

1食が 2食になったという●が具体化しただけで

す。また、寡さの中で去心していられるスヘース

を用意して頂くというか、出来るだけ広げてI●<

という事を言われました c 寒さが迫ってますから

「 tじ来るだ 99 」では済まない訳で~命の問●てす

から~これは戻体的にいつまでにどういう肌9こや

ってI9くという亨をいって手』らいたい。それから
食事に戟しては 2食出るというのば、これが出

来る09まいつまでという事ですか，

公 スヘースの問●ですね，也さんおっしゃった柑

に大事な問題だと思っています，スペースは、ニ

．の問題になると恩います。工事をする時1ilえば、

下の方の部分9まある殺ほ●って工事を進めないと

いけない訳ですよねコー特期の問● 9士へ今皆さん

がいらっしゃる状態でやれば~そのスヘース自体

はエ●●閉中はなくなる訳ですよ u 広げるための

工●をするためにねu それについては今すぐにと

いう訳9こはいかないのです。ただ、いま私共が考

えていますのは、少なくとも皆さ，，方があい9度

安心 Lて頂けるスヘースとしてですから、安易な

ものですぐ壊れるものという事は出来ませんく峙

期についてなんです：ナれども~はつきり牟しまし
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てね、 2~ 3月に出来るかと言ったら、笞さんが
・ておられる伏況とか利用状況とかま考えたら、

それはちとつと謡しいと思いまず C 9旦し、今年・,

こういう様な状隙である亭のない様にさせてもら

う、と。ただいろいろと検討して後かなり●用

もかかってくる。また、暖房の問旺とかも出てふ

●胡はいろんな謂査の中で、私ははつきり百う、

粕束するという●が出来ないのです、ただ、来年

の寡い時にまだ工事やってるわ、というような窪

だ・ナ「9せん校にします。

公．いやいや 来年にするんじゃなしに今年の冬

1 2月明 9十等ですね、この時の1犬態が今の状惑だ
ったら困りま丸ただエ哀をする●については

全§3閉●して工事をする訳にはいきま辻んので c

やは払ある程度利用される状況とかを兒榎めて

やらせてもらいたい，ー●やはり考えますのは、

冬の時期に安心して頂ける様に、これは出来るだ

［ナ早い時期にやらせて頂きたいと思います＂それ

と~食事の期間でしたよね"
冬 来年困る事がないという様にと言うのてかなり

本格的な．その培限りの気持ちではないという寧

で、来年だとおっしゃったと忠いますけれど、深

年の名期のものと、今年の仮の少なくともスヘ一

スを作るという這と、つまり 2段階で考えてもら

えませんか＂差し迫っておる訳ですから c

公・先ほど申し上げたと思うんですけれども、 1陰

の万9二●られてる人数が 20数名、 30名荏です＂

そm辺でお住和ヽI貝くと．先荏から雑が出てい合
した翌生センター待槻の方の事とかについては、

1 ●の方：二9日まってもらったままという●で9まな

く、上の方に泊まって頂くという翠を考えていま

す＾そういう房，な体制にしま・す，

冬・待●の人が上に行ったら、待槻と達うんじゃな

いか？

公，いいえa 正式の入所に定貝がありますから、同

じ●な待退をするという●ですr

冬ここで'

公 ＇・ヒで，

冬食事の郎限について n

公 1月の内ば寒い時期だと当然思います。さつ

き百った猷立も ずっと同こ献立だという事では

なしに，今苫ったのは当面の献立だという喜で遵＇

蛸して頭きたいと思いま丸まに 2月について

も●いと懇いますr 2月についても性91たいと舒

いま寸~＜

冬，当面2月一杯はと考えて良いんでしようか

公 今考えていますのは、 2月一杯9れ寒い時期であ

ろうと考えています，私も次々にご意見があって、

だんだん●身が独くなって来て9L訳ないんです

がね， 3月に入っても寒いとおつ'ゃるのであれ

ば、寒さ暑さも彼津までという含葉がありますが、

また粍＆させて9員きたいと思います，

冬 少なくとも 2月一杯は、と考えておられるとし9

う事ですねへ

公，9いu

冬 こうやってまた菓まれる●会があるでしょうか

ら、その時まにこれからどう変わるか●で考え

ましょう恥今言うても始まらないと思します。

最低 2月一杯は食●については今の内名でやると

いう道をすね。

公： 99い。

冬 兵庫荘の交湧手段としましてですね'仕事にぁ

ぶれてから牛事に行けない壌台、放歪自転●なん

かを何台か貸してくれるとか、仕事にあふれてお

金が無いから交通のお全モ貸してれるとかそう

いう手段をとってもらいたい炊●の方でも設漑

をちゃんとしてもらって、お全を 10円入れて丘i

炊が出来るような兵店荘9こしてもらいたいコ工事

の寒い所にg•こそう苫うエ通

が難しいと苔われましたが 、交通手段と炊事

の方をですねどのょうな考えでいらっしゃるの

か＂炊磁を出来る＃に Lて頂さたい＂交通手段も、
お命を貸して頂くとが自転●を りあちこち歩

いてみると放●自転享なんかがたくさんあるから~

そういうのを某めてから貸してもらうとかいう方

決をと・，てもらえたらどうでしょうか，

公・自炊ですが、コンロなんてすけれども、ちょっ

と設僑の方がありまして、取り政えず携帯のコン

ロを 2台ほど入れさせてもらっています 蓄気ホ

ットも少ないという芦が上がっていますので、購

入する様にしていますC 自炊の方はフロ99ンにな
り9すので會 9 noと含われキしたけれども'そ
れと"’［こ携帯のコンロについてはポ9 べ式ですの

℃そういう方式じゃなくてね、皆さんの99断で
使って頂くという形に当●なっていま立後使用

料につい℃今利用される方の伎用料について相

絞しましょうと言うと、今複はどうなんだとお'

持ちのとにあるときいます 倶lえば中途で入られ
る方についてはその事情をお伺いして、 99用糾
が少し雑しいという事については、昔さんだけ℃

なく、考えでそういう形で対応をさせてもらいた

いと考えています，交通手99とかそういうものに

ついては→今ここでこういう形で出来ますという

●なお答え99しかねるんですけれども，

冬 自転車の事ですが、街で漬●で●まりますよね、

坤戸市lな分からない；ナれども。だいたい●●に般

売にかけたりしますよね，一応神戸市の管●の下

に処分すると思うんですけれども、そういうのは

兵寇荘に何とかならないのかというのです。

公 9ムはその事について9まノウハウの持ち合わせが
ないもんで、あれなんですけれども、そういうご

意兒があったという事でお闇きしておきますc

冬 放置目荘車は神戸市のどこが扱っているんてす

かコ

公 土木局という所です＂駅前等で良く放●自転翠

に9らり紐を付けて ある程臣●問が経ったら違う
場所が9管場所の方に持つていくといがこれは
どこの市でもやっている事です。その後先頃どお
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話しされた様［ら●者の方に入9いまして、その
棠者の方で乳且み合わせたり→また、新品もありま

す"れとも、それを販売するような他になります，

その中の9日台かを使うような事は出来ないかと、

今ちょっとお笞えする字は出来9せんので、 9ムそ．
訓ぺておきますし

冬 兵隣荘の立地条件＂移す哀 9,．理だと思うんで
すけれとわ、 あが9所が侶えば報早くの盈勤9こ不
便であるというのは分かりますでしょう仇兵庇

在の立地条1牛で雪あ09場所から朝早く、例え1ぷ玄

●地に●勤するとか~笞僑会社に通勤するとか、

バスは走っていますけれとも早朝でパスの碕間が

ないとかという●で、実際に通勁に困っていると

いう箪があるという、そういう不便があるという

●99分かりますか。
公~今現在の皆さんの交通手段という事については

そういう風な状況だと慇いますr 市翡9としまして

も、いわゆる兵屎の●祁地区とか、'岸09方のい

わゆる地下絃の遠●とかの方も、兵体的にその辺

も追んでいます。それはただちよっと吋期がね、

お答え出来ないですけど，その計国があって事実、

進んでいますコ今後、利便性のあるところになる

という地地ではあるんです，

冬~ 2年後ぐらいですね｀地下注［ま'
公~いや 2 年か 3 年~~

冬 ですから急培の問●9こはねr

公~申 L訳ないです"れども。

冬 今の愈見は一応お聞きになりましたね。 2年後

位に地下鉄が走るという事なんです99れども、そ
れまで待てないんですよねc 神芦市としては今す

ぐ99、放置自転単の●等も答えられないけれども、
今の意見の中でね、非常に不●であるという●99

認められていますね。あと 99努力次第だと思いま
ずc 期待するのかそれともまだそれでは生ぬるい

と言うのか、それは●さんの理•の仕万たと思い

ます'今のとこ引よぃぃです兄 ぼ嶺なしの淳

認9
冬 今の問題として、足の問題も笞えられていない

なあというのがあります。あともう一つスヘース

の問●で、何人行くかという事で、そのスヘース

というの1古変わって来ますので'99常に詐しい間
・だと芯うんですが，瑛状だとやはりヤ哀るのに

羽屈であろうと。 1人に 1 5畳くらいは安心し

て寝るのには欲しい＂そういう 1大俎が不当に実現
出来るだるうかという不安。それがなければや9な

り行きたくないという事なので虹その辺、どれ

くらい確19出来るのか悔いたいと思います。
公~スヘースの●なんですけれども、今言いました

様に、 1本訓の悪い病巽の方とかお年寄りの方とか
については、更生セノターの上の方9二上がって頂

いて対応Lたいと思っています，ですから 1.の

スヘースを詰め込ioでという事では考えていませ

んコ今、更生桟護相裟所に泊まられている人数等

を考えまして、やはり皆さんのご存じの方で例え

ばその方が泊至りに来られたというこがありま

したら、やはりお互い0半ですので少L99めて匝
けますかと苫う出ばないとはハッキリと争し上

げ［約京出痰ないんですけれども。出来るだけそ

いう冠な形がない楳に、やはり更生セ,,ーの方

とか、後今もですね、仕●に行き出したという事

で出張とかに行かれる方が出てます0で、人数的

にはやはり正月が明けてからですね、皆さん方が

こ自分の生活の形をとる方もいらっしゃいますか

ら、ある氾宮の人数19、更生●謹栢談所の方で受
け入れる磁が出来ると思いますe ただ状況は匂l々
と変わっているんで丸こちらとしては、皆さん

の不自由のない桜にしていきたいと忠います C 全

て滋足いくような形に出来るかは分かりませんが，

出来るたけ昔さ，,方の杖況を考え Cやっていきた

いと思っていま丸

冬 ただ定且そのものは変わらないのではないかと

思うんですが、 どうなんでしょかしスヘースが楳

大されるという●はあるんでしょうかr

公 はつきり甲しまして・蔓生センターの定負はお

る訳なんですよね，ですが、更生センターの方で

本来待機されている方もいらっしゃいます。使わ

れていた更生センターの部屋も用意しまして、入

所されている方々と向じ待遇 9こしていきたいとい

う●なんですコ

冬~下の方は？

公・下の方はや9より，今までの人数からも言いまし

て、や 9まりある程度の人数がいらっしゃると忍い

ます。あとハーティションの部分を残さざるを得

ないという事もあると9いまずへたた、 1可人か泊

まる方が増えたら少し詰めて頂くとかそういう事

があるかも分かりませんが、出来るだけそういう

事がない様に蔀●を討って年宋から年9自にかけて
ゃっていますので、その辺は食字のm：瓜皆さ
んの要望に充分お答え出来るという訳ではないの

ですけれども、詰め込むという形で対応するとい

う●のない樟1ごさせ C項きたいと思っ Cいます。

冬，もう一為更生19藷径額所の方で、お酒を飲ん
だ人がいて周りが困るような磁があるという＂こ

れは二●佐があると思うんです，ちょっとでも飲

んでいる人は岱遥い出せと言う風になると，今度

9な飲みたい人で人に迷惑をか寸る団でない人まで

が困ってしまうという問題があると思うんです。

それが現伏では黙認されているようだという●で

そういう人がいると●るという人もいる~これ：ま

やはり、一つの施設では招決しきれない二隻の問

●を●んでいるのではないかという感じがする9"

ですがc そういう峯があるから行ぎたくないとい

う芦9二ついて 9な、どういう民に恩っていらつし¢

いますかc

公：やはり、もさんが一緒に寝られる場所ですから

ね 皆さんが安心して●られる環境、これはス＾

ースだけの問題だけではないし、皆さん利用され

た事もあると恵うんで考えられた事だと思うんで
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す．飲んできて.自分が寝ているのに起こされた

と言う事もあると思うんでれまた逆に仕事をし

た時に鯰んで、 「今日は良かったな」という気持

ちで来られる方・ ●方あると息うんです。それは

ゎ.罷設も黙認していないです＂例えばそれでそ

の方も気持ち良く他の方に迷惑をかないというの

であれば、それはその方は詞和がとれているとい

う寧だと思います＂ただ隠れて飲んだり、大丈夫

と息っていても飲んで乱れて他の方を言●で湿つ

けをという事も無きにしもありません」そういう

風な事があればいけませんし、黙認はしていませ

ん。またそういっ●な●があれば言うて下さい，

ただね、●●の方も全て行き●くという●ではな

いですげれど。迷屈をか 9ヤる方については注意さ

せてもらいます。何回注意しても●り返すような

方ば利用してもらえないという事を言わざるをえ

ないと思います＂ただ充分良く話しをさせて頂

くという● 9ま致します。皆さんも、そういう方が

いれば●濾しないで素直に言って下さい皆が気

持ち良く過ごせる施設の利用という●ですから、

その辺は●●の方で対応させてもらいます，

冬．今までの中で、ここで一歩躇み込んで言うと、

いわゆる酒好きの人と、アルコール依存症という

病気を抱えている人と双方いると恩うんでもそ

ういう意味で認識がおありかどうか分かりません

［ナれども、少なくともアルコール依存という病気

を抱えている人もおられると患弓んですか酒が

ある所では必ずついて回る病気ですから、そうい

う意味でもう一歩踏み込んで、アルコール激存の

関題も含めて認識を持って、例えば大阪だったら

アル＝ール●門の施設もあったりします。今すぐ

作れという事ではないですけれども、認●として

そういう問題もあるという●も考えて欲しい。だ

からアルコール依存症の人が凍死しても良いんや

としヽう亭になれば．それは問題だと思う。そうい

う事も含めて認●して欲Lい」．のトラブルは同

るげと’・かといって追い出してその人が凍死する

という事も問匝な訳でずから。こういう認識面持

って欲しいという事については如何ですかn

公．更生センターに入られている方で、アルコール

という寧ですから肝臓が悪いとか、アjしコールと

いうのは決して届人の思考という事で99なしに、

精神的な問遅、身／本的な問聞、両方だと思います。

更生9二人られる方も、断酒会に入って頂くという

事もあります，全ての方がスムーズにアルコー・ル

依存から抜け出してという事はないかもしれませ

んがしある程度そういう道づえを踏みながら、ま

たより良い生活を取り戻していくという方も更生

センターの方にいらっしゃいます。その辺は、●

の状況とか、それによって身体的に仕方ない9丈況

とか←ただ●lニアルコー）しだからその人の●任だ

という事ではなしに認●して対応させて頂きたい

と思います。

冬：人数の●ですc 現在 3つの施設を利用している

人数とこのテントを利用している人数と．ここの

テントにだけ炊き出しを食べに来ている人数と、

後禅戸市全域でどれくらいの家のない人がいるの

かという●を、どれくらいの人数だと把濯してい

るかコそれらの人が、全員に声をかけて路上で寝

るのを止めて．神戸市の庖設を利用しようとなっ

た●に対応出来るのかどうか。それと兵●荘の足

の●●を磁約して頂きたい。

公：現在、更生センターが47. 8人c 更生瑳i9柑

段所が29、8、9人。それと兵●荘が 95名99

忠流動約ですが，テントで寝泊まりされている

方はこの間 30数名．その中で兵庫荘を利用する

という方がいらっしゃるという●だったと患いま

か足の問題でずが、自転車とおっ Lゃられまし

たけれども．今私の資任でここで確約は出来ませ

んが、各々にこれから対応出来るような形で考え

ていきたいと思っていまず。他の方で今どれくら

いいらっしゃるかというと、ほ員の方も年末年9t!

から越年の問題、冬の問題をしていますので正帷

に[9把還しづらいのですが、来てI9ける方につい

て対応出来る様なものを更生援●●荻所、更生セ

ンター、兵慮荘も含めて考えています。こちらに

いらっしゃる方以外についても当然、栢妓される

方、又今までぱ神戸以外 9こいたが、今神戸で例え

ば体詞が悪くて●っている方、又そういう事情の

●で今すぐに冶●、入院しないとい［すない万とか

いらっしゃると思います＂そういういるんな方が

いらっしゃいますので．全ての方が更生援護相談

所という●で 9まないと思いますが．各々の方に応

じて対応出来る幅を持たせてもらっていますので、

今こちらにいらっしやる方も安心して．又●リ

にいらつしゃる方がいましたら、ある程度対応出

来るような体剥で考えていますc

冬 一杯やから断るという事はないのですねc

冬 ここにいられる皆さん Se数名以外に、たくさ
んの路上の生活●がいらっしゃる訳ですね C です

から今日回答をI且いて．これだったら相談所に泊

まってみようかと大●が憚しかけて対処出来るか．

ここの人たちだけではなくて．

公 全ての方が来られてどうかと言われると辛いと

こるがあるんですが、更生センターにいらっしゃ

る方がずっとそこにいらっ Lゃるという事でもあ
りませんし、老人ホームにいら 9しゃったという

方もいるので、人数は動いていくと思いますc

冬．この地区だけで、ここ以99の人が炊き出しの時

に40人から 50人の人が来ていたと思うんですr

もっと遠く●れた所も神戸布 9こばあるんですからい

その地区にもかなりの人がおりますけれども、そ

の三ヶ所で●すという●は絶対ないのですか， 3

00とか 4口Dの数にな，,ますよ。

公 三ヶ所を各々移られるという方もいらっしゃい

ます。全体が動いて行くものだと思いますから．

心配されている人数、冬、●事、窪 9白ま•，の問題

という事で・具体的にお話し出来る部分というの
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は変わりませんが~全体の施設の運営としては、

そう言う様な形で利用して●くという事は~よ本

的に変わりありません。

冬~冬の家というテントに累まっている仲間だけで

「まないという気持ちですね」

（同意9

テントま狂る前に一緒に生活したり、出会って

仲閏とな刃 して

います。ここに合、 4 口～ 5 0名の方が宿泊して

います。夜回りと言って、野宿をしている人茨苓

ねてい安すが、先●の夜回りで出会った人数は 6

0人以上，これも中央区と兵●区の各一卸だけで

すc 冬そ支える会が出来る過程の 11日に淋戸市

の全辺を回ってみました，テント村と繋がってい

ない人だげ、昼闇の訊歪で 30 0人以上と出会い

ました＂現在 9ま、少なくとも中央区~兵●区~そ

して干ント村もあわせて 10 0人以上の方がいる。

ここのテントにいる者だけの問題として舷決して

もらっては困ふこういう人たちを代表して、私

たちはここにいるという事を●まえなければなり

ません （拍手｝この寧を分かってもらわないと n

私たちだ 9ナが施設に入っていくというのでは忍び

ないですa ここにいない仲間も含めて、一人一人

に対応していくという意気込みがなかったら、私

たちは納●がいかないのですが、その辺はいかが

でしょうが (90手）
公~ここにいる方だけの関●ではないという寧i9 充

分に分かっていもつもりですコただ卑9こ今の所に

詰め込む仕方での対応という皐がない様に、膳註

の工事をしてスヘースを確保していくという●も

宴際に考えています。ただ、安全性の問●もあり、

時期も見極めないといげない，

冬 神戸市が努力しているという● 9な分かるのです

が、今挙げた三つの施設に関してどこまで知られ

ているかという●●＂路よ生活をされている方に、

どこにとんな●設があるのか知らされていないs

実際にここにいる方もこれまで兵●荘を知らなか

ったという人がいた，知っていれば、●人で行く

行かないの判断が出来るのですヵ9c こういう点で

の広紐99どういう風にやって来たのか，また、と‘
ういう凪 9二やって行こうとしているのかをお伺い

したい，

公・詑骰の方で巡回訪問して外に●泊まりしている

方を伺っ℃こういう●股があ＇）ます、来て下さ

いというお知らせを行っています。だから以前か

ら神戸にいる人についてはかなりの方が知ってい

ると思っていました。 9広報が）充分でないとい

う●であれば、今後巡回相諒の場等で知らせCい

きますコ昨年から更生援護相談所の方では~兵●

荘の案内をしています、

冬 例えば、更生援護相談所で食事が出る等いくら

改善すると言っても，それを知らなかったら以前

のイメージで行きたくないという思いになるのが

本音だと思いまず~改苦したという事を知らせる

●志があるのか否か，またどういっ手段を考えて

いるのか，

公，現在考えているのは、定翔的に沌設の臣員が外

に出肉いてお話しさせて頂きたいと思いますc

冬，しつこい●だけれども、神戸市の政渫で9;•o

ある時ぱ広笛等で知らせますが、今言われた広報

の点で 実際に[9年に2回しかお回りになってい

ないので 9む

公，そうではないです，定期的に施孜の菰員が月に

例えば2回とか回っていました。ただ，震災で沌

設がいろんな状況＂）中で、他の施設へ応 999こ已な
ければならないとかいう●で、暫くそう言う● 9こ

はいかなくなっていたた叶なのです，

冬 分かりやすく言ったら、 99チンコ●の閲店等は

チラジぐ分かります。更生援護相談所、更生セン

夕ー、民●荘が改善した内容を伝えて欲しicりで

丸今まで利用経●した人はあまり良い思いを拝

っていない」 99った事のない人も いろいるな99
しを聞いて信頼を持っていない我々はこういう

風に話し合いにおいて、中面さんから改善事項を

たまたま間く●が出来ました。今後とう変わって

いくのかという●を知らせていかないと、行く気

にはなれないと思うので丸巡回をしているとい

う事ですが、もう少し何か良い方法がないのかn

具体的には~各区の福祉寧務所等U 神戸門の埠合

は、頂祉●務所に行っても住所がない杖愈だと基

本的に相談に応じてくれませんが。最低限神戸市

は、こういう施設でこういう寧をやっている事

奇・・、食べるのに困っているならこう比対してい

るという●等がすぐ分かる様にして欲しい u 私た

ちも衣回りをしてそういう●を伝えていかなけれ

ばなりません私たちも、本当に施設を勧められ

るか否か迷っているのでず。納得が出来れば"ら

せますがc 神戸市としてこうして努力しています

という事をこちらも、路上や公固で●泊まりし

ている人に伝えて欲しいと思っているのですが、

この点はいかがなのでしょうかn

公 市役所以外に来られた人についても、そういう

杖況の方がいれば、いま更出及謹相誘所てはこう

いう事をやっていますという事をお伝えしたいと

懇いますr

冬・神戸市の●●自身が巡回等をした●ぱあります

応他の県はどこでもやっているようです。憤浜

でもどこでも~福祉の駒目が 1 2月中旬から 3月

までずっと回って、野宿している人密に相註を行

っているのです，神戸に 40 年間居りますが~こ

の点は改著した事はまったくないですよね＂一度

回ったらどうでしょうかc 一度も回った事がない

でしょうがそれでは粕論が出る訳がないでしん

う。

公~おたくは、あれですか今の生活されて畏問問

経つという事ですけれど、●●に会った寧がない

という事ですか」

冬~そうです。
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公私の、

冬・ほ正に行っても改善してくれないでしょ。

公．ですから、私も実際に回っていまず． 12月に

も回らせて頂きました。又施設の●●の方は定期

的に回つています。ただ全ての方の状況が把提出

来るかといったらお笞えしかねるものがあります

が＂ただ、施設の万もそうやって努力致しますし、

又●えば役所に来られた渇合にお伝えしますし｀

又皆さん方ポランティアにも知らせて99さたい，

いるいるな形で、利用し悪い施設の対応をと考え

ています＂私ども、今までどこも固っていないと

いう●ではない、という●をお伝えしておきたい、

冬・私が今言う寧に当てはまる人は直接蘭いて欲し

しJ 更生七ンターは基本的に、病●あ

るいは高齢で仕事が出来ない状態であるという字

が99ッキリ認められる者が入れる更生施訳ですねn

私たちが実陛に出会った人たちというのは． 50 

代後半から 60代莉半くらいで、これと宮って持

●や大病を持っていない．自分自身は●きたいが

仕事がない、あるいは仕享が出来ないという万I一
太勢出会う訳です。これI―当てはまる人たちは一
体どこに行ったら良いのかc 三つの施西で考える

のなら．更生●●●該所の一階仁泊まるしか出来

，，いのです＂更生センターに入れないという事に

なれば迎生援頑相骰所に行かなくてはならないと

いう事になる。仕●がないから収入がない．鉦も

自分で食わなければならない・東●は 1日2回と

いう四にはなりましたが、今百った状娠の人、つ

まりこれと言って体が思い訳ではない、仕●をし

たいのに仕亭がない、年齢等によって●られた

り・・ ・口ごういう人がたくさんいるのです．この人

たちはどこに行けば良いのか。あるいはどの椋に

・板したら良いのか，この点を●をたいと思う¢

ですが．当てはまる方で匝接言いたい方[9いませ
んか？

冬 私が前から考えていた事です．私は貼争孤児な

んですわ＂幸せなんて、全然おまへんでしたわ．

一生懇命生きてきましたかそれでこれですか

それで路上に[9ったらかされたら、ほんとにもう、

さつはりわやですわ。今まで良い●一つもおまへ

んねんn そんなら早く死ね含われますがね、自分

で命絶つ穫哀れなもん[9おまへんしね，悪い事せ

え言うたっ℃この先伺にも出来まへふ，」から

伺とか いま吉岡さんが苫った様に、大きな病気

なんか持っている訳ではない。足も手も悪いとこ

おまへんコものを考える寧も出来ます」皆さんの

下で曲＜寧も出来ます。けど、仕享おまへんのや，

だから何とか・・、 3●ですか勺 3臨に入れてもら

う事出来まへんやろか。昨日も 3人、更生センタ

一言うんですか、そこにお世話になって行きまし

たげれどか私も一絡に連れて行ってもらおうと

思いましたけれどね、私実績がおまへんでしたや

る。というのは二人とも●●おましたん生え

—,M さんですか、 F さんも実渥がありますさか

いにすっと行きましたんや。 M さんいう 0ば•

と同い年でんねんコ●9よ、実績がないからと断ら

れたら、地下で何日か湖ごさなければなりません

やがそんな、地下で苺らすんやったら、こちら

で皆さんにお世語になって一生甕命やって行こう

いう方が艮いですしねえコ何とか3●の方に上が

れる様に、おたくさんの方から何とか口添えして

くれませんかね。よるしく"みます。

公 ここにいら 9 しやる方で~同し息いの方もいら

つしやると思います C 1砲で泊まって頂いてt食
．の方はさつき舌ったとおりにやっています＂仕

事も、直接紹介出来ないですけれども、 9いが聞い
ている●●内でも例えば、夜動の仕事がありますコ

来て下さい、という所もあります。年齢も 80造

きでも大丈夫へただ~やる気があれば結●ですよ、
という返事を頂いた所もあります、ただ施設の方

が保証人になってでもという事は出来ないんです

99れども。そこに遠栢を取って頂くという●は出

来ますただ仕睾が紐くかどうかという●は、ま

た別の問題たと患いますぐですからも実績がある

なしという事では判断していませふ後はその方

に状況をお伺いして、上にあがって頂くという●

も、仕事があったら虹1日ですかと言う事もありま
すよ、というなでの対応になるかと思います。そ

の辺は、前に行った●が無いから私はあかんの違

うのか、と言う●9」恵わなくても、行ってお9もし

をして頂きたいと思うんですよ。

冬・ど 9もあ・'がとう←ざいま口らしかし、もう

一つお●いします。仕事と言うとどういう仕●で

すかa 例えばガードマンとかうどん麿で皿洗うと

か~具体的にそこをお願いします。

公・仕事を招介するというのは●安の仕事になるの

で出来ませんけれども、今まで更生援謹担訣所に

いらっしゃった方で 9仕事ないですか？」という

形でお話しがありまし℃、現実9ご良くやって項<

という事で「又良い人いたら純介しててさい」と

菩っている会社が一つあ，,ますっ荷物の仕分けの

仕●です，夜から朝にかけての仕事なんですが」

営金としては 9千円か 1万円かと思うんですけれ

ども c 体闘的にいつまで椛くかなという不安もあ

りますので~異体的に9よ見て頂かないと安心出来

ないなという気はするんですけれども，

冬 ありがとうございました。

冬 自分に拘わる●でもいいですよ，

冬 蔓生9及護相談所に入ると・生活保護法の適用9な

出来る『なんですか，それと平行しまして今己年

．，'、身体暉害者等に●待券0発行£している訳

ですが、相朕所に入れば●定的に住所とみなされ

て発行を受ける事が出来るんですか？

公 かなり罪しいあれなんですけれども··~，更生9豆

護•匝所というのは宿泊 9苔設ですので、いわゆる

常宿ではなく仕●がない、食ぺられないという●

だけに泊まる為の施設である、というふうに考え

て頭きたいと思うんですコそこが住民素の取れる
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住所ではないと理解して●きたい。

冬 仮に、更生センターに入所した湯合はいかがで

すか。

公：更生センターに入所した●合は、謡料パス（バ

ス．地下鉄等の）というのは、その年●でいける

と思います。ただ、いらんな所に出られて9lえば
・くされるという●もありますので、無料パスの

●い方に関しては、抱設の方とその使い方否相訣

して頂念たいと思います．

冬．この総蓄で埃訂せなあかんので、質問があった

らしておいて下さい，私が代わりに答える事は出

●ませんから．

冬．このテントは強制的に●去されるんですがそ

れは神戸市がそれを考えてるんですか、それとも

我々を無筏して強制的に出せるんですか，それを

9まつきりさせて下さいここを追われたら明日か

ら罫宿しなげればしようがないでしよ c 漬負でど

こも入れへん．そんなもK、お莉死ね、と言うて

んのと一●じゃないでずか。

公．皆さんが安心して移れる墳があるのか、という

不安が大きいという睾は、私もわかっているつも

りですロポランティアの人もいらんな人の助けを

しながらこの生活テントで何日か過ごしてきた

と思います，どういう状態で安心して移れるかと

いうのが、皆さんの要望だと思います。神戸市と

しては調●して、今お●ししたような形になって

いる訳ですから、そういう事で移って1員<,●い
冬の中で、また気粽も内が隣ってくるか七ういづ

事はどうなるか分かリません。そう言うためにも、

皆さんに施殴で安心して頂くという●で出来るだ

けの●奇させて濱いた．そのつもりで今日お括し

させせて頂いているんです．

冬・保護を受けられる●げられないは男］として、施

●に入る事を考えた時に神戸市の三揺殺にのみこ

だわるんですか。民間施設I二市の方から捕助金が
出てますわね。 52あふその中の何ヶ所かにも

分●して入所する事は出来ないのでしょうか：

公 ●は．今回の宗災によって褥戸市の考人ホーム

とか他の施骰も●用不能の施翌もあります，今ま

で入所されていた方 9こついては他都市の施設にお

願いして．そこに入所されている方もいらっしゃ

います，現状では、かなり入所の特●の方、老人

の方とか身体蹟●●の方とかがいらっしゃいまず．

例えば半年も9『から申し込んだ方で今も残ってい
る方がいらっしゃるんです。やはりそういう9●●
というものもあります皆さんの方の状況にすぐ

対応出来るのがこの施設であって、別にこの施設

にこだわる訳では無いのです訊やはり頴番を飛

び舷して入れるかというと践しい。それと衣,,の

問題なのですが、更生投隕相談所にサイズの該当

は難しいかも分かりませんが、言つて頂いたら、

ある中で対応しようと思います。

冬 神戸市さんの方が、 3時半から次の予定が入っ

ているという事なのも賞問があれば中藤さんが

いらっしゃるので、今のうちにc

冬~神戸市は、この事が仮に少し●決9て、テント

をたたんで99ったら後は路上生活の事について
は話9合いはしないという考えはあるのかなし1の

か＂今は困るから何とか話し合いをしているけれ

ども、去年の話し合いの様に一方的に打ち切った

り、または話9合いに応じないという考えではな

いと患いますけれども＂大分この間~中藤さんも

●●になってニコニコされているので'配吃点

を希望いたします。

公 どうも、お警めに預かりありがとうございます。

この培限りで艮いとするならば、施設について今

後はこうする等とは私も言わないと 9 います。 [T

れど99国の問題ですから、改善出来ないような事
を含えば●費任な寧だと思いますし~こうい，．

を考えているという●まで異●的に話したつも'，

です)改善は私の資任だとも思っていますし、皆

さんの言う事も貴這だと息いますし~た芯あん
な風に~E って改襲·改装も何もしないで、来年の

冬に来たら同じ状態ではないか會旭衷も広くなっ

てない、あの湯●りの事だったのかという事のな

い様にしたいと思います。その状懸でもう話しを

しませんという事では熊いです，

冬 今日回答頂いた内容で會一部、お●しでは分か

らないという方がいらっしゃいます。それと、ヽ

う言ったけれども本当なのだろうかという意見が

多少出ているんです。出来ましたら、市の方から、

ここに寅問が 4瑣日ありまして、●笞を文書とい

う形で出して頂くという訳にはいかないでしょう

か。そうしますと、私たちスタッフの方と 99し
ても、●回りに行くとき言神戸市の方からこうい

う事で、言ってますよとい，．で、路上生活を~し

ている方に多少PR出来るかと患うのです。ご回

答願います（

公 F Rして頂くという事は詰橋たと思いますし

具体的に出来る事というのは、先ほど私が申9上

げました。食事の面、待●者の事、更生センター

待機者と同様に処●するという形で申し上'fまし
応ただ いろんな大きな問題もおりますので、

時●の問題とか~はつきり言いまして神戸市の財

政状況は本当に苦しいんです＂その中でどれだ 99
●達してくるかという事がありまずのもどれだ

けの規模であるとかという現実の問題があり衷す

ので、お答え 9にくい部分もありますので。今日

の私の答えで充分ではなかったかもわかりません

けれども、こういう形でお伝えした。今稔の課闊

として 具体的に即り祖んで行くという●＂ス＾

ースの問罷とか、暖房の問●9ごついては私なりに

お伝えした●りなんですr 大きな問題だと用いま

す。スペースの問題、それは工事に関係する閤●、

暖房の問題も・防災上の問題と●築よの問題とい

うのがありますけれども'もっと呉体的に'""月

んでいく c この冬の特別の対●としまして、更生

穫●●骰所については、 1日の内夕食と、朝は9ヽ
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ンという事で寒い●の 1月2月9よ印り紺んでいくコ

また、皆さんのお話しがありました様に、 3月ま

でやる、追い出す出さないとかいう99があります

ので、また検討する事になるかもしれないという

..その辺は、皆さんからもお伝え頂ければあり

がたいと思いますr

冬 先の事はいろいろあるとして．少なくとも今、

以前とは変わった部分についてa ．．の事、更生

浅•設所の●房の代わりにしている事とか、そ
ういう今最抵限やっている事とかを例えば何か文

霞で交わすとか、文書で出してもらうとか．それ

をもとに私たちが知らせていくという●ぱ出来ま

すかね。それは、こっちの思いが豆なって、嫌Iニ
な9て出て行ったとかあるいはあんまり●足がい

かなかったらにんな程度しかしとらへんで」と

いうビラを作ったりする訳ですコそれも心外だと

思いますので。例えば文章で、現状でこんな事し

ているんです、今役こういう努力しようと烹つて

いる・・、という幕が9lえば文●で比ませんか，
公 ここでお話しをして．本者のところで私も●さ

せてもらったつもりなんです，神戸市として約束

するというより．私としてそれに取り組んでいく

事だL、それを具体的に反映させて頂きたいとい

う●もあります。ですから、非常に9“の気持ちと
して私自身が●いても伝わらない部分があると巳

いますが，この甜し合いの中で、禎戸市[9これだ

I9の事を考えてくれたのかなとか、そういうふう

な恩いは通しおえたんじゃないのかなと思ってい

まれ皆さんの中で、その辺の理●をして頂きた

いと患うんです，ただ、充分な●で、いついつま

でに出来るという話は非常にしにくいのがありま

ずですから、呉体的に取り紐んでいくというり、

これは言葉だけではないという硲を、私は確認さ

せて頂きたいと思います，

冬：という●ですけれども、今回はとりあえず良い

でしようか、皆さんとしましては，

冬：契約をするとかそういう問題ではなくて、僕た

ちが今日聞いて理解した事を19MIこ伝えなきゃな

らないから，神戸市も伝えて下さる訳でしょ。

公・はい。

冬・食い違っとったらややこしいから。実際、そう

いう専も起こりますよコでずから．そういう事で

最低限でよるしいやんn 今出来ない革なら出来な

い事でよろしいやん。ほんまに皆I二伝えられる事
をね最低限の項9でも出してもらったら、ここ
がこういう風に変わりました、という事が皆に伝

われ,,良い訳ですよゞわしらはわしらの理解でや

つてしまうとなんやお前ら、わしらの言うてな

い事を出しているやないかという事になるかもし

れん。それだけの●ですわ。

公・それでは、今私がお伝えした事をポイントだけ

書き出して頂［ナますかc

冬．口●でいいんですか。

公・ぇぇ，まず更生●謹相談所ですが、食事の問題

については、夕食. .これは炊き出し，あるいは

弓ーメンやカッ 7ラーメン、缶舘めの令●み合わせ

があると思います99れと．．そういうふうなものが
夕食e それと後は朝食のハンを。冬季の閏ですね、

1月2月については対応させて頂く＂また． 3月

に入っても寒い日が続くというのでしたら、もう

1度皆さんのお声とかその辺を検討させて頂くと

いう寧。それと、更生センターの方の符●の方に

つきましては、入所智の方と問じような形で処還

をさせて頂くという事コ今後の●●としまして．

更生i9謹相訊所のスペースの確保の問題、安心し
て泊まれるスベースの確保問題という事になりま

すので、かなりのエ●の問題とか、防災の問題と

か、●築上の問題とかがあります99れども、これ
もまた皆さんの中でいるいろありますけれども．

具体的な形で検討させて頂いて取り組んでいくと

いう事です。併せて、ば湧の面ですね，これも先

ほど宮ったスヘースの問題と併せて取り胡んでい

きたいn 現冥には、例えば●房の足りない所につ

いては、毛布等を状況に応じて使用して頂くとい

う事 C また更生援謹相鋲所の方につきましては、

雨や雪の日があると思います，ただ、●稔の時間

がありますので、その時間は、これは出て頂くと

いう事になりますけれどもそのヨについては伎

用して頂いて結機ですという事ですe

冬 その時間以外は使って良いという事とですか。

公 ですから、体詞の●い方とか、南の日、雪が•
う日もこれからあるかも分かりませんねコそうい

う事についいては、掃•のとき以外9よ使用出来る

状態とさせて頂きたいと思います。

冬 前にいろんなお話しをお聞きしたときに、民生

．の●長とか部長とか局長ではなくって、私自信

が神戸市だと皆さんおっしゃった。すると今霞認

された事ば、仮にあなたが他の●Iご●られても紐
統9れるという風にここで確認して良いですね

公 たびたびお宝めに預かってあリがとうございま

すコ私も「仕事を辞めろ」と言われぬ●りは，こ

の道で行こうと思っていますのでなこれは行政

がずっと継磁せねばと思っています，実は私も、

どこかに飛ばされるかもしれないです9Tれとそ

今日私がお笞えした事は、褥戸市がという亭でお

答えしている事ですのも

冬 じやあ、神戸市の解笞という●で木当にこれが

実現したら中羅さんがクビにならん嘩に応援した

いと思います，

公 なんやったらもうしんどいんで「もうクピにせ

ぇ」と言ってもらってもいいです。

冬．そしたら岩仕事を紹介しますわ。 ｛笑9そうい

う寧でね、今日は最初にいうたとおり、神戸市の

方から回笞を聞くという、それを間遺いなく理蘇

した上でこの後皆で検討してどうするかという，

これで皆、いいですか。 (9B面
一つれ． i寸け加えたいと思うんですe 今E、回
答を妥"ました。で、仮に今回の回答で●得する
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という事になればこの子ントをたたむと苫う事も

あるうかと思います。しかし、これ9な始まりだと
思っています，今後も本圭 9ご言われた源りになっ

ていくのがそれで充分なのがそれをこうやっ

て99間が集まって意見を交換したり． 1人で9よ詞
い立玲で言えない事も、ここではこうやって共有

して，つの大きな室民になります，ここで良い経

験をさせてもらいましたので，今後神戸市に対し

て不憐な事があれば宮っていく r あるいはもしか

したら満員になって追い出される人が出れ,,また．

不＊意ながらヤントを張らなけ九ばならなくなる

かもしれない，そういう●の郷い様にお願いした

いと，やはり基本的に｛中間9'命をキりたい，●低
限度のものをわ，なにも無茶を言うているとは思

いません，その為には皆がまた協力して町か行動

するかもしれません、その時というのは、や9まり

99も可 うから、そういう寧

のない様に神戸市には今後も努力してもらう、不

●な場合は、また河らかの形で私たちの意見を言

うな，,行動するという●があるかもしれません，

この出は宜言してよろしいですか， げ白手） •こ

の哀を宜言します．

冬•もうひとつ，や9す滉人数の問題から含っても．

全市にいる仲閑の全音；が今の旅薮でカバーされる

とぱ思いません C やはり、いろんな●情で施殺 9ニ

入りきらなくて今後もまだ公湮で●るという●な

事がなくならない爆合にですな公園から追い出

•9 と·＂、学校の運勁塙,_,も仕む●が出来るんだ

ったら艮いけれど、粘局別の公園に行く Lかない
という紐な事地もあるんでむ次から次へと湯所

を点々としたって何の紹決にもならない．そうい

う中で99制的に追い立てるような仕万とか、●て
いる人の毛布を捨てる等という事が現案に起こっ

ていて、その辺 9二ついての話し合いなんかもまだ

経決していない，この事についてもきちんと対応

してもらいたい。本当にこれはスター←卜fふ今

言われた●は一歩前進だと思うけれども、何もか

もがこれで解決している訳ではないし，約束を硲

った破らなかったという以前に一歩ずつこういう

9大況を変えて行きたい，お互いにt烏力してやって
いきたい。それがケンカのような形になるのか、

9かったねと含い合えるような形になるのかは、

それはこれからの進展にかかっていると思いま9

し 皆で力をあわせてお互いに命を守りあってい

きたいと●は恩います' '拍手）

鳥形さんがおられますので、ここでもう一度棺

認しますけれども、 1 2月4ヨに今回とは違う 9fi

埠甲 L入れ●というものを出しましたし浚町公屈l

で生活しているテントに、この拗9牛を早くたたみ

なさい、たたまない坦合は檄去しまずこいう貼り

紐が9Sられたという事について，ここを出てどこ
に行くのかという事で、申し入れをしていますぐ

ただ，湊町公園だ91ではありませんが、皆さんが

今まで生活した各々の場所ぱ、あるいは今現在も

あちこちで野宿している仲間の生活と命がかかっ

ている， 1 2月4已に出して 92月20日に回答

をもらうといって、年が明けた未芯こ回笞を得て

いないこれもしっガ,,回答してもらわないと皆

安も出来ませんので c 展形さんいいですか？ 甜

いておられます，これは早く●答しますという事

でよろしいですか，

公罰豫上、いさ，，りは出来 9せんd9C＂この問吐

も大●だと思っていますので。とっかかったの99
こちらが先になりましたので ， 

冬 という事です。こちらも併せて絣答をお待ちし

ていますい今巴は、お忙しい中わざわざ来て下さ

いまして有撻うございます，
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3 嚢求・要望・抗脹文啓
0) 抗議及び再発防止の申し入れ

神戸市長 的 lI 幸俊様
l吟5年l2月l2a 

和戸市中央区中山手通 9 ▲28•9

神戸の冬を支える会

代表 19 真人

抗叢及び再発防止の中し入れ

去る 12月4日、兵早伍●町公間で生活している人のテントに別配のような「お知らせ」が砧りつ

けられ、兵●E役所職貝、中部 L に専務所戦貝~兵床県●●察官が実彫こ当りました。

兵●●院災者造格会が、区役所に抗琺したところ、区粗l99「これは、あなたがた 9被災者）を対

●にしたものでなく、路上生活をしている人に対する例年恒例の行為である. ,と弁明しましたゥ

この文而 9住居が全半壊等で住宅にお困りのぶ9、民生局峙使用住宅係へご相訣ください）から

は、この「お知らせ」は 1技炎者」宛に見えまれまた市民には費官が同行しているだけで圧力で

す• I仕所不定者．対象ゼといって｀ 「披災者lと「路上生活考lを分断しようとしているわけで

す。神戸市はこれまでも同様のことをしてきまし 9．し市 995 月の避•所調査の心得に f不●格者に

99出て行99てもらうよう指平するけ り災証明のない人）と苔き、 9 月上旬に l9避•所

朋組9こ狗げて、ということで、避難所で生活していた「仕所不定者」に対して食事の支約を打ち切

ると合して退去を強唸しました。この峙点では、罹災者と「住所不定者」の差別的な処遇の違いと

兒え．9すが、災吝放助法の切られている午学校や公割で●勺浪災者は'，l楳の扱いを受けてい9す

そしてこのままならば、近い将翠今仮訣住宅で生活している人たちも退去が●要されるでしょう。

屯ll手救援本邪は業災以来，震災以91［からあるいは●災時にたまたま野窃せざるを得なかった方々

や神戸市が「住所不定者」と呼ぶ方たちの牛活と人権を守る活動をしてきました。それは野裕生活

している方達が、震災後の神戸で、同じように苦しい状況にありながら「被災者ではない」と目う

バ方的で不当な規定によって、文別され、避99祈から、食利支拾から、医療から徘除されている状

況心理解も納19も出来ないからです。

中山手救援本部がこの問に関わった力々の中だけで、既9ご9人の方が亡（なりました。栄●不良に

よる哀弱、寒さ、様々な疾病が原因でした。

神戸市は野宿している人に関して、更生センターでの対応で十分だという認識のようですが、それ

ならなぜ死者が後を99たないのでしょうか，
また、路上で匪固叫こ頃を蹴ちれるなどの●岩も起こっています 11 2/ 1 : 1ー、寒さからgを守
み毛布などが｀十本局による消1箭によ 9・て廃黎されもしました 11 1 / 8 ：が、土木1,は潟査した

粕果、そのようなことはなかったと言い張っていすす： l 2月l3 U現在ic 
この時期9こ、京さから身を守る物を、 9撤去せよ、しなければ市が処分する 9と「お知らせ］する

のは、余りにも・一方的です。お知らせされたも乃は、どうすれぱ良いのでしょうか。対象が●であ

るかによって、正当化されうるものではありまヰん，すでに港町公団付近で牛活していたYさんの

住居は撤云されてしまいました。●和こ坑諷し、同こことが繰り込されないよう半し入れます。
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抗議と中し入れ

l 主す fお知らせ｝を撤回し、到罪してください、

2 このような撤去●告を、今裟—一方的に行うことを中止してください。

3 野宿生活者の生存権を尊里し、差別を無くし、公●などから追い出したり、生括用品を煕断で

檄去したりしないこと。

4 やむをえず移●を求める必要のある場合、以下の手続きをとることし

移動を求める理由を本人に説明するごと，プ

イ

ウ

工

オ

5 

これは排除するのでなく~移勁と求めるかである。従って、次の住居を用意し、本人の理無

と納得の上で、本人自身が移砿すること（手伝うことは妨げない,.

生活月品についても、本人の了解無しに撤去や廃棄をしない。

移動を本人が納得し水諾できるために、衷前に（少なくとも lヶ月蔀までに〕文●並びにロ

碩で移動を求める要請と説明を行うこと。文芯は分かりやすい位翌に明示刷ることっ

内容は (l)移動を求める理由 (29考えられる移動先 (3)移勅を求める期日

(4)文蓄を貼り出した日付 959管嗅負任者と担当者 969●絡先

本人の状況に応じて、移動先や医療｀ ｛｝渾穿こついてきめこまかく対応出来るような体制を整

えて相談に応じること。

以上について"月 203までに文書で回答してください。

「神戸の冬を支える会」は主旨に贅岡した以下の団体と●人で結成しました，

釜ヶ崎キりスト教協友会 カリクス神戸 閲西学院大学釜ヶ崎自玉講座

神戸学生脊年センター 神戸YWCA救援センター カトリック中山手救援本郊

全国の夜回＂寄せ域から生活保讃行政を問 9連絡会●

日本基●教臣兵庫教区社会部委員会

大竹牌加籐誠白烏孝太 T H. 

兵庫県破災者連絡会

寺"'政司 H ' 宗和1勝之

9 2月4日付け撤去●告について

お知らせ

この物件の所有者は、 l 2月i9日までに ／この物件を公固から撤去してください。

なお、撤去されない場合は｀神戸市において／撤去し、処分しますのでご承知おき下さい。

「住居が全半壊等でお困りの方は、 ／民生局一次使用住宅保

(a99・9860）へご●鼓（ださい。 J
土木局中部土木享秒所公国籍地係／ 168'”99351 

兵●区役所地域福祉課／ (mnnl

平或9年 l2n 4日／神戸市長
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② 要求書

1996年］月 8日

神戸市長紐山幸俊様

要求吝

神戸市中央区中山手通り 9 ▲28•9

神戸の冬を支える会

率●局伎吉周基

神戸市中央区加納•roru4番地
束遊園地内

「冬の家」宿泊者一l9l

私達は昨年 l2月20 日から東通●地にテントを張り、冬の家という避•99で生活をと

もにしてきました。神戸市には多数の野●を余儀なくされている者が生i9しています。そ
の背供には市の福祉行政や兵庫県の労●行政の不十分さかありますc

昨年 ll月、 l 2月と立て院けに花時計｛百近で野宿していた方が、亡くなりました"―

人は凍死、-人は食ぺるものが得られな（ての夜弱死でした。私達は、これ以~k~の死者を

出したくないとの思いで、テントを蛋り、飲き出しと宿治場所の提供をしてきましなせ

めて暖かな居場所（哀場所）と温かな食享を共にして年末年始の●しい時期を乗り切りた

いと●ったからです。神戸市の●年対災も，，年より多少は改営されました。 3枚の毛布が

4枚になり、●の上にじかに寝ていたのがマットレスを散（ようになったこと、日数が5

日伸びたことなピ、改菩された点がないとは云いませんが、暖房がないことや身動きでさ

ないほどの詰め込み方など利用者の不漬は芹消されていま七ん，何より問題な0は、民生

周担当者に●宿生活者の状況や必際が理解されておらず、理解しようという姿繁が希簿な

ことです0 人閻としてのな●を傷付けるような処遇は絶対に改めるぺですい死者を次々

に出すことは、深（反省すぺきです。

神芦市の越年対策の始まる直前、 1 2月29日早朝、私達のテントの中で一人の死者が

出ました。彼はその前日まで更生援護相誤所で宿泊していましたが、定貝以.tの宿泊状態、
に苦しみ｀私逹のテンいこ迫●してきたのですc

1月4日｀私達は朋庁と同時に民生局保護課を訪ね、沼泊者の声を聞（場を井つように

求めましな中●保護係長は5日午後テントを訪ね、・寸司の声ほとして更生援蓑彬校所

に対する不満）を開き、 l月8Bに予定されているテント徽収後の受け皿9こついて次の様

に提案しました。僕けるものは兵庫荘で、高齢者 病弱者は更生センターで受け入れる。

断続的にしか働けない人は更生援●相談所で受け入れる。兵●荘に入りたいものは、申し

出れば仲介し、費lll の負担については相訣に応~じる。更生援護柑談B9 は暖号はないが使い

捨てカイロを支捨し、食手は i日l回パンあるいは即席蓮、ときに米餃を支粕するとのこ

とでした。

3時半から公●課、民生島、土本局との話し合いをもち、宿泊者からは上記の提案は納

程できないという声が粒出しましたが、中●氏は提案に固●し、土木局は撤去の日程だけ

にこだわりました。

以下に、約得しがたい理由と要求を掲げます。
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痰求

l 更生センターに関して

病弱者—高齢者を更生センターで受け入れるというが、これまでにも定貝を越えた

塩合、更生援君栢訣面で待依するよう求め eれ~劣,.な条件 9こ 9すえられずに路．''こ

戻った入が多い。行機を必要とすふ場合には、人所者と詞じ条件で処遇せよ c

2 更生援荏相談所に関して

冬季に暖戸もなく、 lu l食では憲云の保証する「佐康で文化的な母低炭度の牛活l
には遥かに及ばないー通路や陪段に荘かされては野宿と大和まないc そのような形

ではスペースを荒保したとはヱえない。

①通路などに寝かしたり、すし詰紀にしたりすること無く、一人 人が安心して

哀ることのできるスペースを確保せよ。

② 定貝を越えるために、路上に保らされたり、一人当りの空開が狭すぎるために

路士に保らざるを得ない人がいる。そのようなことが生じないように、硝実9こ場所

を確保せよ介

③ 伎い捨てカイロは暖房とはこえない。淡房を入れよ。

④ l日9食でなく、生きて行ける食苓を保'，9せよこ

3 兵床荘に関して

① 定只が16 0である0に残存9え数 l名しか入所していないと間＜．あるものを

布幼9こ用いない遵用をやめ、十分に活用せよ c

R 入所希●者を萎縮させ、入所を紫念させるような而接のあり方を改世せよ．．
③ 必要としている人に周知させ、利用する人をi9やせ。

R Iせ泊者が戦場 1日歴い労勧者なら寄せ場19こ行（足を保証せよ。でなければ＿
結局は利用できない。

R 現在使191が中止されている炊亭設●を早急9こ復l日せよ心

4 民止局の保簑行政に閲して

① これまでの施策の不l分さが多くの野宿者を~苦しめ、死に追いやったことを反

省し、謝罪せよ c

＠ 野在者対策担当の祁著を詮"ら少な（とも専任の●員を低91。

命と箆●を守るため、）翡恥＃妓と人権をするための要求に、誠意ある回答のあるまで

テントは1散去できないJ 早急な回答を求めるっ
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③ 回答を受けて

神戸市長 笹山幸俊様

匡］答を受けて

l996年1月］2日

神戸の冬を支える会

享務局長吉岡基

9 冬の家J 宿泊苫—-1hl

1 9 9 6年I月"'日、民生局保護課の中低保森係畏は我々がi月8日付けで提出した笹

山市長宛の要求とに対し、神戸市を代表して下記のように回笞された2

我々はこれで十分だとは考えないが、 歩的進したことは認めふ要求したいことは他に

も多くあり＿疾期的な約束が果たされるか§かはこれからの問迎であるが、現時点では中

程氏によって伝えられた回答をとりあえず了承する 1

但し、市の匝答はテント居住者だけに対するものではないはずであふ補戸布l大］で野宿せ

ざみをえないもの全てにあてはまる同答でなければならないc 我々はテント居住者だけが

特別な扱いを受けることを望んでしる0心とない。誰がどの施設に行ったとしても、同し

扱いを受けられるべきである。

孜々は回答中の短期的な約束が、攻実に守り統けられるか陛視する。また、次の冬までに

実現すると約束された享項が完全に実行されることを強く求める。

このテント牛活を通しで我々はともに生きることの厳しさと温かさを学ん広野宿せざ

るをえないものの中活と人'"守る 9•めに＿介袴とも団結して活籾することを宜白する。

約束が一時のいいのがれでないことを＿神戸市の民生行政が生活困窮者の抱えている固祖

の解決9)ために努力することを堂ねて強く京めるものである。

〈回笞の英旨〉

i 更生援委相諜所について

〇朝食はパ9、夕食は温かい欲き出しとし、期間は l、2月ー・杯。必要があれば3月に

も行う。

〇今笈更生援護相談所の定貝を堵やし、なおかつ安全で安心して沿ごせるスペースを

確保できる施役にするための改修Tー事暖房殺肯の設詮に取り紐むc この冬に限り毛

布を増やすことで対応すふ

〇臣や官¢；日、体覇の悪いときなど、掃除詩団を除いて昼問も栢設を利用できるように

すも

2 更牛七ンタ＿＿＿

0人所待●むは人所者と同じ処遇とする。

3兵庫荘

〇入所~利用し尻くする努力をし、同知につとめる．＿

〇兵床荘は通勁に不便な場所にあるので、交通手段として自9云車貸与を検討する。
4広報
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④ 避業所解消・仮設住宅斡旋終了通告に対する抗議・申し入れ

l996年3月13日

神戸市戻笹山幸俊栢

神戸の冬を支える会

事務局投古岡基

避難Bi胆肖・仮設住宅斡旋終了通告に対する抗議・巾し入れ

去る 2月22日、新問各紙iふ神戸市が21日に、 「1日1避難所と待機所を 3月末で朋

消し、仮設仕宅へのあっせんも柊える、●合によっては法9]惜笠も検討する、と発表した

と伝えましたc

私逹はこのく避●所解消・仮設斡旋終了9こいう方針を了承できません。また、そ・のく発

表）自体が避難生活者にとっては脅迫1ご他なりません。神戸市は、様々な立場からの抗議

に対して、 fすぐさまそのような措位を取ぇことはない」と君っていますが、実際には多

（の避●者が市の●貝i-よって、今居住している場から出て行くように追い詰められてい

ます。

県外、市外の公団住宅に避●した人達9よ入居期限が3月で切れます。親戚や知人宅に身

を寄せた人は、災吾救助法では被難者と認められないと舌われ、恩窓的1こくかわいそうだ

から郊外の仮説（らいなら人れてあげる〉という扱いを受けていると●きます。

避葬可ヤ符様所 9生活し Cいる人に対しては、ーガでは市街地の仮設を紹介し、他力で

は出て行くことを強要し、いろいろな嫌がらせも行われているようです。使用しているト

イレが微去されるような人権侵吝に当ることも行われていますし、ある待●所では、 「こ

れが最後の仮殺住宅の粕旋だから、これを巌ったら●上に寝ることになりますよ」と、市

の災客対策本部の人が袴しました。

神戸の冬を支える会、本会に参加している団体・●人はそれぞれに、 「路上生活Jを強

いられている人の問廷に●いを寄せてきました。野宿せざるをえない人の生命と人●と生

活が損なわれないように願9 て l冬の家」などの活動をしてきましたが、災害対策木部の

人がいみし（も君ったように、今回の神戸市の方針は新たに「路上で哀ることになる」人

を生み出すものです。どうしても認めることはできません。

最後に、今回の災菩救助における「被災者」の規定について、納得のいかない点を指摘

します。神戸の町を拠点に日屈い労●をしてきた人｀神戸の町で廃品詞収などで生計を立

ててきた人などは紛れもなく神戸市の仕民です。しかし神戸市はその人々を、住民票がな

ぃ｀居住証明がないなどの理由で不当にも「被災名Jではないと見倣して、迎難所から迫

い出しました。仮設住宅の鈴旋も行いませんでした。今回の雌雌所●柑・仮設軒旋終了の

ヵ多1がそのまま実施されれば、このガたちの権利i9回復される機会を永遠に失いますc
そのようなことは許されません。ここに説匪に抗議すると共に、以下のことを中し入れ

ます。
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抗磁 ・申し入れ

1 3月末日に避難所を解消し、仮設住宅斡旋を終了するという方針を撤回すること

2 この方針と連動して市（区）の職員が避難者に行っている脅迫や嫌がらせを直ち

に止めること

3 震災時に、路上で生活せざるを得なかった、神戸で被災した人々も被災者と認め

ること

4 3の核災者に対し、様々な差別的処退があったことを認め、謝罪すること

5 3の被災者に対し、罹災証明を発行し、仮設住宅を斡旋するなど、当然の権利を

回復すること

6 行く先のない人を強創的に追い立てないこと。

行き場が決まるまで、公園などの生活の場に居住する権利を保隣すること

7 遵膿者に必要な湯所に仮設を建設すること

以上の要求に対し、 3月22日迄1こ、文書で、誡実なな回答をすること
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4 神戸「冬の家」みんなの声

課題取り組みスケジュール 1作成：永橋為介、門戸陽子 （月かげ〉1

(1/5第1細市交渉 ）

1/20翰告

敗り組み万

敗り組みの順番

スケジュール

みんなの声

1/2、3のアンケート

「神戸市こ言いだいこと」

1/4家族会謹

「更生援匿祖諒所の嫌なところ」

1/8要求●

1 / 1 0回答

（第二＠対市交渉）

みたされた要求

改芭されたこと

獲得できたこと

新たな課題

みたされない匿求

残された課題

疇 ｛ 今後必要な取り組み ） 
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みんなの声せ(l)1 みんなの声せの2

(1 /2、3(J)アンケートより）

（ 

(1/4の家簾会議「更生相譲所の蠍なとこ3
何故行きた＜おいttJより）

口襲るところ．住むところについて
・宴るところと食べることだけでいい． （野官して）
寝ているときに火のついた還草空き缶などをなげ

てくる．差99（見る目が違っているので＂が立つ）
・市が肩とかしてくれなあかん．よその市なら（北九
州のほう？）祁匿を償りるとすると家賃を覺和J子
で市が貸してくれるのに
•今は食ぺ怜より住むところがほしい
•もっと住むところをさちんとしてほしい．市宮住
宅でもいいからあればいれてほしい．不便なとこ
ろは空いているらしい． そこでもいいから入れ
てほしい．入れてくれるらしいが．手絨さがやや

こしいので行きたくない．印艦がないから
・行政に矛層があり．筋が過ってない．住むところ
を準儡せよ
・仮餃住宅に入れたらいい（住宅を建ててほしい）．
住むところがほしい

母糾羞却函蒻扇ぶ俎祁邸0k如 19IIp叫Ilui蕊 Itll担19i祖 9此；沿眼il

口●員の対応について
・古株さんがいばっていても、職員は冑も言わない

・書遠になると食物を箪の下から提供する．
饒の者には黙っておけと言って
・職員によって人を差別する
．鍼意がない（●員）

・職員の対応が人によって違う
. 5時に入るが外出するときに●員が
うるさくこことをいう
・・職員の対応に差別的なものがある

随まりに行ったら自分の富物を欝手に取り
上げられた
・創珈に副Uていたが．更生に行けと言
われて行ってみたが、更生は大切にしてく
れなかった

• 仮にでも入りたい

＼一

悼まる人の外見で帽斬され対応が変わる

・綱切床がない

/~ 
□仕事について

• 取り韓まっている人たちがいて．どなられ一饒
まんじりともできなかった

•また仕事があればガードマンでも掃除でもやるつもり．
仕事さえあれば何でもやりまっせ
・●きたくてうずうずしている

．寡集しても会社のシステムについて還事がない
・日層でもいいから仕事が欲しい
・大阪より神戸の方が仕事（公共の建藁仕事）がない
・仕事が出るようにしてほしい

勺―--―--晶姐贔；紬比•崚逍h滋曲9森！I！1批I!dIt10社＇縣紺＇冷'1＆五宙俎 '』磁

〇●所．遍●について
•更正では仕事に行けないと思った
•更正まで行くのは変だ．這い
•ある場所が這すぎる

ヽ ．違い．自分の場所にあったらいい
•各区にーカ胃作って欧しい

戸苔温芯、から、冬を支える会のような
炊き出しをしてほしい

勺

・仕事 （斬関麹）への通直りが困露．午欝4畔半に
出なくてはいけない

却和1aえ9租’抽IA)！itIIII掛9i1出’!!!知9函蒻I'駐紺ゆ函

口●生（虫、 トイレ）について／ ヽ
口行政に言いたいこと

・トイレが汚い．戸がない．具くて
霞られない

しヽ

＼ 

・民生鳥の中薦さんに 1度「更生に泊まってみいIJと言いたい
•みんなの生活の場や生盾を見てみろ！と言いたい．もっと ・虫がいる．毛布を 1年かえていない

・虫がいる（シラミ．ダニ）嗚え直せ更生など慧珊やり誌めるな
．疇いものをいじめるなほっとくのか
・やり方がなまぬるい．生括に困っているのにどうもしてくれない
・私らの意見をくみ上げてくれるところはない．結果が先にもう出

・消●していないようだ
・虫がいる． ダニなど
・ 2 B泊まったことがある．

てしまっている
・行政に言いたいことは慧数にある．仕事のことを今までいった労
働省や民生鳥心が帳本的な問題を閏かないから宋鱗決

虫がいてどうしょうもなかった．
なんとかしてほしい
．櫂麟所の中が不渾である
・I目駿所内のにおいが具い

ヽ
・たくさんあるし．山ほどある

口讐賽について
・讐寮に対してうらみつらみがある．以罰若い書から
とつかれたとさ．通りがかった誓察に肋けを求めると．
とついた方は5分くらいで放免されたのにどつかれた自
分の方は 1峙間拉敦された．まるで蒻科者のように＂り
鯛ぺられた． 「市民の警察だ．あんたは市民税払ってる
のか 1」とまるでごみのように此れた

•安心できる籍餃を作ってほしい〕『悶認｀；一の増設

I!a函 i糾．，ト！必！月蝉・ 縣9,ta和姐暉！kl抽！紺捻函ぷ珈’bl心9ふ油給湘9,函＊’

口匿魔について

b 

，体賓が恵くても気鰹に訪ねられるところにない
・1:11療にかかれない
・璽者がいない．治療してくれない
・II!震がずさん．診察はしてくれるけど
足がはれてると言われただけ．
他の所でこんなことはない

，言えばきりがないが，貨i生liifはタメ．墜魔軍はダメ
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9瑚 9i99叫；瑯 ；泊訳；i991j9i瑚；油這瑚I1;iI面即 ；091祖阻iii；抵Iii；●i出祖999i;

0スベースについて
・遍露1こ寝ている
．遍く行ったら寝る場所がない

・ 3 0日午鹸2"半に行ったとき
2畳に3人．挟くて寝られなかった
・過闊は人が通るのでゆっくり霰られない
．襖いところに篤曙に襄かされる．

遍く行ったら荀物が量けない

b 

・冑段に寝かされたのでこれはあかんと息った
・ニ人で一つのフトンに入れられる
• あいてる所があればどこでもねかされる
(2畳に3人）

・寝るところがせますぎる（摺該所）
・羨いのはしょうがないか

．挟くてのびのびと襲ることもできないと闊く．
もう少し囀えてほしい．

・寝るところがうるさすぎる

口受け付け．精JII疇1111について

園ゆi9193Ì’"’'；料999139aHi9j9;；ら19Ì＇叫れ51ら9即I姐 1即19!It租9991"’kii邸はil)J料’恥1’ 邸II

口貪事について

ヽ

・地Tとセンターと食●に差がある
・仕事に行けていない人に対して
貪事を出すべきである
．鰤が夜バンだけではどうしようもない．囀鍾もない．

朝重あったらいいのに
・倉ぺ檜が患すぎる
・倉ぺ情が足りない．食料がない（バン 1つ）
・弁当が畢い．¥ぉ0-260や．予算はもっと高いはず．
ヤマギシのバン(¥“)も愚い
・倉事が当たらない人がいるとも闘＜
．遍く行けば食ぺ物も当たらない
・倉事がないような所をよく閲いていると思う
•朝陳ちゃんと食事出せ．鱚·警珊でS ない．
行政は賣任とってない

・受け付け5峙からだがもう少し旱くして欲しい．せめて4騎
・センターに入ると輌5疇から鱒餘がある

口璽のトラブルについて
．瀾戴んでくる人、騨った人が多い．

・爾の日は外の仕事がないのに．遍い出されたら匿る
闊いた話しでは予算を十分に使っていない

＇摩っ払いもいる（＊当は讀漏なのに）
・仕●がない日は鰭履1こ迷うことに．夏正は頼りにならない
•朝8鵬に遍い出される．謂か鶴っても拿がなくても

・夜12疇過ざて湿を欽んでいる人がいても●
員は黙認している

・みんなを受け付けない
・相該所に入っている人の半分は．仕事に行っているなかで饂

を鰍み｀本当に111った人が入っていない
・人闊1111係が墨い（躙）

9m漏迅 9.. j,．心99

口糞●
・洟濾ができるようにしてほしい
・橙鎮所で1れ覧纏ができない

阻

□●輝について
・ストープもなく憲い
・毛囀が2枚しかもらえない

暉

匹や膏掬を金鑢もって行けたら安心

""哨919
口霞●について
・足が憑くなったので

"Illが上がれないと息う

口古くからいる人との閾贔1こついて
・古棟がえばっている
・古桟さんが蝙をきかせている．裏に出させて殴る

口雲Ill気．壽槙について
・センターに行ったら向こうのすることに

貸わなくてはいけないから
. r更生」という字が愚い（おけら荘がよい）
．珊墳自体が悪い

•ここのテントがダメなら飽の場所にもっと
温かみのある螂を作ってほしい

・犬ころのような生酒できない．行きたくない

・輝気が墨すぎる

•とにかく冷たい．家も人間も

対しての籍設がほし
しても）

"’'，＇翠零599;

〇治安について

•更生の治安が患い

・鍼しい人は古い毛布しかあたらないは株の人が斬しい毛布をとる）
・古くからいる人の専用の11f!iがあるようだ．

・モノがなくなる． i台安が悪い

・テレピの見えるようないい陶所はいつも古棟さんで占鑽されている
・fl!カ所かテレビがあるが見れない
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巨
1月5日

烹裏食鰻．で．．［3．月挫患．
テントをとつするかもつ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
一度井戸蟷会議方式で話
•····•··················•···· 
しをしよう」といつ提案·····••··················•··· 
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-
9

乏
一
忠

iH-i-

96/1/5 
第 1回対市渉（抄）

くテント前での交渉＞

市側からの提案：

下記の3つの籍設をテント償泊看の受入先とする

•更生センター

（高鯵看で体の翡い人、病院に通院する人）

•更生量護相談所

（もう、逼路、饉段では襄かさない．貪事はバンを

181つつける．28に1園は慶かいもの、カッ

ブ麺か米飯をつける、疇房は入れられないが伎い

檜てカイロを支給）

・兵塵荘

（申し出があれば伸介し、償泊費については相摯に

応じる）

＜市役所での交渉＞観き

こちらからの納得し●い遭由：

・霞房なしでは寡い

• 181食では目賣で襦貪できるものしか入れない
・何人入れるかキャバシティーに問題がある

・兵塵荘から書せ場に行くには交逼が不便であるこ

となど
しかし、決塁に終わる

1月7日

家鰈会纏で、 「デントの·•···••·················•····•· 
好きなとこ3．よかつだと．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・
こ3」 「愚かったとこ3J.............—•............. 
を出し合し）、せの後、 8日
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
以陣の方針について事務局·•······•······················· 
か空竪翌．．舅塁控笙．．譴認

の後、市への憂求項目き決．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
定す3

:~""""""'~ 

： 
.．．．..．．．．．．．．．.．．．．. : 

1月8日
•朝の家族会議：．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
そシ．杞呪堕勲圭分竪裏哀蔓登．．—·:
市に出しに行き半分は残ってデ ：・： 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・.. 
ントを守る（ピラまを、掃
●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
鯰）．．．ーー・ク荏．史蔓係是かう甕全 ・ー：：

式の中間回答巧り....................... 
ふ家婁全鱗．：．

......................... 
紐月ttt.!.条目担畏告墨．屯薦摂 ．ー：
長がデントに来て萬度固答する ・：：..................................... 
ことを糧告.............. 
：．スク•I．ど•?.会縄．：．
中間回答きどつ受け止めるか、..................................... 
翌日午後3膊からのスタッフ会 竺..................................... 
議で整理することを決める・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ .． ．..．.．.．・.．．．．・.．．．．．．． .． ．．．．． ..．．．．． ．.．.． ．． 
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1/8要求書の項目（抄）

1更生センターに闘して
定員オーパーで、病翡者、高齢看

の入所待機が必霙な場合、 J!生セ
ンターと同条件での対処をせよ

2 
更生援護相駿所に関して

■入所者を人間らしく扱え
〇通路に寝かすな

口路上に再び帰すな

〇伎い捨てカイロではなく、

順房を入れろ

0まともな食事を出せ

3兵庫荘に闘して
ロスペースを活用せよ

0面接のありかたを改讐せよ

〇必婁としている人に周知させ、

利用する人を増やせ

口職場へ行く足を確保せよ

〇炊事設●を復1日せよ

4民盆属の偉護行政に＂して
0これまでの怠慢により多くの野

宿看を苦しめ、死に遍いやった

ことを反省し、謝罪せよ

ロ野富看対策専任の職員を置け

; 1 / 1 0神戸市の回答（確認済）

：ロセンター待機者は入所者と同待遇を約束する

虹］満員になって追い返すことはしない。 1Fの方は
： バーテーション部分で寝てもらうことになる

！〇当面は毛布を4枚以上使ってもらう。

;（］次の冬までにはスペース、罐房については
： 工事を含めて考えている。

池l、2月は1日2食．
； 朝はバン、夜は月、金は雑炊、火、水、木は
； ィンスタント麺（野菜入）。土、日はカップ
； 麺＋缶詰．3月Ii状況に応じて考える．

i口兵庫荘の所長面撞を受けないでも入所できる
； ょうにする．

: CJ貸し自転車については持ち帰って考える。

ロコンロを2台用意する．ポットも襦充する．

［）いたみをいたみとして受け取りたい。
皆さんの言うこと、気持ち、この話し合いを
私の仕事の原点としたい．

：口神戸市民生局の回答として受け取ってもらっ
； て結構市全箪の野償者数を賓えれば今の籍設
： では対応できない．今日はあくまでスタートで
あり、これから一つずつ変えていく．
話し合いは繕続的に行う。
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1 / 1 0家族会議

「1ii1答の箪認Jと「さらなる聾求J

くさらなる璽求＞

0兵庫荘、新開地から仕事場まで遠い．

交通手段を何とかさせる

〇職安は仕事を紹介してほしい

＜電話での確匿事項＞

相騎所について

口相駁所の受け付け時間は5:00~9: 00 
（消灯）となっているが、 2:00までは朧．
員が起きているので、遅く来たからとい ：

って遣い返すことはない． ： 

0夜の食事時間は5:00~6: 30だが、そ！
の後でも出す（ひえたものになることも；

あるが）．人数割限なし、おかわり膏

兵庫荘について

1、住所はおける

2、各糧繹険にも入れる

3、ただし、働けなくなったり、痢気に

なったり したら 1度退賽して更生

センターに相麟に行っ てもらい、

通院．入院となったらセンターから

翡
1 / 1 2家族会議

テンドでしてきたこと・できたことは？

1.襄ること

2.貪ぺること

3.集まること

4.話し合うこと「（5.仲闇の事を書えること
6.声をあげること

■8日以降仲間のために闘うためにテント
を自分たちでやってきた

■みんなで集まって声をあげるこで・・・
1.神戸市の越年対策を改善させた

2.センター．相談所、兵庫荘の改養を

進めることができた

●こうした回答がきちんと宴現されている

か問題がないか監視していこう

■テントはいったん区切りをつけて鋼2
弾、第 3弾を毒える不十分やったらま

たやるで 1これからがはじまり、一纏に

やっていこう ！

■困ったとき、なんあったときの運絡先
■みんなが顔を見れて集まれる場所はちゃ
んと作る→中山手の交流部屋

第1回家族親國会は 1/20に

■夜まわり

テントをたたんだ後、 1人1人がみんなが元気になるアイデアを出し合おう l

0定期的に日を決めて中山手でみんなで話したい（家族会●の延長として）

〇親疇会など、みんなで近況を話し合う場があったらうれしい

口投書箱を作って考えを入れる（中山手まで行けない人のために）

口告知板をまちに揚げる

0個人的にも中山手に連絡したい

0いざというときの高自所（一時しのぎでもよいから）

ロー睛的な手荷物預かり場所がほしい

ロシートが欲しい

口上着がほしい

口下着がほしい
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1 /2 0第 1回家族親睦会「みんなからの報告」
祁！9膝姦函邸99K埓細i知1ふ瑚9帥1ホ却i9和ki加·:＊唆iふ矯iむ •ぷ9.r !•と！3恣•芯i却1屯1 ;i*i演Kii蕊函邸isaI都999さ

更生センター

ロテントからいった仲閻6人がはいってる．元気にやってます

□全鑓で60名前後入所．6人郎屡に7人 (6人f111慶X7、4人部慶X2)
口襄心地は・・・・斬しい人は遠慮しなくてはならない

口編かいトラプルもある

〇食事について：墨はバン、足りない人もいる．

蛛付けはかわらん

口仕事について；警傭会社から 19名募集◆センターを住所にして行けても週

3~48.内職もあるがタバコ銭にもならん
0●員の対応： 「ケツの穴がこそばゆいJくらい変わった．やさしい外出する

ときに「内●あるのにJと言われて行きにくいときもある．

口綸金について：月末25B払． 1ヶ月違れ．積立なあかんのが・・

口古くからいる人閻との闘係がむつかしい

,liIl瞬ぷ！却叫I傘もKi叫IU心如I出I1叫1枇 i1坪細！印9idaIi

兵庫荘について .,．9討9i晒9.r,Ii;．．14! ；,; ！心ぶ9ふ印祖9;；；瑚；と99し 9·ふ！よ函拓•印9•サfi ． 19：9: • ;• ！ふ
口所長はピアノ好き、重露好きだっ,..—

-し 更生●●椿麟所について
とが綱明．しかし r出ていけ」と書わ
れた人もいる ， 

〇員の対応： 「8鵬になりました．外出してくださいJ剪

〇職員はまだまだ横窮、順ごなし
＇ は「退出しなさいJだった．役所言葉がなくなった．人闊の

言軍になった．受け付けの纏度よくなった
口●員の圃攘ひどかった r金なんぽもっ 01 7 B嗣蒻い爾． 18唇てもよくなった．冨直の若い人が
てる？」 「仕事する気あるか？J 告げに来た
0今、 8人郷置に5人

口疇房について：毛布もあり今のところは寡くない
口襲量代1月分はナシ． 2月分から 1日 口貪事について：夕食はおかゆ（米が入ってない 17)かラ
50円

ーメン．おかわりもOKI
口毛布、漕団はまあええもん使っとる

口カーテン、清物●曹場あり
口定員について：昨饒はほぽ潰員だった．若干のアキはある

口虫（ダニ）はまだいる
口賃し自転車もよーけいある， 口洗濯櫨を1Fにいれてほしい．風呂もあったらいいのに
〇飯を貪べるところが近くにない ＇（飲み 口●人の使えるロッカーがあったらいいのに（星、大きな樗
量は多い）ガスコンロはタダのと 10 物を置t'，ておけたら…）
分10円のがある
口洗濯纏は全自動で覇塁3台〈薫料1

台）兵庫荘の近くのコインランドリー

は高い

口共111で伎える冷蔵鳳テレビもある
口タバコは外で、清灯10時までは爆る

などのルールがある

口爾隣ったら寝とったらええんや.... 
恥 9id9● 999“'・u.i と U如叫ふぷぷふと心渭河叩印999;9迎i999糾糾s.，！逃9り’'は，

野富して國っていること・心配なこと

口毛布があれば・・・

〇追い出しは今のところない

〇同じ墳遇の看が織がらせに来る

0 「冬の家の隣の Uさん、 Kさんば公園を出
た．次の行き先は決まっていない．いったん自分の場

所を動くと行き場がなくなってしまう

← 

今盪の活動 ヽ

■月に一国（鋼3土）鰻麟金をもつ
■中山手鰊会交漬馨●を平日1191111から夕方6鴫
事で闘紋してくつろげるスベースにする．槽餘

は便った人で．ー馨の人だけでなく多くの人に

便ってもらえる場とする

■illlこ1.21!!1（月、木）匿量椿麟を行う
■*IIBI:今までどおりお凰呂
■こういうことがしたい！ ！というのがあればま
た屈レ合おう

．．見糟、伝言板でお互いの重見璽重．櫂鱗を

いつでも出せるようにしよう
各々の場所で何かあったら運鑢立リ合えるよう

にしよう

■しっか1J監視していこう
■遍い出し｀彊綱●去に対する抗●、遍動
ー1/23 • 1 0鴫市役所で塁し合いの予定．
肴菫看,:一縛に行く
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［p.96-98 に新聞記事の転載あり　省略］ 

5 関連新聞記事



神戸の冬を支える会 第二期 加盟・協賛団体 （敬称略 ・順不同）

カトリック社会活動神戸センター
〒650 神戸市中央区中山手通1-2  8-7 / TEL:078-271-3248、FAX:078-271-1217

釜ヶ崎キリスト教協友会
和 57 大阪市西成区萩之茶屋2-6-9 旅路の里気付 ／ TEL:06-641-7183、Fは：06-634-2129

カリタス大阪・神戸地区
〒654 神戸市須塵区奥山畑町2 聖ヨハネ綱隈修道院気付 ／ TEL:078-731-0869、FAX:078-731-

0210 

関西学院大学釜ヶ崎自主講座
〒662 西富市室川町5-35 ハイツ室川301 大官有博方 ／ TEL :0798-71-4271.(FAX兼用）

神戸学生青年センター
〒657 神戸市灘区山田町3-1 / TEL:078-851-2760、FAX:078-821-5878 

神戸YWCA救援センター
〒651 神戸市中央区上槽井通1-1 -2 O / TEL:078-231-6201、FAX:078-231-6692

コリアポランティア協会
〒544 大阪市生野区桃谷3-1 2 -3 1 / TEL:06-717-7301 (FAX兼用） ． 

全国の夜回り寄せ場から生活保護行政を問う連絡会議
〒601 京都市南区東九条松本通,_, 本田次9方 ／ TEL: 075-671-8483、FAX:075-671-5143

ちびくろ救援ぐる一ぷ
〒652 神戸市兵庫区松原通1 須佐野公園 ／ TEL:078-671ー1442、FAX:078-671-9992 

日本基督教団兵庫教区社会部委員会
〒662 西宮市南郷町7-15 夙JII東教会内 佃真人方 ／ TEL: 0798-71-3510、FAX:0798-70-

2554 

日本バプテスト連盟震災現地支援委員会
〒663 西宮市浜甲子園3-5-23 8本バプテスト連盟浜甲子園教会気付 ／ TEL :0798-41-

5300(FAX兼用）

兵庫県被災者連絡会
〒652 神戸市兵庫区本町1 本町公園内 ／ TEL:078-682-9045、FAX:078・651-3352 

「月かげ」グループ
〒606 京都市左京区田中高原29 みのり荘17 永構為介方 ／ TEL:075-701-4218、FAX:075・

753-6085 
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執 筆 者（敬称略、あいうえお順）

岩川 謙一郎（英知大学ポランティア）

岩佐 信子 （カリタス大阪・神戸地区）

植木 誠司 （ちびくろ救援ぐるうぶ 〈マイケレ〉）

大竹 辟 （カトリック社会活動神戸センター ・ポランティア）

大宮 有博 （関西学院大学釜ヶ崎自主講座運営委員会、日本基賛敦団兵庫敏区社会部委員会）

岡田 有右 （日本パブテスト連盟阪神淡路大震災現地支援委員会、パフテスト名谷伝道所）

持井 一義 （カトリック社会活動神戸センター・ポランティア）

加藤 誠 （日本パブテスト連盟阪神・淡路大震災現地支援委員会、神戸バブテスト教会）

嘉松 須摩子（カトリック社会活動神戸センター・スタッフ）

佐長 典子 （カト リック社会活動神戸センター・ポランティア）

杉山 呂儀 （神戸YWCA救擾センター）

鄭 柄薫 〔テ3ンピ 3ンフン） （コリアポランティア協会）

佃 真人 （日本基督教団兵庫教区社会部委員会、報告書編集貴任者）

永橋 為介 （「月かげJグループ）

野々村 耀 （神戸の冬を支える会箪 1 期事従•第 2期専従事務局長） ．

原田 成規 （カトリック社会活動神戸センター・ポランティア）

本多 香織 （関西学院大学釜ヶ崎自主講座運営委員会）

本田 次男 （日雇労働者の人権と労働を考えるまきょうとキリスト者夜まわりの会）

前田 圭子 （神戸YWCA救援センター）

松尾 功ー （カトリック社会活動神戸センター・ポランティア）

溝口 あきえ（カトリック社会活動神戸センター・ポランティア）

村田 稔 （カトリック社会活動神戸センター、神戸の冬を支える会第2期代表）

森 智子 （カトリック社会活動神戸センター・ポランティア）

森安 健氏 （神戸の冬を支える会算1朔専従）

森山 一弘 （日本バプテスト運盟阪神・淡路大震災現地支揖委員会、浜甲子園パプテスト教会）

門戸 陽子 （「月か11」グループ）

山内 秀子 （カトリック社会活動神戸センター・ポランティア）

吉岡 基 （釜ヶ崎キリスト教協友会、神戸の冬を支える会算1期事務局長・代表代行）

かっこつけて編集援記なるものを書きます．まず．本寮ならば5月に発行予定の 『輯告書」が大責遅れ、＂筆
看の彗様や「支える会」のメンバー、そして支桟して下さる方々に心よりお詫び傘し..tげます．当初の編集方針
打ち合わせの朦、一体謹が続む r輯書書Jかが論嬬され、内鶴1111係者だけでなく始めての人にも少しは神戸の状
況が分かつてもらえるものにしようという事になり、随分と大郎なものになりました．それから6月、やっとこ
れで11集して印刷に回そう！と言う段に改めて銚めてみると、問題項目の単なる羅列になり、当事者である『お
っちゃん、おばちゃん」たちの声隣わった者たちの想い．そして r支える会」が本当1：：何を問題として何をや
って来たのか、これでは分からない事が分かってしまい哀した．さあ大賓！ 期日はもうとっくに過ぎているし、
村田さんの几ヽつ出来るのん？Jと困った顛が目に浮かぷし・・。でもどうせ作るならええもんを作ろう、ええい！
ここまで来たんや、いてもうたれ 1と、ーから出直す事1こなりました。それから大わらわで、やっとここまでた
どり着きました．編集委員、航筆者の髯樟には心から御礼車し..tIfます．
撮り返ってみると、 r冬の家』をはじめいろんな事やってきたんやなあと言う思いと．こんなにやって東たの
に『おっちゃん、おばちゃんJたちの暮らしはちっともかわっとらへんなあと言う息いが入り交じります．強闊
退去勧告は地填自治会からのも加わって目に見えて増え、更生センターの改修工事などどこ吹<JJ1です．今年の
『冬」は去年よりもっと大愛かもしれません．人が過たり前に生きていくために、どうか皆さんの力を貸してく
ださい！ （8月1日、 M.T.) 
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